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十六世紀の図書館運営法

Treflerus (Florianus). Methodus exhibens per varios indices, et classes subinde 

quorumlibet librorum, culuslibet bibliothecae, breve, facilem, imitabilem 

ordinationem. Augustae Vindelicorum, Philippus Ulhardus, 1560. 104 l 8。

活字印刷技術が発明されて一世紀を経過する頃になると，修道院図書館や大学図書館では印刷l本

以前の時代にくらべようもないほど急激に蔵書が増加するようになった。そのことは容易に推測で

きるが， そう した状況の下で資料の合理的組織法が図書館運営法の最重要案件として検討されるよ

うになる。前号で近世最大の書昔、 BibliothecaUniversalisを編纂した CondradGesnerを紹介し

たが，彼は書誌の編纂だけではなく図書館の運営にも卓越した所見を Pandectrumに残している。

ここに取りあげたベネデクト派の僧侶 Treflerus(1483-1563）の Methodusもその案件に関する

総合的な論文の一つである。

Treflerusは，図書館がよく機能するためには，立派な建物や豊富な蔵書だけではなく， それら

をよく運用することが大切だと考え，いろいろな角度からそれを実務的に検討した。彼は第ーに目

録の整備を重視し，（1）アルフアベット順の著者名目録，（2）大中小項目を体系化した，いわゆる分

類目録，（3）書物の内容が検索できる件名目録の作成，などの作成を提言している。彼はまた，書物

配架法について中世以来のプレスマークを書物のサイズ・表紙の色・分類の三つの要素から構成す

る方法を案出した。すなわち， 大型本には P (Parvus), 中型本には M (Mediocris), 小型本

には I(Inges〕を与え， カバー地の色の白， または白っぽい色のものには A (Albus），赤には

R (Rubeus），黒には N (Nigricans）を，そして最後にその書物の分類記号（AからRまで）を付

ける。かくして，フォリオ判などの大型サイズで，黒または黒っぽい色の表紙で製本された聖書

（この場合聖書の分類記号はHとされている〉には， PNHというブックマークが付けられること

になる。 〔渋川雅俊〕
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この一年を振り返って

速水 融

（慶慮義塾大学経済学郁教授）

昨年9月ヨーロッパとア

メリカでの学会を終え帰っ

たばかりの私には，理事か

ら研究・教育情報センター

（以下，図書館と略称して

しまうが，これは他意あっ

てのことではない〉所長就

任の打診が待っていた。時差ぽけも手伝って，予

備的な折衝や，十分納得出来る決断の間もなく，

引き受けることになった私には，正直なところそ

の任務への自信も無く，むしろ不安が強かった

し，今でも完全に消えたわけではない。

これは一つには，今までの自分を振り返ってみ

ると，自分自身が，図書館の積極的な利用者では

なかったし，図書館に対する知識も，一般的であ

れ，塾固有であれ，まことに乏しかったこと，ま

た行政管理的な仕事は苦手で，所長室に納まるこ

となど夢想だにしなかったことによる。

それから以後一年近く，各図書館の各部署を回

り，いろいろの方と接しながら，ょうやく図書館

というものがどういうところか，少しずつ解かり

かけてきたと思っている。当初，自分の任務は，

利用者である教員と学生と，塾当局との利害の務

整にあるのではないかと考えていたのだが，実は

これはとんでもない間違いで，塾の図書館ともな

れば，図書館自身が方針を持ち，自己回転してお

り，利用者，塾当局に加え，第三の主体となって

いるのである。従って，ある場合には，三者聞の

主張を調整するという，困難な役目を負わされて

いることに気付いた。

となると，今までのように単に利用者側の立場

ばかりではなく，図書館という大きな機構につい

て十分勉強しなければならないのであり，これは

目下の私にとって大きな目標となっている。

また役職柄図書館に対する外部の方々との接触

も多くなった。大学図書館の場合，日本では館長

は殆ど教員が当っており，中には友人もいて，図

書館関係の会合で顔を合わすことも多い。しかし

正直にいってライブラリアンとしての経験の無い

私にとっては，未知の世界に入ったような思いが

強く，とまどう事もしばしばである。外国の友人

に逢って事情を話すと，必ずお前は図書館の仕事

に週何時間当てているのかとか，専門的ライブラ

リアンとしての経験があったのかとか痛いところ

を突かれて閉口することが多い。

このように書くと知何にもいL、訳がましく聞え

るかもしれないが，現在の私にとっては，正直な

気持でもある。それでは図書館に対する理想や抱

負が全く無いのかといえば，勿論理想は持ってい

る。大学図書館は，私の考えでは，研究室やコン

ピュータセンターと共に大学における研究・教育

の核であると考えている。

この三者がハード・ソフト両面に亙りうまく機

能する事によって，その大学の学聞は栄え，学界

や社会に大きな貢献をすることが出来る。逆にも

し，その機能がうまく働かない時には，その大学

の，組織としての学問水準は低く留まるに違い無

い。これは勿論個人のことをいっているのでは無

く，機関としての大学の学聞を指しているのであ

るが，塾の場合この点はどうであろうか。勿論私

には判断する力は無いけれどもいくつかの間題を

指摘することは出来る。

まずノ、ードについて，三回・日吉に関しては日

本でも最高水準の建物が完成し，蔵書も，少なく

も三回に関しては質量ともに日本における私立大

学のトップクラスであることは万人の認めると こ

ろである。但し戦前に建られた四ツ谷，また戦後

であるが，矢上の建物は，単に老朽化したばかり

ではなく，設備，蔵書の収容能力からいっても，

もはや限界を越えているといえるだろう。

自然科学系のこの二つの図書館がそれぞれの分

野における学問の必要に応じて新しい器を必要と
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している，という印象を強く持った。

蔵書についていえば，最近における一つの特徴

として活字によらない媒体が市場に登場して来た

ことが挙げられる。既にマイクロフィノレムは早く

から現れていたけれども，ヴィデオカセット，レ

ーザーディスク，磁気テープというように，姿や

形が全く異り，“本とは違う取り扱い”をしなけ

ればならない情報源が増大しつつある。

さらに進むと，恐らくオンラインで情報を取り

出す，つまり情報源は外部にあってそれを館内で

読み取るという方式も増えて来るに違いない。

既に開始された，学術情報センターとの連携は

その第一歩ともいえる。こうなって来ると，収書

といっても従来とはかなり性格の異るものに変化

せざるを得ないであろう。

しかし，現時点においては収書の中心は，やはり

図書，定期刊行物である事には違い無い。従って

年々増え続ける図書をどうするか，知何なる方針

で，多様化する利用者のニーズに答えるか，その中

で，図書館自身の方針を知何に貫ぬいて行くか，十

分配慮しなければならないのはいうまでも無い。

つまり，我々は一方では新しい時代の到来に備

え，ある場合には，日本の私立大学図書館の先頭

を走るのだ，という自覚を持つと同時に，他方で

は，従来の伝統を知何に現在と調和させて行くか

という問題にも晒されているのである。こうなる

とハードとソフトは区別がつかなくなり，また，

図書館とコンピュータセンターとの業務が判別し

難いものとなるに違い無い。しかしハード面の解

決はソフト面の問題に比べればまだしも単純であ

る。イエスかノウの場合が多く，特に設備に関し

ていえば，要するに資金の問題に帰着する。しか

し最も大きいのはソフトの問題であろう。

私が個人的に考えている事は，先に述べた大学

における学問の核，つまり研究室，コンピュータ

センター，図書館は 1年365日，毎日 24時間利用

出来る事が理想である。管理とか人員の問題を離

れて，こういった核の活動が一般の休日であれ，

夜中であれ，続けられているという事がその大学

の学聞に対する姿勢を物語っている。

現に，私の暫くいたプリンストン大学では研究

室は24時間，図書館も夜中の 2時迄，コンピュー

タセンターは24時間聞いており，教員や学生が励

んでいた。図書館が休みになるのは日曜の午前中

やクリスマスの当日に過ぎず，大いに利用したも

のである。

勿論これを直ちに現在の塾で実施する事は非常

に困難であろう。研究室の利用に関しても，夜9

時を過ぎると，殆どの個室の明りが消えている事

を考えてみると，高い費用をかけて， 24時間開室

に持って行く事に疑問を持つ人は多いに違いな

い。図書館においても現在の利用状況を考るなら

ば，果して夜中の利用者がどれだけあるか，甚だ

疑問である。しかし外国から呼んだ友人がいった

言葉は忘れられない。「慶感は確かに素晴らしい

大学に違いないけれども，研究室や図書館の使え

ない時聞が多過ぎるのは困ります。J

この間頭の解決は容易ではないし，切実な要求

として多数の利用者が声を挙げている状況でも無

いので，実現は無用だという意見が強いかも知れ

ない。しかし，大学の学聞に対する姿勢として考

えるならば一人でも利用の声があれば，それに答

えるのが筋というものだろう。

勿論，こういった業務の拡大の前に，固めて置

かなければならない問題も多々ある。通常の図書

とは異なる，歴史の史料に相当するような性格の

ものを，どれだけ図書館として購入出来るか，い

かに整理し，保存し，利用者に提供するかは，私

自身が，外部の図書館では専らそういう性格の所

蔵資料を利用して来ているだけに，大いに気にな

るところである。いわゆる滞貨問題も，所詮は人

員の問題とはいえ，全員の協力が何よりも必要な

解決への前提条件であろう。

しかし，一年たらずではあるが，各職場の方々

が，生きいきと，仕事に自分の生きがいを持って

励んでいる様子を見て，問題は必ず解決され，さ

らに大いなる前進が可能だ，という自信も持つこ

とが出来た。
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理工学情報センタ一所長

就任に当って

北 JII 節

（慶慮義塾大学理工学郎教授〉

この度，畏友天野弘前所

長のあとをうけて理工学情

報センター所長をお引き受

けすることになりました。

申すまでもなく，情報セン

ターの使命は利用者に対し

て研究・教育上の情報サー

ビスを提供することであります。いままでは利用

者の立場からセンターをみてきましたが，これか

らはいかにしてよりよいサーピスを提供できるか

を考え，責任を痛感しております。もとより，一

個人の微力でできるものではなく，理工学情報セ

ンターの職員の方々は勿論のこと，全塾の情報セ

ンター，さらに利用者各位のご理解を得て，職務

の遂行にご協力，ご支援，ご指導をお願い申し上

げる次第であります。

さて，理工学情報センターとしてやるべき仕事

には二つのカテゴリーがあると思います。一つは，

理工学部が持つ歴史的，宿命的な問題であ り，他

の一つは全塾的ないしは大学相互間の問題であり

ます。前者には施設糟設の問題があり，歴代の所

長の懸案であります。このことはいずれの図書館

においても早晩起り得る問題でありますが，蔵書

が毎年， 8，（削～10,（別冊潜加するうえに，特に

理工学部においては，大学院の学生数が移転時に

比べて7～8割も増加しており，彼等が特に研究

のために情報センターを利用する頻度は極めて大

きく，一方，学部の専門課程の学生についてみる

と，理工学部になってから学科の数も増し，利用

の仕方が多様化してきて，閲覧のためのスペース

の利用形態を再考しなければならない時点に来て

いるように思われます。このような状況は仮書庫

の一時的確保によって凌いでいますが，サービス

の低下は必至であります。このような問題は，し

かし最近建てられた日吉や三田の情報センターで

は差し当り起らないでしょうが，このような時に

こそ将来に向けての対策ないし計画を推進すべき

でしょう。すでに KULIC17において，三回情報

センタ一安西郁夫副所長が『情報センタ一機械化

計画』について，昭和57年4月三田新図書館開館

に際して立案された機械化計画案の展望を述べて

おられますが，この計画案は当時においても着実

で実現可能な方向を目指されたことと推察されま

す。なぜなら，この計画は大学計算センターの組

織・運営と無関係ではあり得ません。ここで問題

となるのは，最近の計算機テクノロジーとの関連

において，情報センターに課せられた『仕事』を

達成するのに必要な経費を極小にするにはどうす

ればよいかということ，あるいは立場を変えてい

えば，ある情報処理ハードウェアが与えられたと

き，最大の情報処理サービスを達成するにはどう

すればよいか，ということではないでしょうか。

塾における図書館業務の機械化の歴史は古く，

昭和45年に遡るようですが，情報センター側の意

図と当時の情報処理ハードウェアの性能あるいは

コストとは噛み合わず，ハードウェア・リミテッド

の状態であったことも止むを得ない状況であった

と恩われます。時あたかも大型計算機発達の初期

段階にあって，今日ほど性能／コスト比が良好で

なく，情報の蓄積媒体も高密度のものでなかった

ため，塾だけでなくどの大学においても，計算機本

体はともかくとして，大容量のファイノレを具備し

ている所はなかったように思われます。さて，情報

センタ一機械化計画の実現は，大型計算機のトー

タJレシステムとしての性能／コスト比を飛躍的に

改善するためのハードウェア，ソフトウェア両面

からの技術的進歩に負うところが極めて大きく，

しかも焦眉の急を要する問題であります。幸いな

ことに，計算機のハードウェア面では高密度集積

技術の進歩，いわゆるVLS I化の成果をうけて

CP Uの高性能，低価格は実現しつつありますが，
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ソフトウェアは，種々の技法が考えられています

が，まだその生産性は高くはありません。このこ

とは，利用者の需要に供給が追いつかないことを

意味します。しかし，前述のVLS I技術の進歩の

お蔭で，キーボード，ディスプレイの大きさはとも

かく，ターミナル〈端末）は著しくインテリジェン

トになり，コストの低下と相侠って，パーソナノレコ

ンピュータが急速に普及することになり，ワード

プロセッサとともに，今後もこの傾向は続くでし

ょう。一方，大容量記憶媒体（ファイノレ〉は高密度化

が進んでおりますが，信頼の置ける画期的な高密

度記憶媒体は未だ商用になっていないようです。

情報センターが必要とするのは正にそのようなも

のです。 100万冊の蔵書をもっ図書館は10～100テ

ラ（10の12乗〉パイト程度の，例えばMs s cス
マストーレジシステム〉を必要とするでしょう。

このような状況下にあって，今日，社会に氾濫し

つつある情報を制御して，人間の知識として利用

し得るためには，情報処理機（インフォメーショ

ンプロセッサ〉としての計算機の使用は不可避で

あります。理工学情報センターにおいても，前述

のように，学生数の実質的増加に伴う閲覧スベー

スの相対的狭小の問題が，書庫の実質的狭小とと

もに，その解決が迫られております。どの専門分

野においても研究者にとって文献調査は極めて重

要な仕事ですが，文献量の驚異的な増大に伴って，

自分の研究分野に関連のある全ての文献に目を通

すことは容易なことではないと恩われます。探し

当てた文献は他人の利用のことを考えると直ちに

コピーするということになります。医学情報セン

ター横山哲朗所長が指摘しておられるような，研

究者ひとりひとりに端末を持ち，研究室あるいは

自宅で内外の文献にアクセスできる時代に入りつ

つあるように思われます。このことは，大学計算

センターの会報 KUCCNo. 6に藤沢益夫所長が

述べておられますが，計算センターも年次計画が

立てられる程に，情報処理に対して塾当局の深い

ご理解があったことが窺われます。その内容を拝

見しますと，理工学部においてかつて計画しなが

ら実現しなかった矢上キャンパス内の光ファイパ

ーによる LAN （ローカfレエリアネットワーク〉

が昭和62年度に実現する予定であり，これは，勿

論矢上キャンパス内に潜在する約 150台以上と推

定されるパソコン等のうち，広い意味での計算な

いしは情報処理のために日吉の M380Rと接続し

て高速データ転送を可能にし，さらにミニコン等

によるネットワーク形成に途を拓くものですが，

理工学情報センターもその一環に入っていると理

解しています。三国はすでに今年の夏休みに光

LANの設備が完了しているはずです。同様のシ

ステムは他のキャンパスでも実施可能なことです

が，これらの設備ないし施設が利用者に効果的に

機能するためには，各キャンパス聞をさらに光フ

ァイパーネットワークで結合し，オンライン・リア

ノレタイム高速データ転送を可能にすることです。

光ファイパーケーブルがマイクロ波ケープノレより

多く点で優れていることは周知のことですが，こ

れによって塾内のあらゆる情報処理が居ながらに

して高度なレベルで異質な価値を創成し，計算，

情報検索等の基礎的ないし応用的研究・教育分野

から各種の幅広い管理業務までを，整合性のある

システムとして構築することができましょう。

さきに研究・教育情報センター速水融所長が塾

大学報で述べておられるように，三国，日吉の情

報センターでは図書貸出の機械化の一環として，

図書利用券による塾独自のシステムを開発し実施

しております。今までの利用者に不便をおかけし

ないという趣旨からこのシステムを開発されたセ

ンター職員の苦心がしのばれます。しかし現実的

な対応も極めて大切ですが，それとは別に近未来

のテクノロジーの発達を予測して，より理想に近

い方法で機械化計画を見直し，結合された 2プラ

トーシステムを採る大学計算センターのメリット

を最大限に生かすユーザとしての情報センター案

を作成し，塾全体の立場から塾内は勿論，学術情

報センターとの関連において充分検討を加え，広

い意味での情報センターシステムを構築する時点

に来ていると考えます。
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慶慮義塾図書館の新しい閲覧システム

一計画の全容ー

中島紘一

（三国情報官タ議室暴言）

慶慮義塾図書館（新館・旧館〉の貸出し，返却

等の手続きが，昭和60年11月25日から電算機によ

る方式に切り換った。これによって手続きが大幅

に簡素化され，大量の処理が短時間でできるよう

になったのはいうまでもない。 1万人を越える三

回の利用者にとっては閲覧サービスのドラスチッ

クな改善が実現したといってよいだろう。

貸出し関連業務の機械化という方策はそれ自体

一般的にはそれほど珍しいことではない。我が国

でもすでに多くの公共図書館や一部の大学図書館

がこの方策をとっており，慶大でも日吉の図書館

が4年前から機械によるサービスを実施している

からである。けれども三回の図書館において機械

化が実現したという事実には 2つの大きな意義が

ある。その 1はこれが歴史の古い図書館のもつ複

雑性を克服してその大規模な蔵書を対象としたも

のであるということであり，その 2はその理由の

故に既製のどのソフトウェアにも依存できないた

めほぽ独力でプログラムを開発し，実情に相応す

るシステムを完成させたということである。

以下ではこの機械化についてその計画の全容を

概観する。

。貸出し業務の概要

昭和58年に創立 125年を迎えた慶慮義塾はこの

聞に全体で200万冊を越える図書を蓄積した。こ

のうち 140万冊が三回のキャンパスにあり，この

中から製本雑誌や和装本などを除いた残り90万冊

が機械化の対象となったのである。百年以上もの

歳月をかけて収集された蔵書であるから，その構

成は単純ではない。分類法だけでも数種類あり，

、t、，...... 側、，、伊、，、，、，、

グループの別を意味する配置記号によって蔵書の

群を数えるとその総数は 100以上にも及ぶ。貸出

しのfレーノレは，この配置記号と教職員や学生など

の利用者の資格との対応関係によってそれぞれ異

なっている。

このような蔵書のマニュアルによる貸出し・返

却などの手続きはニューアーク方式の一変型とも

いうべき方法によっていた。即ち，利用者は貸出

券という名の IDカードを持ち，図書を借り出す

時はこれに図書の請求記号を記入する。同時に貸

出票というスリップに本人の氏名や所属，図書の

書名や著者名を書き込んで，図書，貸出券，貸出

粟の 3つをカウンターに呈示するという方式であ

る。貸出粟は図書の 1冊ごとに書かねばならない

から，多数の図書を一度に借り出すことの多い教

員の利用者や外国人研究者にとっては少なからぬ

手間であったといってよい。返却の時は貸出券の

該当する請求記号の欄に係員が「返却」の印を押

す。貸出券は IDカードと冊数コントロールの役

を，貸出粟は図書の貸出し記録の用をそれぞれ果

たしていたわけである。

この方式によって 1日に多い時で 1,000冊を越

える図書が借り出され，ほぽ同数の図書が返却さ

れていた。機械化はこうした記入や押印の手聞を

一掃し，貸出券の毎年の発券事務や貸出粟のファ

イリング，その抜き取りといった仕事をなくすこ

とになったのである。

。業務分析と業務設計

機械化の対象がこのように複雑でスケールが大

きい上，オンラインシステムの開発という仕事は

誰にとっても初めての経験だったので，計画は当

初から試行錯誤の連続であった。最初によく練り

上げられた計画表があり，これに従って全体が順

調に進行したというわけではないのである。

システムの基本構想が固まり，予算獲得の展望

が開け，関係者の合意が得られた後で，閲覧課が

最初に取り組んだ作業は閲覧業務の徹底的な分析

であった。閲覧業務を先ず登録，貸出し，返却，
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継続，予約，問い合わせ〈図書・利用者〉，替促，

統計，インベントリーの9つに分ける。そしてそ

の 1つ1つについて業務の構成内容を入念，細

心，正確に分析，把鍾するというものであった。

HIPO (Hierarchy plus Input Process Output) 

とし、う手法によった分析作業は閲覧課の職員を中

心とし，これにプログラム開発を担当する職員が

適宣参加した。分析の基本は 1つの行為がどんな

入力を得てどう処理されどんな出力に至るかとい

う観点からこれをとらえることである。 HIPOを

理解するため関係者はそれなりの勉強をして臨ん

だのだが， しかし出来上った結果は HIPOが期

待する本来の姿とは相当かけ離れた代物となって

しまった。

図書館の開館を第一の責務とする閲覧課は，た

とえどんなに重要な仕事が聞に入ってきても開館

業務を疎かにすることは許されなし、。それ故新し

い任務を抱えた職員はそれなりの相当ハードな対

応を要求される。分析作業は限られた時間内で手

際よくというプレッシャーの中で進められ，昭和

59年の 3月末にはほぼ全体の分析を終えた。この

作業を通じて既存方式の不合理な点がいくつか発

見され，又はよりよい方法が案出されるなど，作

業効率の改善にプラスするような結果を得ること

ができたが，これは予期せぬ副産物であった。

業務分析が終了すると次は業務設計である。業

務設計はマニュアルによるプロセスを機械に置き

換えた場合の人と機械との対応関係を明らかにす

ることである。具体的には，「ああして欲しL、」，

「こうして欲しい」とし、う閲覧課の要望をプログ

ラムの開発担当者に伝達し，開発担当者との聞で

これに対するフィードパックを行う作業であると

いってよい。知恵のすべてを出し合って，およそ

おこり得るあらゆるケースを想定する。そしてそ

れへの対策をもれなく検討するのである。機械化

システムの成否はこの部分のツメの良し悪しによ

って決まるといっても過言ではなし、。

プログラム開発担当者は図書館の職員であるか

ら業務の必要性を理解するのは早い。要望に不合

慶店構盤図書館の新しい閲覧システム

理な面があればこれを指摘しより良い案を提言す

ることもできる。こうして両者の関係はきわめて

建設的に進行していった。この点は自力開発の大

きな利点といえるだろう。

三回の図書館の業務設計は分析によって得られ

た結果を基礎に，先に挙げた9つの業務について

1つ1つ着実に進められた。これを進めるにあた

っての基本原則は，マニュアル方式がもっサーピ

スのキメの細かさを機械化した場合でも一つ残ら

ず維持すること，というにあった。プログラム開

発を容易にするために，複雑なルーノレを単純化し

たり，サービスの幅を狭めたりするという選択の

余地は確かにないわけではなかった。しかしこれ

は機械による足切りである。この結果，機械化に

よって得るものも多い半面，失うものも少なくな

いであろう。機械化したらサービスが悪くなった

とし、う事態だけは絶対に避けなければならない。

多様なニーズをもっ人聞を相手に良いサービスを

するためには機械化システムの中に人間の判断を

介入させる余地を残しておくことが大切である。

業務設計は暖味なノレーノレや処理手順をそのまま

放置しておくことを許さなし、。機械に暖昧な処理

をさせることはできないからである。この厳密性

が既存の暖昧性の明瞭化に与って力あったのはい

うまでもない。業務設計には 3ヶ月を要し， 59年

6月末にはほぼ完了した。

く〉ソフトウヱアの開発

閲覧業務の新しいシステムについて閲覧課を中

心にその基本的な内容の検討を終えた後は，導入

する電算繊の機種の調査，実際に稼動している大

学図書館の実情の調査，図書の一点一点に対する

機械可読ラベルの貼付作業などを同時並行させな

がら昭和60年3月からいよいよソフトウェアの開

発に乗り出した。三国の図書館の職員でプログラ

ムの書ける者4名，閲覧課から 2名の合計6名で

「貸出しシステム開発プロジェクト」チームを作

り，これにソフトウェア会社からの 1名（後にも

う1名追加）が適宜加わって先ずファイルの設計

-7ー
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を行い，次で函面設計を行った。

ファイノレの設計ではこのシステムが必要とする

ファイノレとその役割を決定し，その全て，例えば

図書マスターファイルや利用者マスターファイJレ

などについて，それぞれが持つべき情報を特定す

る。そしてこれらの情報を記憶するためのスペー

スを割り当てるという作業が中心になった。

薗面設計は，先の9つの業務のうちから対象を

登録，貸出し，返却，継続，予約，問い合わせの

6つにしぼり，その各々について業務のプロセス

が変るごとに画面がどう変ったらよいかという遷

移の実際を設計用紙に具体的に書き下すという作

業であった。書いては破り，奮いては破りを繰り

返しながらシンフ勺レな画面の創出に努め，併せて

機能性の実現をも目指した。この作業には 3ヶ月

を要し， 60年の5月末までには一通りの画面設計

を終えた。こ うして計画はその最終局面であるオ

ンラインプログラムの開発に入ったのである。

プログラム開発は先の職員4人とソフトウェア

会社からの応援要員2名が担当し，途中の障害を

克服しながら機械が導入された8月以降から本格

的な取り組みを進めた結果， 10月末には遂にその

完成をみることができた。内容は閲覧課がほぼ期

待した通りの手抜きのない親切なシステムであっ

た。業務分析を開始してから約 1年半の聞の関係

者の知恵を結集した成果であったといえよう。

。関連する業務

ところで，機械化された閲覧システムを実現す

るにはまだ大きな仕事が2つほど残っていた。 1

つは利用者用の IDカードの作成であり，もう 1

つは機械可読ラベルの図書への貼付作業である。

I Dカードの作成は，その識別番号を学生分は

教務部が付与する学籍番号，教職員分は人事部が

与える個人番号を利用するとして，問題は先行す

る日吉の図書館が採用するバーコードと三国の

oc Rとをどう調和させるかにあった。即ち， 1 

人の利用者が日吉，三国それぞれのカードを別々

に2枚持つべきか，それとも 1枚の共通カードに

統一するかという問題であった。結論は 1枚のカ

ードにバーコードとOc Rの両方を表示して共通

利用をするところに当然ながら落ち着いたが，そ

のため日吉の図書館のシステムを若干手直しする

という影響が出ることになった。この問題は日吉

の前向きの協力を得て無事におさまり， 60年4月

から新しい IDカードの配布がスタートした。

一方，機械可読ラベJレの貼付についてはとりあ

えず 1983年度までに受け入れた対象図書50万冊

分の一括貼付を目標とした。冊数が多いので，三

回の図書館職員で所長を除く約80人の全部がこの

作業に取り組む必要があった。 1人当たりの割り

当て枚数は平均6,000枚強となったが， 59年夏休

みから開始して機械化業務の始まる 61年11月ま

での聞にはほぼ目標分の貼付を終えることができ

た。残りの分（殆どは旧館に収容した旧分類図書

に貼るラベノレ〉は貸出のつど貼ることとして現在

に至っている。なお， 1984年度以降の受入本は

Book-IDと登録番号とを等しくして受入れの段

階で貼付されている。

慶大の図書館には業務全般の機械化をトータノレ

に検討する常設の内部機闘がある。 KeioUni-

versity Library Automation System （略して

KULAS）開発委員会というのがそれだが，機械

に強い職員を中心に構成されるこの委員会はマス

タープランを描き，実行順位を検討して自らその

実現に努めている。閲覧システムの機械化はその

第 1順位にあり，この完成に中心的役割を演じた

職員は無論この委員会のメンバーである。慶大図

書館の機械化は今後ともこの委員会を中心に自力

開発の原則によって進められることになろうが，

このことは機械に強い職員層を着実に厚くしてい

く必要があることを意味している。機械化が進め

ば維持業務が増え，委員会のカだけではすべての

機械の面倒をみることができなくなるからであ

る。従って，動き始めた閲覧システムの維持は最

終的には閲覧線が独力で行えるようにならねばな

らないであろう。それが自力開発のシステムを持

つものの宿命というものである。

- 8ー
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慶慮義塾図書館の新しい閲覧システム

ーシステムの設計一

安田 博

（三国情報センター副所長付〉

慶慮義塾図書館は昭和60年11月25日から閲覧業

務のオンライン化を開始した。閲覧システムをオ

ンライン化した目的は，従来のマニュアル方式で

は，今後，困難になると予想される貸出冊数の増

加と蔵書冊数の増加に対応することである。オン

ライン化の計画は，システムの稼働に先立つ 2年

半前に立案され，現状分析，システム設計，ハー

ドウェアの選定，ソフトウェアの開発を経て，本

番の稼働を迎えた。以下で，オンライン閲覧シス

テムの設計と開発計画，移行準備の概要について

述ベたい。

1. 現状分析

閲覧システムの設計，開発に先立ち， HIPO

(Hierarchy plus Input Process Output）の手

法を用いて，マニュアノレの閲覧システムの現状

分析を行った。

2. 設計

現状分析に基づき，オンライン閲覧システム

の設計を行った。まず最初に設計方針を決め，

その後，システムの設計を行った。

a.設計方針。マニュアyレ・システムのサービスの質を

維持する。

貸出業務をオンライン化することによ

り，利用者に対するサービスを低下させな

L、。

2）新たなサービスの展開に対応する。

オンライン化することによって，新たに

生じうるサービスの展開に容易に対応でき

る体制をつくる。

3) 貸出冊数の増加に対応する。

今後，予想される貸出冊数の増加に，容

- 9ー

易に対応できる体制をつくる。

4) 運用を容易にする。

運用を容易にし，端末の操作が誰にで也

簡単にできるようにする。

b. システムの設計

閲覧システムは，オンラインの窓口業務と

それ以外の管理業務とにわけた。窓口業務の

モジュールは，貸出，返却，継続，予約，問

い合わせ，登録，初期設定であり，管理業務

のモジュー1レは，督促，統計， ファイル更

新，インベントリーである。

1）貸出

図書を貸し出す手続きを行う。利用者は

借りたい図書と図書利用券を貸出カウンタ

ーに持って行くだけで良い。

2）返却

図書を返却する手続きを行う。利用者は

返却する図書をカウンターへ持って行くだ

けで良L、。図書を延滞した時は，延滞のペ

ナルティーを計算する。また，予約のある

図書が返却された時は予約ノーティスを打

ち出す。

3）継続

貸出の更新手続きを行う。利用者は継続

したい図書をカウンターへ持って行くだけ

で良い。

4）予約

貸し出された図書に予約をかける手続き

を行う。

5）登録

利用者が閲覧システムを利用できるよう

に登録する。図書利用券の再発行も行う。

6) 問い合わせ

図書問い合わせと利用者問い合わせの二

つの問い合わせがある。図書問い合わせは

BOOK-ID，請求記号， ISBNなどから検

索でき，利用者問い合わせは USER-ID,

氏名から検索できる。

7) 初期設定
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貸出規則の一時的な変更を行う。

8）督促

延滞図書の督促を行う。督促状ははがき

のフォーマットで打ち出される。

9）統計

各種貸出統計を作成する。

10) ファイル更新

各種ファイルの更新を日次，月次，年次

で行う。

11) インペントリー

一年に一度行われるインベントリー（在

庫調査）の補助を行う。

3. 移行準備

閲覧システムの設計，開発と並行し，オンラ

イン・システムに移行するための準備作業を行

った。準備作業は，基本データの入力， OCR  

ラベノレの貼付，共通図書利用券の発行の三つで

ある。

a.基本データの入力

オンラインの閲覧システムが必要とする基

本データは，図書のデータと利用者のデータ

の二つである。このうち，図書のデータは目

録カードから一括入力した。新刊書のデータ

は閲覧課で随時入力している。利用者のデー

タは，学生は塾員情報ファイノレから，教職員

は人事情報ファイノレから借用した。

b. oc Rラベルの貼付

図書館員全員が一年かけて，全蔵書のう

ち，約50万冊にOc Rラベノレを貼った。残り

の約30万冊分は順次，貼付を行っている。新

刊書は，受け入れ時にOc Rラベルを貼付し

ている。

c.共通図書利用券の発行

三国情報センターと日吉情報センターとで

共通して使える図書利用券を図書館独自に発

行している。図書利用券は新任の教職員と新

入生には全員配布している。

4. ハードウェアの選定

システムの設計に基づいて，種々検討した結

’”、，、，向d戸、向”，、，、~肉、，、丹、，、J、J、，...，........，....，、，、M側、..... ，、，

果，閲覧システムに使用するコンピュータとし

てFACOM-K280を採用した。選定にあたっ

て，基準としたのは，以下のことである。

a. レスポンス・タイムの速さ

貸出業務のメインは窓口業務であり，利用

は短時聞に集中する。一つの処理に許される

時間はほんの数秒である。従って，どのよう

なときでもレスポンス・タイムが速いことが

要求される。

b.マシン・ダウン時の対応の容易さ

コンピュータはしばしばソフト coSを含

む〉が原因でマシン・ダウンすることがある

が，窓口業務はマシンがダウンしたからとい

って休むわけにいかない。従って，マシン・

ダウン時に復帰が早く，対応が容易なことが

望ましい。

c.分散処理の可能性

計算センターには大型コンビュータがある

ので，コンピュータの負荷を分散させるため

に分散処理が可能なことが望ましい。

d.機器の信頼性の高さ

コンピュータは機械であるので必ず故障す

るものである。しかし，故障は少なければ少

ないにこしたことはなく，機器の信頼性の高

いものであることが望ましい。

5. ソフトウェアの開発

ソフトウェアの開発にあたり，自己開発と既

存のソフトウェアの導入の両方を検討した。し

かし，適した既存のソフトウェアがないので，

既存のソフトウェアの導入をあきらめ，自己開

発を採用した。従って，プログラミングは図書

館員が行った。開発に要した期間は約3か月で

ある。

6. システムの稼働

ソフトウェアの開発の後期に，並行して，シ

ステム・テスト，運用テスト， トレーニングを

行った。また，同時に運用マニュアルを作成し

た。充分な準備を行ったので，オンライン閲覧

システムは三回祭明けの11月25日に，スムース

nu 
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に本番稼働を迎えた。幸いなことに，オンライ

ン閲覧システムが稼働して，約1年が過ぎた

が，ハードウェアのダウンもないし，ソフトウ

ェアのダウンもなく，順調にシステムは作動し

ている。和装本，貴重書など 1部オンライン閲

覧システムの対象としていない図書がある。

7. 閲覧システムの今後

閲覧システムは，一応の完成を見たわけであ

るが，さらに，今後もシステムを拡充していく

つもりである。現在，閲覧システム開発の第二

期として， M360とK280を回線で結び，分散処

理システムを実現する計画を進めている。

一一｜貸出｜

一一｜返却｜

一一｜継 続｜窓

閲
覧
シ
ス
テ
ム

-:1－仁：~~：

管
一｜日次更新 ｜

日一卜｜ート［二：~~~~ ： 

図閲覧システム織成図
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学術情報センター 「オンライン

目録システム」について

高谷康子

（説鰐韮タ一）

1. 「オンライン目録システム」

情報の氾濫，図書館資料の増大，それによって

引き起される業務量の増大， totalsystemとして

の機械化への移行の必要，利用者の方々にかけて

いる不便，こうした問題に図書館はもはやー館の

みでは対処し得ないこと，その解決の道は図書館

聞の相互協力にあること，そして現今考えられる

最良の方法が文献情報センターを中心とするネッ

トワークへの参加であるとして，当誌で大江前研

究 ・教育情報センタ一所長によって，その意義と

内容が語られたのは二年前のことであった。文献

情報センターは，学術研究の発展の為に研究情報

の円滑化が必要であるとして，文部省が昭和55年

に表わした「学術情報システムJ梅想に基づい

て，昭和田年4月東京大学に設立されたが，本年

4月発展的廃止という形でその仕事は新たに国立

大学の共同利用機関として発足した学術情報セン

ターに引き継がれた。研究・教育情報センターは

業務機械化計画の中で，慶慮義塾大学の研究 ・教

育の発展には文献情報センターに早期に加盟する

ことが必要不可欠であるとして，その機械化計画

の課題としていたが，今般，この4月に三国情報

センターが学術情報センターと接続し，その「オ

ンライン目録システム」の利用を開始する運びと

なった。

「オンライン目録システム」は学術情報センタ

ーが学術情報の流通促進のための中枢機関として

の役割を果すべく行う中心的事業の lつである。

「オンライン目録システム」では図書や雑誌など

の記録であるいわゆる一次情報を扱うものである

が，学術情報センターでは索引や抄録などの二次

情報の「データベース検索システム」も明年4月

公開を目途に開発中である。

「オンライン目録システム」は学術情報センタ

ーを中心に全国の大学図書館をコンビュータとデ

ータ通信網によって結合したネットワークの中で

展開される。その仕組は次のようなものである。

多くの図書館が各々の図書館に設置された学術情

報センターの端末を通じ目録作業をオンラインで

行い，目録情報を学術情報センターのコンビュー

タに集積する。この目録作業は又，共同・分担と

いう形をとる。それはいくつかの大学図書館が同

じ資料を所蔵した場合，その資料の書誌情報は，

いずれかの図書館が 1回だけ入力する。ここで書

誌情報という言葉を使用したのは目録情報といわ

れるものの中から所蔵の情報を切り離しているこ

とを意味している。閉じ資料を所蔵する他の図書

館は，既に入力されている書誌情報に自館の所在

情報を付加しさえすればよいというものである。

1つの文献名のもとに所蔵館が列記されている

『学術雑誌総合目録』などのいわゆる総合目録が

想起されようが，このシステムでは共同 ・分担で

目録作業を行うことがすなわち総合目録データベ

ースを形成することになり，両者は表裏一体の関

係となって進行する。このようにして各図書館が

資料を受入れの都度目録所在情報を追加していく

ことによ って，総合目録データベースは各館の最

新の所蔵状況を示しつつ形成 ・拡大されていく。

この形成 ・拡大されていく総合目録データベース

を通じて図書館聞の相互貸借 (ILL）が推進さ

れることになる。又，オンライン目録システムと

結合して「 IL Lシステム」が運用されるので，

このシステムによ ってIL Lの為の手続きである

申込みから受付，そして複写等の料金決裁までを

オンラインで処理することが可能となるというこ

とである。目録作業は又，国立国会図書館作成の

Japan MARC （機械可誌目録）やアメリカ議会

図書館作成の LCMARC，その他イギリスやカ

ナダの MARC，日本の民間作成の TRCMARC 

等が配備されているので，これらを参照しながら

総合目録データベータに取り込むコピーカタロギ

ングも行なわれ，共同 ・分担で行うことと相倹っ

て整理業務の改善が計られることと， IL Lを円

滑に行うことによって資料の共有が促進されるこ
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とを目的としている。そしてその根底には人的・

物的資源の共有という理念が基調としてあり，こ

の理念によって支えられているシステムとも言え

る。この理念が正しく理解されないと「オンライ

ン目録システム」は充分機能しないし，情報や資

料の提供を迅速 ・的確に行うことを旨とする図書

館サービスの真の向上につながらない。「オンラ

イン目録システム」のようなサーピスを提供する

機関はアメリカでは10年以上も前から出現してお

り，今後は国際的ネ ットワークの時代が予想され

る。図書館のサービスも世界的広がりを持つもの

になろう。

文献情報センターが発足して後，昭和59年11月

に東京工業大学が接続校となった。以来，本年5

月までに学術情報センターとの接続校は国立13,

私立3の合わせて16大学であるが， 61年度中に30

数校を数えるものとみられている。今後このネ ッ

トワークに国立大学は全面的に参加することが予

定されているようであるし，私立大学の参加も徐

々に増えるであろう。全国460に達する大学の参

加を見れば，各々の大学の図書館が所蔵する図書

約l億4千万冊，及び190万点の雑誌の目録・所

在情報〈注〉が総合目録データベースに収録される

ことになる。雑誌については既に全国の大学図書

館等が所蔵する雑誌の目録・所在情報『学術雑誌

総合目録』がデータベース化されており，これが

初期データとして導入されることによって総合目

録データペースと しての形が整えられたが，一方

図書については基礎となるデータベースの存在が

なく無の状態からの出発となっている。よって総

合目録データペース形成が目的とする整理業務の

軽減や資料の共用が本格的に実現するまでにはも

う少し時聞がかかる。「オンライン目録システムー

を早期にそして真に有用なものとする為には，そ

のかなりの部分が個々の図書館の努力にかかって

いる。新規に受入れる図書や雑誌の目録・所在情

報が確実に加えられるのみならず過去に遡って各

図書館が所蔵する図書の目録・所在情報が含まれ

ることによって初めて総合目録データベースと呼

べるものが存在することになるだろう。学術情報

センターの接続館は「利用者」であるのだが，こ

のような相互協力，相互依存のシステムにあって

は共通の目的に向って行動を共にする参加者とな

る必要がある。又，総合目録データベースの形成

に努力する一方，資料共用の制度的な面での整備

も全国的視野のもとで見直されることになろう。

課金の問題，参加館の聞にパランスを欠いた関係

が生じた場合の調整など今後の課題として残され

ている。「オンライン目録システム」を支える資

源共有の理念は当然資料収集の段階においても持

たれよう。既に国立大学の聞では，使用頻度の低

い雑誌や大型コレクションの収集にあたって調整

が行なわれている。私立大学の聞ではそうしたこ

とがどのような形でどの程度可能か今後の検討に

待たれる。

2. 総合目録データベースの目録

「オンライン目録システム」が本来の機能を発

録する為には，総合目録データベースにその名に

ふさわしい量の目録所在情報のデータが蓄積され

ることにあるが，もう 1つは収録されるデータの

中味の問題がある。すでに見たように，総合目録

データベースが収録の対象としている目録情報の

量は膨大なものである。それは図書では 1億4千

万冊にのぼり，三国情報センターの現在の蔵書数

の140万冊と比較してみればその膨大さが容易に

想像できょう。目録を作成するのに使用される目

録規則は近年国際レベルでも標準化が進み，我が

国の大学図書館の多くが最新の標準化された目録

規則を採用している。ところが採用の仕方はそれ

ぞれの図書館の蔵書の規模や種類，あるいは目録

に対する考え方などローカノレな事情を反映し，個

々の大学図書館の目録の内容は必ずしも一様なも

のとはなっていないであろう。所蔵図書の 1冊1

冊の記録である目録は，例えば三回情報センター

の場合を例にとると，それは 140万冊の中から必

要とする 1冊を取り出す為の道具であり，そうし

た検索が効果的に行われるような精度が維持され

るべきものである。総合目録データペースにおい

てはその規模において必要とされる精度が選択さ

れるのみならず， 460もの大学図書館が共有出来

る内容のものであること，そしてそれが資料の相
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互利用の為の手段となるものだということが考慮

されねばならない。さらにこの目録はコンピュー

タの持つ可能性を生かした内容のものとなってい

るはずである。学術情報センターでは目録データ

作成の原則や考え方をまとめて「目録情報の基

準」に示している。目録規則に関する部分では原

則として標準的目録規則によるとしながらも，そ

の適用にあたっては従来の慣行や考え方を変更し

なければならないものもある。例えば，今まで 1

枚の目録カードの作成単位は何かということが明

確化されていなかったということがある。という

よりも， lつの「本」に対して目録カードを作成

していたのだが，その「本」に対する識別基準が

明確でなかったと言い替えることも出来る。『新

釈漢文大系』という「本」がある。その第26巻の

『書経』も「本」である。そしてその『書経』は

上，下に分かれていてそれぞれも「本Jである。

この時目録カードはどの「本」に対して作成する

のかという問題である。複数の図書館が目録情報

を共有するにはこの点が整理されていないと共有

に困難をきたすことになる。それは同時に書誌情

報に付加する所蔵情報の分散の恐れもあり総合目

録の機能が損われることにもなる。「目録情報の

基準」では「固有の標題」をもって書誌情報を収

める記録の 1単位とした。上記の例の場合は『新

釈漢文大系』と『書経』を「本」と認定すること

にし，それぞれに対し書誌記録を作成することに

なっている。上，下は『書経』の部分として扱う

ことになった。『新釈漢文大系』と『書経』は親子

の関係にあると見なされる。この関係を階層とい

うが，階層は3階層以上にもなることがあるが，

それぞれの階層の書昔、記録は互にリンク付けされ

る形になっている。そして所蔵情報は常にその最

下位の階層の書誌記録に付加される。その他の問

題で「後刷り」の扱いがある。かつてはこれは

「出版年」として扱われていたが，今や二次的な

情報でしかなく，共有の情報の出版年として扱わ

れるのは「初刷りJの年であり，その資料が後制

りであるということはローカルな情報としてのみ

所蔵の情報と共に記録される。つまり刷りの相異

は同一「本」のグアリアントであるということが

明確にされている。この点に関しては目録規則の

問でも合意をみつつあるが，稀観本には適用しな

い。書誌記録のファイルは，図書と雑誌に分かれ

さらにそれぞれが和書と洋著書に分けて維持される

が，著者に関する記録は和・洋の区別なく 1つの

ファイノレに収められ， 1人の著者に対する記録は

只1つ作成される。著者の記録を収めたファイJレ

も共有ファイノレで典拠ファイノレというが，これが

書誌ファイノレとリンク付けられている結果， 1人

の著者の著作は和書・洋書の区別なく全て 1つの

名前のもとに集中的に見い出されることになる。

「目録情報の基準」の中で目録規則の解釈に関

連するものとして，さらに図書と雑誌の区分の基

準がある。これについては三回情報センターの資

料管理の現状と必ずしも同じでなし、。 今後は図書

館サービスの現場において全国的な目録の基準に

対し，個々の図書館の独自の要求をどう保持ある

いは調整するかなどの問題が出てこよ う。

さて三国情報センターでは総合目録データベー

スから慶大（三国〉データを逐次三国の計算犠セ

ンターのファイルに取込んでいる。やがてこのデ

ータが核となって展開されるであろう図書館業務

の全過程をオンライン処理する KULAStotal 

systemに向けて検討が続けられている。ここ当

分の間カード目録は全面的というわけでないにし

ても維持される。「オンライン目録システム」に

は今後の課題として様々なものがあるが，目録作

業を行いながらオンライン目録の可能性を実感

し，カード目録の限界を痛感する。それはオンラ

イン目録の場合の，目録作成から検索可能となる

までの即時性，目録情報の多面的アクセスの提

供，ファイリング作業が不要であること，端末さ

えあればどこでも検索出来る広域性，目録カード

箱用の場所の節約，様々なアウトプットの提供等

々。その他，カード目録の制約故に制限せざるを

得ない目録の修正や変更等，オンライン目録を一

刻も早くと願う理由である。 1館のカード目録の

イメージにとらわれ過ぎたが，ネットワークの中

でのオンライン目録の意義は既にみた通りであ

る。

注） 学術情報センター要覧 1錦6
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医学情報センターを

御存知ですか？

南野典子

.慮義塾には，四つの情報センターがあります。

大学に入学して教養課程の時期に利用する，日吉情

報センター。人文・社会系の専門銀程になると，あ

の立派な三国情報センターの利用者となります。又，

理工学部に進んだ人達は，日吉のすぐ隣の矢上にあ

る理工学情報センターを利用するようになります．

これらの三つの情報センターは，ここ数年のうちに，

新館となったり．日吉・三回といった主なキャンパ

ス内にあったり，その近くだったりして，多くの人

々に知られていますが，四谷にある医学情報センタ

ーのことは，意外と知られていません。そこで医学

情報センターの実情をお話ししようと思います。

医学情報センターは，昭和12年に北里柴三郎を記

念して建てられたものだそうです。そのため，入口

を入るとすぐ，北里柴三郎の胸像が据えられていて，

まことに由緒正しい風情をかもしだしています。図

書館内に一歩足を踏み入れると，四つの情報センタ

ー共通のB・D装置が行手を阻んでいるため，出口

のパーを押して入ろうとする利用者が，一日に数人

はいらっしゃいます。一階には，貸出し，複写，レ

フアレンスの三つのカウンターが並び， 13人の情報

サーピス担当係員が働いています。医学情報センタ

ーは，医学部の教職員・学生には雑誌の貸出しも行

なっています。未製本雑誌も貸出しますから，蔵書

数や利用者数の割に，貸出し冊数が多いと思います．

又，他の三センターのよ うにセルフ・サービスコピ

ーがないので複写係は大忙しです。おまけにイ ンス

タント・スライドの作成もいたしますから，学会シ

ーズンが近づくと，後写に，スライドに，返本にと，

休む暇がありません。ここでは，三国の旧館時代の

雑誌室のように，返本は全て係員が行なっているの

です。レフアレンスでは，主題や著者で必要な文献

を探す機械検索を行なっています。 9月からは検索

の利用時間も拡がりますから，どんどん利用してい

ただきたいものです。これらの業務を行なっている

カウンターの他に，一階には，閲覧席，単行本の書

架，雑誌の展示架などがあります。医学情報センタ

ーのカレント誌は約2,700タイトルですが，そのほ

とんどがこの展示架に並べられています。又，受入

れした号数と日付を記入したボードも一緒に並べて

あるので，利用者の方たちは，このボードを見て受

入状況が分るようになっています。単行本の書架は，

ささやかながら積層書架となっていますが，この書

架だけでは配架しきれず， 1979年以前発行のものは

地下の集密書庫に収納されています。これも近々

19加年発行のものも地下書庫へ収められる予定とな

っています。閲覧席は4人掛けの大きな机が16卓置

いてあります。これも書架の糟設に伴い，年々減っ

ている有織です。三回や日吉のように酒溶たキヤレ

ノレなどはありません。雑総司書庫にわずかながら一人

用の机もありますが，夏は蒸し風呂と化すので，利

用する気にはなれないでしょ う。この雑誌書庫も単

行書の書架と同織に，満杯の状態です。昨年，無理

に糟設した書架のため，人がすれ違うことなどでき

ない場所もあります。この浴設も焼け石に水，程度

だったようで，今では床に本を積まなければならな

い状況に陥っています。このため，大々的な書架移

動が行なわれつつあります。夏は暑く，冬は寒い雑

誌書.，.ですが，ここにはとても素敵なエレベーター

があります。歴史のあるヨーロッパで見かけるよう

な手動式扉のエレベーターです。医学情報センター

へいらしたら，ぜひ御覧下さい。

いろいろ書き並ベましたが，医学情報センターの

ことを少しは分っていただけましたか？ 医学部で

は新棟の完成が間近に迫ム人々の関心はそちらに

集まっているようですが，情報センターは深刻な書

架不足に悩んでいます。年間330日以上も開館して

いるのですから，勤勉な四谷の職員にも余裕のある

建物で働ける日が遠くないことを祈ってやまない今

日この頃です。

~ 
む2滋亀P

〈医学情報センター情報サービス担当〉
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日吉図書館の AVサービスの現況

はじめに

風間茂彦

（三国情報センター資料線係主任
前日吉情報センター
パブリック・サーピス課係主任

KULIC No.19 (1985）誌上に， 「新しいサー

ビス： AVサーピス」というタイトルで，昨年4

月にオープンした日吉図書館のAV施設について

紹介してから，早いもので一年の歳月が流れた。

日吉図書館としては，経験的にはゼロからの出発

であったこのサービスではあるが，若干の三国の

図書館（新館）での経験を生かしつつ，さらに加

えて，ヴィジュアノレな面での一層の発展をも考慮

しながら用意された施設やコレクションは，総じ

て好評のうちに迎えられたように恩われる。この

間，日吉図書館としては，利用者増に対応したC

Dプレーヤーの増設やコレクションの新分野への

展開等，利用者のニーズ・オリエンティドな方向

を示しつつ，このコーナーを発展的に運用してき

た。そこで，ここでは，この新しいサービスの一

年半を振り返りつつ，現在の運用状況や利用状況

について報告してみたい。

コレクションについて

この Audio-visualコレクションは， 図書館オ

ープンと同時に，日吉図書館を特徴づけるコレク

ションのーっとして設けられたものである。それ

らはおもに， lFAVコーナーでの利用を目的と

し，その内容も，語学・音楽・教養・ドキュメン

タリー・映画と幅広く，またメディアとしても，

カセット・テープ，コンノfク卜・ディスクといっ

たオーディオ・メディアから， VHS, LD, V 

HD，といったヴィジュアノレなメデ、ィアまでを広

く網羅している。それらの収集の主題分野は，カ

セット・テープでは，語学，コンパクト・ディス

クでは，西洋古典・

近代音楽が中心であ

る一方，ヴィデオ・

メディアでは，第 1

表に示すように，よ

り広くに及んでい

る。総じて，このコ

レクションの幅およ

び深さは，日吉の教

養課程キャンパスと

しての性格を反映さ

せようとしたもので

あった。これらは当

初，学生諸君の様々

，、d、d、d『d向叫例』

Ml：夜主題別のビデオ
所麓数

(1鰯年7月18日現在閲覧）
に供しているもの

主題分野 ｜巻 数

語 学 40 

自然科学 26 

地 理 95 

社会科学 12 

美術・芸術 10 

音 楽 22 

映 画 84 

スポーツ 40 

そ の 他 11 

d口:.. 計 ｜ 340 

な利用を予測し，図書館が独自に用意したもので

あったが，一年余の聞に，利用動向や学生・教職

員からの購入希望等を参考にしながら，積極的か

っ継続的な収集活動を行なった結果，第2表のよ

うに，登録数では，当初の約3倍に成長した。こ

の中でもとりわけ特徴的なのは，ビデオの中の映

画の分野である。これは，当初は用意されていな

かった分野であったが，オープン後8ヶ月を経た

昨年の12月以降，二度にわたり， 84タイト／レを購

入した。この分野は，選択にあたっては，個人の

趣味性が強く反映される分野でもあり，タイトノレ

の選定にあたっては，いかなる基準に照らすべき

かが，議論の別れるところであったが，結局，広

義の語学学習用教材と解釈し，邦画を除き，国際

的に権威のある映画貨を受賞していたり，標準的

なガイド・ブックに裁っている作品を中心に予算

的に妥当な範囲で慎重に選択されたのが現在のコ

レクションである。

AVコーナーの利用

AVコーナーは， VTR 12台， c Dプレーヤ

ー4台，カセット ・デッキ6台， LD・VH Dプ

レーヤー各1台を備えた個人用のA Vメディア閲

覧施設であるが，オープン以来，今年の6月まで

の延べ利用件数は， 17,814件におよび，そのうち

- 16ー



内－..... －~，同..........向〈《《《向山戸内向九向・....，.山内~也ULIC のノウハウ

の62%の11,156件が，ビデオ・メディア， 33%の

5,861件がコンパクト・ディスク， 5%の797件が

カセットの利用である。さらに，最近の利用統計

を見ながら，それらを，昨年同期と比較すると

（第3表参照）， 今年度になって，著るしく利用が

増えていることがわかる。これは，おそらく ，第

2表に示されている，コレクションの強化の反映

であろうと考えられる。第4表は，同時期のメデ

ィア別の利用件数を示しているが，メディア別の

割合は，上記の 1年半をトータノレした割合とほぽ

近似である。しかし，この数字は，現在のコレク

ションを前提とした利用者の要求を純粋に示して

いるとは奮い難い。むしろ，それは，施設自体の

メディア別キャパシティから大きな影響をうけて

いるといえよう。すなわち，上記のメディア毎の

機械の設置台数が大きく効いていると考えられ

る。 日頃の利用実態を見る限りでは，少なくと

も，ビデオ・メディアに関しては，設置台数を増

やすことにより，さらに利用が増えることが予想

第2衰年度別AVメディア登録数

(1985・86年とも 6月1日現在〉

誌とごIt•7;t I c DIカセット｜合計

1 9 8 5 I 75 I 161 I 77 I 313 

1 9 8 6 I 371 I 391 I 163 I 鎗5

第3豪華字度見IJAVコーナー利用件数

〉〈
利用件数

19畔度 I1鰯年度

4 月 625 1,920 

5 月 l，紛6 2,449 

6 月 1, 181 2,436 

第4表メデ－， 7別利用件数

~ 
1985 年度 1986 年度

ピデォlcDIカセツ トピデオlcDIカセツト

4 月 37 

5 月 61 1, 73 

6 月 65 1, 71 

第5表 1986年5・6月映画利用ペスト 5

順位｜ 映画タイトル ｜件

1 ディアハンター 118 

2 アマデウス 112 

3 愛と青春の旅たち 107 

4 スティング 81 

5 天国から来たチャンピオン 78 

’席6褒 1986年6J:Jビデオ利用ペスト 5
（映画以外〕

ピデオタイトノレ ｜件

1 人工知能入門 16 

2 勝つためのテニス 13 

3 新しい世界旅行 8 

4 スイム／小沢征爾 6 

5 シルク ロード／ペレのサッカー 5 

できる。一方，カセ ット ・テープに関しては，増

設は，利用増には直接つながらないと考えられ

る。さて，利用が比較的多いビデオの中でも，と

りわけ利用が集中するのが，映画の分野である。

今年6月の統計では，全ビデオ利用件数 1,694件

のうち， 94%にあたる 1,590件は，映画の利用で

あった。この映画の中での利用の詳細，および，

映画以外のビデオの利用の詳細については，第5

表，第6表を参照していただきたい。

AVホールの利用

A Vホーノレは，様々なA Vメディアを利用し

て，授業や発表をするのに適したスペースである

が，その様な貸ホール的な使用法に加えて，この

間，情報センタ一所蔵のA V資料を利用した当館

独自の企画による催しを幾度か行なった。まず最

初に，昨年12月に，この月からAVコーナーで利

用に供することになった映画ビデオのうちの何本

かを， 6日聞にわたり上映する「シネマフェステ

ィパノレ’85」を催した。 とれは， 映画の初登場で

あった為か，連日大好評で，ほとんど満席の活況

を呈した。次に，モーツアルトのオペラ「ドン・

ジョパンニJのピデオ・コンサート，そして，年

n

，
 



末恒例の「第九」のCDコンサートと続いて85年

を終えた。 86年には，新学期を迎え，新入生のオ

リエンテーションが企画された。従来より， 「図

書館ツアー」は行なっていたが，この4月から

は， AVホーノレの施設を効果的に利用し，当館作

成のオリジナJレ・スライドをも加えて， 60分のプ

ログラムが用意され，新入生諸君に対し，より幅

の広いオリエンテーションを与えられるようにな

った。 5月には，新規に受入れた映画を中心に，

5日聞にわたり， 2回目の「シネマ・フェスティ

パJレ」を催したが，これは，観客動員数では，前

回にはおよばなかった。それに続き，オペラ映画

「カJレメン」〈ロージ監督〉を上演した。さらに，

研究室資料の貴重な 16mmフィルムを用いた，

3日聞にわたる「前衛映画上映会」〈ダダイズム，

シュールレアリズムの色彩の強い， 1920年代のフ

ランス映画の特集〉や，上記フィルムと CDを用

いた，フィルム・コンサート「エリック・サティ

の世界」といった，かなりオリジナリティの強い

l、d‘、，、回向... 、J司』戸、．． 

企画も出してみたが， これらは，思いの外好評

で， A Vホールは，連日，多くの学生諸君の熱気

に包まれた。

さいごに

さて，前述のように，この日吉のAVサービス

は，現在のところ順調に運営され，総じて好評を

得ているということができる。しかし，今後に目

を向けてみると，いくつかの間題があるといえよ

う。まず， A Vコーナーに於てのサービスは，現

在のキャパ・ンティを前提とすると，すでに利用件

数の上で，ピークに達していよう。更なる発展を

考えると，施設面での抜本的対策が必要であろ

う。また，利用面での映画への遍向も，再考の余

地がある問題ではなかろうか。またA Vホーノレの

企画については，今後も，決しておざなりでな

い，良く考えられた，オリジナリティのある企画

を，継続的に出すことが必要であるように恩われ

る。

三国図書館・情報学会月例研究会

第44回（61年5月31日〉

「CD-ROMの現状と展望」

発表者村本俊雄（日外アソシエーツ）

第45回（61年7月26日〉

「図書館における R&D機能 ：国立国会図

書館における図書館学研究所構想について」

発表者丸山昭二郎（国立国会図書館〉

第46回（62年1月24日予定〉

「英国における図書館・情報学の研究と教育

の現状」（仮題〉

発表者田村俊作（慶慮義塾大学〉

第47回（62年3月28日予定〉

「学術情報センタ一目録システム利用の現状

と問題点：慶慮義塾大学三国情報センター

を例に」（仮題〉

発表者長島敏樹（慶慮義塾大学三国情

報センター整理課〉

これらの研究会は，非会員にも公開している。

また，年刊の機関誌 Libraryand information 

scienceは，個人会費（年額￥3，α）（）），機関会
費（年額￥5，αぬ〉を支払った会員に送付され

る。

学会への入会，機関誌等に関する問い合わせ

は，慶慮義塾大学図書館・情報学科事務室（電

話 03-453-4511内線3147）で受け付けている。

- 18ー



英国の医学図書館を肪問して

舘 田鶴子

（医学情報センター資料サーピス担当〉

はじめに

このたび，芝生が国のプリティ ッシュ・カウンシ

／レと（財）国際医学情報センターから援助を受け

て，英国を訪問する機会を幸運にも得ました。こ

の出張の主目的は， 6月15日から27日に渡りロン

ドンで聞かれたプリティッシュ・カウンシノレ主催

の医学図書館員のための国際セミナーに参加する

ことであり，日本からは私一人が出席致しまし

た。

6, 7月は英国の夏にあたり，パラの花も一斉

に咲き，一年中で最も美しく過ごしやすい季節で

す。その上，天気までセミナー参加者を歓迎して

くれたように，太陽のサンサンと照る夏らしい日

が続き，英国名物のどんよりした曇りや雨の日は

数える程という，実に 5年ぶりの上天気でした。

プリティ・7シュ・ カウンシル国際セミナー

セミナーのテーマは「医学図書館の管理一資源

の有効利用Jで，主会場となったのはプリティ ッ

シュ・ミュージアム裏手にあたる静かな一角を占

めるロンドン大学衛生 ・熱帯医学部校舎でした。

このコースに集まった図書館員は，インド，マレ

ーシア，ギリシア，ポ／レトガJレ，イタリア，イラ

ク，ユーゴスラピア，ナイ ジエリア，南アフリカ，

ジンパプエ，ガーナ，日本の12か国から計16人で

す。人種，民族の異なる者の集ま りでしたが，少

人数だったためすぐに打ちとけた雰囲気となりま

した。セミナー参加者，コース指導者である二人

の英国医学図書館員，コースオフィサーとして参

加者の面倒をみてくれたプリティ ッシュ ・カウン

シノレの女性職員の潤には，二週間を共に過ごした

ことから深い友情が生まれました。さらに，セミ

KULICの ノウハウ

ナー講師や見学先で知り合った多数の英国図書館

員との交流も，参加者にとって大変貴重な経験で

した。

折しも，セミナー開始直後に南アフリカで激し

さを増した人種問題が連日トップニュースに報じ

られましたが，我々にとってはそうした国際状勢

に関りなく，各自が働いている環境の違いを越え

て，図書館員としての共通の話題を語り，時には

共感を時には驚きや新しい発見を得ることができ

ました。

セミナー内容は，図書館の管理，運営を柱に組

まれていて，初歩的な管理技術概論とその方法

論，図書館学教育，スタ ッフ・トレーニング，利

用者教育，図書館の将来，図書館協力とネ ットワ

ーク等について，講義やグループ討議形式で進め

られました。講師陣も図書館員に限らず，多方面

から選ばれていたため，内容に幅がでて，飽きず

に聞くことができました。 2日目の講義では 1分

間スピーチの時聞があるなど，我が国の図書館研

修ではおよそ考えられないような実際的な練習が

あったり，またグループ討議における課題の選び

方も実践的で，大変新鮮に感じました。

セミナーの対象が，中間あるいは上級管理者で

あったため，参加者の多くは経験も長く，管理的

業務に携わっている図書館員でした。私にとって

は図書館の先輩から，仕事に対する情熱や，物事

の捉え方を，また話しの端々から各国の図書館事

情をと教わることの多い研修となりました。セミ

ナーに適宜含まれていた見学は，慣れない英語の

授業で疲れぎみだった私にとって，ちょっとした

息抜きになっただけではなしそこで触れた英国

図書館界の現状には，大変興味深いものがありま

した。こうした内容については，すでに医学情報

センタ一広報誌「きたさとエユース」（99号， 1986

年8月〉で簡単に報告しましたので，これ以上の

重複は避けて，残された紙面はセミナー後に訪れ

た見学先と，英国図書館協会の部会にあたる医

学 ・保健 ・福祉図書館グループの年次研究大会の

様子を，滞在順に振り返りたいと思います。
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シェフィールドへ

国際都市ロンドンを離れて InterCityと呼ばれ

る急行列車に乗りシェフィーlレドへ向かし、ます。

シェフィーJレドでは，ちょうど留学中でいらした

図書館・情報学科の田村先生とご一緒しました。

日曜日に移動したため，普段の倍の時間，つまり

半日がかりでようやく到着。伝統の国，英国では

今でも日曜日は宗教上安息日のため，鉄道にもそ

の影響が出るとのことですが，若い人達はこうい

う旧態依然とした体制には不満を持っていまし

た。急がぬ旅ゆえ，車窓から見えるのどかな田舎

の景色を十二分に堪能することができました。英

国土は広大な台地の広がるなだらかな地形で，正

に遊牧に適したところであるのがよくわかりま

す。

さて，シェフィー／レドは坂の多い静かな田舎町

です。シェフィーノレド大学図書館本館では，利用

者サービスのチーフである女性図書館員に館内を

丁寧に案内してもらった上，若い館長さん自らが

大学内の見晴らしのよい食堂で昼食を招待して下

さいました。ここの図書館の特徴は，地域の図書

館ネ ットワークにあります。公共図書館の歴史が

古いことで知られるだけあって，地域の大学，

Polytechnic （日本の高等専門学校のようなとこ

ろ〉公共，カレッジの図書館が共同で雑誌の総合

目録を編集し， COM（フイ ツシュ〉で提供して

います。この地域協力は，英国でも草分け的存在

のようでした。一方，大学はキャンパスがし、くつ

かに分かれ，図書館も分散しているため，単行書

の学内総合目録が同様に COM（フィ ッシュ〉で

作られていました。受入や貸出も BLCMP(Bir・ 

mingham Libraries Cooperative Mechanisation 

Project）の一貫でシステム化されています。パー

ミンガムのホストコンピュータを，いくつかの図

書館が共同使用しているそのプロジェクトには，

開発過程で各館から図書館員も派遣されて加わ

り，大変有益だったということです。そういった

共同事業を推進していく統率力の基礎には，古く

からの地域的な強いつながりがあったのだと思い

ます。

続いて訪れた医学・歯学図書館では，ちょうど

新館長が赴任直前ということでした。ここでは男

性図書館員が案内してくれました。小規模なが

ら，機能的にはよく整い，医学図書館には不可

欠の情報検索サービスも BLAISE-LINKや

DAT AST ARを使って MEDLINE等を検索し

ています。テレビとビデオ再生装置の置いてある

やや広めのAV1レームでは，これから充実させて

いくという A V資料・機器の今後の活用計画を熱

っぽく話してくれました。

ヨークにて

次の訪問地ヨークは，旧市街が壁で固まれた小

じんまりした町でした。どこを歩いても色とりど

りに咲く花が美しく，城下町を訪れたような落ち

着いた気分にさせてくれます。ここでは，世界的

に有名な資料保存・提供館， BLDSC(British 

Library Document Supply Centre）を見学致し

ました。ヨータ郊外の片岡舎にあるため，市内の

ホテfレまで迎えの車が来てくれます。飛ばすこと

約30分，広大な大自然の中にポツンと建っていま

す。案内は， 10年間日本に住んでいたという日本

語で元談まで通じる男性でした。ここに勤める

700名を越す職員の大部分は図書館員ではないそ

うです。 UrgentAction Service, ARTTel，こ

こで作成している雑誌や会議録のオンライン・デ

ータベースなど，我が国でもその活動はよく知ら

れていますが，現場を目の当たりにしたのは一つ

の感動でした。また，資料を保存，再生，変換す

るための最先端技術がここには揃っています。こ

の巨大な資料の蓄積を，圏内のパックア ップ図書

館との協力のもとに，全世界に開放して，その要

求に答えようとする姿勢には，英国の心意気のよ

うなものを感じました。ここでコピー件数の最も

多い分野は医学という話しでした。

医学図書館員である私のために，医学情報サー

ピスのセクションへも案内されて，英国の医学雑

誌の索引作業（MEDLINEデータベースの一部
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となる〉の実際や，情報検索サービスで行なって

いる独自のデータパース等，実演付で説明を受け

ました。プリティッシュ・ライブラリーは，最

近，内部が改組され，色々な分野で，英国図書館

界をリードする新しい成果が期待されています。

ここ BLDSCでも，技術的進展と平行した， 今後

のネットワーク作りのためのソフトウエアの開発

が進められていました。

医学図書館グループ年次大会

場所はさらに北上して，医学・保健・福祉図書

館グループの年次研究大会開催地，ニューカスlレ

です。夏期休暇中の大学寮が会場でした。大きな

集会室と食堂がいくつもあるりっぱな施設です。

ここでは，ロンヌンのセミナーで一緒だったナイ

ジエリアとガーナ（ただし彼は英国留学中〉の二

人の図書館員とも再会しました。金曜の夕食に始

まり日曜の夜解散する週末カンフアレンスでした

が，土曜日の午後には自由時聞があり，私は三人

の英国女性と一緒に，近くの海岸まで地下鉄で出

て，こちらへ来て初めて海を間近に見ました。こ

のあたりの海岸線は普からのリゾート地で，遺跡

にも事欠きません。

さて，カンフアレンスでの講演内容から，現在

英国医学図書館にとってニューテクノロジーの導

入が，いかに問題になっているかがわかります。

ロンドンで見学した LibraryTechnology Centre 

（プリティッシュ・ライブラリーの R&D課が援

助して1982年にできた組織〉では，図書館向の様

々なソフトウエアを実演し，その普及を計ってい

ました。ただし，そこでは米国製のソフトウエア

が大勢を占めていました。実際，英国では見学先

の図書館に見る限り，コンピュータを利用した統

合的システム化を目指して既製あるいは独自のシ

ステムを導入，開発過程にあり，目録に関しては

大部分がマイクロ・フイツシュで維持し， OPAC

への移行は端末を揃えるための予算次第という状

況でした。

さて，各種ニューテクノロジーの発展と図書

～い....，，，＿~》KULIC のノウハウ

館，図書館員との関りを述べた講演は色々ありま

したが，“Teachingold dogs new tricks: training 

librarians in the new technologies”という面白

い題の講義では，聴衆が集まりすぎて，教室を変

更した程でした。さらに， BLDSCの動きにも，

皆が注目していました。日曜日の夜には，もっと

身近なスピーチ，つまり病院図書館員が共同で開

発したマイクロコンピュータを使った図書館シス

テムの紹介があり，フロアーとの聞に熱心なやり

とりがありました。

参加者名簿を見ると，図書館員の所属する組織

や彼らの肩書から，英国の医学・医療情報サービ

ス体制の多様性を垣間見る思いがします。病院や

看護学校の図書館で働く人が多数参加していまし

た。一方で地域医療情報サービス機構に勤める

regional librarianや districtlibrarianとL、った

肩書の図書館員も多数見受けられました。英国は

独自の保健サービス体制をもち，その枠組みの中

で働く，そうした図書館員を雇っていますが，彼

らは，各地域の小規模な病院等の図書館の仕事を

援助する役目を担っています。大学医学部図書館

も例外ではなく，その体制に組み込まれ，補助金

を受ける代りに地域の医師，医療従事者に対して

もサービスを開放する義務があります。ただし，

彼らの受けられるサービスには，内部利用者と差

があるようでした。

カンフアレンスあけの月曜日に訪れたニューカ

スノレ大学医学 ・歯学図書館は， OCLCシステム

を採用していました。ここでも閲覧目録は COM

（フィッシュ）が主体で，貸出は OCLCサブシス

テムを使ってまもなく稼働予定ということでし

た。面白い試みと思ったのは，利用者が緊急に必

要となった本を購入できるように，図書館の一部

に本屋のための展示室が作つであることで，地方

都市の生活の知恵を感じました。

エジンパラにて

最後の訪問地はスコットランドのエジンパラで

す。さすがに夜の冷え込みは，マフラーと手袋が
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恋しくなる程でした。予約されていたホテルは，

町の中心をなすプリンセス通りに面し，ちょうど

私の部屋の窓からは目前にエジンパラ・カスノレが

眺められる，素晴しい場所にありました。この当

りまで北上すると，夜は10時頃まで明るく ，つい

つい夜更しをしてしまいます。

ここではスコットランド国立図書館とエジンパ

ラ大学医学図書館を訪問しました。医学図書館は

Erskine Medical LibraryとL、ぃ， 1980年に新し

い建物に移ったばかりで，伝統好きの英国にはめ

ずらしく，内部デザインが斬新なことに驚きまし

た。 2時間半にわたって，各セクションの責任者

が代わる代わる案内してくれました。その間，ス

タッフルームで英国人の大好きなお茶の時聞を一

緒に過ごし，談笑するうちに，我が医学情報セン

ターの同様の光景を，なつかしく想い出しまし

た。

さて， この図書館では GEACと呼ばれるカナ

ダ製のシステムを採用していました。単行書はオ

ンライン ・ターミナノレによって比較的新しい蔵書

は探せますが，端末台数が足りないので，一般に

は COM（フィッシュ〉とカード目録の併用でし

た。現在，本館と共同で雑誌のデータベースを完

成させて， チェック・インの機械化と OPACを

めざして進行中のプロジェクトがあるそうです。

貸出についても， GEACを使って今秋には新シ

ステムの稼動を望んでいる，という話しでした。

いよいよ最後の見学先となったスコットランド

国立図書館は，英国に 5つある納本図書館のうち

のひとつで，圏内出版物が必ず納められるため収

納場所が不足して苦労していると聞き，やっと同

じ悩みをもっ図書館に出会った気が致しました。

スコットランドの人々は，イングランドとは異な

る彼ら自身の歴史に非常に誇りを持っています

が，この国立図書館では，スコットランドに関する

資料は特によく収集されていました。外国出版物

は，英語で書かれた出版物を数名のピプリオグラ

ファーが選定しています。目録はここでも COM

（フイツシュ〉，新聞はマイクロ・フィ／レムに納め

られていました。国立図書館も歴史的な古い建物

でしたが，エジンパラは，まさに大自然に囲まれ

た歴史の息吹を感じさせる町でした。

おわりに

医学図書館をいくつか見学して気付いたこと

は，英国では小規模館が多いことです。エジンパ

ラ大学医学図書館は，スコットランドで有数の図

書館ですが，蔵書数，雑誌のタイトJレ数は我が医

学情報センターと比べてかなり少なく，私が持参

した図書館案内をみて，こんなに大きな医学図書

館は英国内にはない，と話してくれました。裏を

返せば，それだけに BLDSCの存在や，図書館ネ

ットワークの発達は，意義深いものだといえま

す。

一方，蔵書の配架方法をみると，どこの図書館

でも ReserveBook CollectionとGeneralBook 

Collectionに大別して貸出期間を変えてありまし

た。さらに，図書館独自の判断で，必要度に応じ

てより細かく蔵書を区別し，貸出条件を変えるこ

とも普通に見られました。こういった，利用者に

対するきめの細かい配慮には，感心すると同時

に，それを我が国の環境に合わせてとり入れるこ

とができる点もあるように思いました。

さらに，英国滞在中に様々な人々と知り合いま

したが，どの集まりでも女性図書館員が大勢を占

めていました。ニューカス／レのカンファレンスで

親しくなった一人の女性図書館員が，特に医学分

野ではそれが顕著であると教えてくれました。

英国の人々は，何をするにも容易に伝統を崩さ

ない頑固さをもっていますが，図書館の世界をみ

ると，新しい技術が積極的に導入されつつあり，

図書館は高度情報化社会に対応しうる機能を備え

た組織へと着実に動いています。

一方，常に新しいもの，便利なものを求めて止

まない技術大国に帰ってきて今思うことは，私達

図書館員のできること，すべきことは何かを，置

かれた環境のなかで再考したいということです。

図書館が，情報化社会の中にあって孤立しないた
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めにも，決して静的システムであってはならない

という思いを新たにしました。

最後に，この貴重な機会を私に与えて下さった

プリティッシュ・カウンシIレ，研究教育情報セン

タ一本部事務室，（財）国際医学情報センター，医

学情報センターの関係各位に紙面を借りて深く感

謝致します。また，英国各地のプリティッシュ・

カウンシノレには，見学先の予約を始め，大変親切

にしていただきましたことに，心より謝意を表し

たいと思いますc

シカゴ大学図書館における研修報告

贋田とし子

〈三国情報センター資料課〉

1985年8月から約 1年間，

研修生として渡米する機会が

与えられた。 1986年6月まで

の11ヶ月聞はシカゴ大学図書

館で研修を受け，最後の 1ヶ

月聞は全米各地の図書館を見

学して回った。ここでは，シカゴ大学図書館にお

ける研修について報告しようと思う。

J. シカゴ大学について

アメリカ合衆国第3の都市，シカゴは玉大湖の

1つであるミシガン湖の南端近くに接する，古く

からプレーリーで収穫される小麦・とうもろこし

などの集散地として栄えてきた中西部を代表する

都市である。シカゴ大学はシカゴのダウンタウン

から10＂＂イノレ程南下したところに位置するハイド

ノξークという街の中にある。かつては高級住宅街

だったハイドパークも現在ではすっかり黒人街に

包囲されてしまい， 1970年代黒人街の浸食を憂慮

した大学当局による土地の買取り政策によって，

かろうじてシカゴ大学の大学街として存続してい

る。

ザ~～－·－KULIC のノウハウ

シカゴ大学は全米でも有数の私立総合大学であ

る。 1892年にJohnR民 kfellerによ って創設され，

ゴシック建築の美しいキャンパスを持つ。カレッ

ジ，大学院4学部，プロフェツショナノレ・スクー

ノレ（大学院レベル） 6校から成る大学院大学であ

る。学生総数約8，（別人のうち約5，（別人が大学院

レベルの学生であり，従って学生の平均年齢は高

く大学全体の雰意気も落ち着いている。

2. シカゴ大学図書館について

シカゴ大学には人文社会科学分野の研究図書館

であるジョセフ・レーゲンシュタイン図書館をは

じめとしてカレッジレベルの学習図書館であるハ

ーパー図書館，医学・科学技術分野のジョン・ク

レラー図書館，法律図書館等，全部で8つの図書

館があり，レーゲンシュタイン図書館の中に設置

された本部のもとに統括運営されている。蔵書数

約480万冊，雑誌96,000タイトル，図書予算

2, 725, C削ド／レ（約4億4，（削万円〉スタッフ322

名（プロフェツショナJレ・ライブラリアン75名〉

蔵書規模から見ると全米第12位の図書館である。

学生と研究者あわせて10，（削人足らずの利用者に

これだけの規模の蔵書，スタッフが用意され，か

つ全く図書館が闘ってしまう日は 1年のうちでも

数日しかないという研究者にとって実に恵まれた

体制でサーピスに臨んでいる。また，シカゴ大学

図書館には自館の業務機械化のために独自で開発

したLDMS (Library Data Management System) 

というシステムがある。現在，館内には72台の端

末機が設置され，受入・目録業務，遺書業務，貸

出業務，レフアレンス業務，パブリック目録用

〈カード体目録と併用〉に使われている。アメリ

カには OCLC,RLINなどの大規模な図書館機械

化ネットワークがあるが，シカゴ大学はいずれの

ネットワークにも参加しておらず，独自路線を歩

んでいる。（尤も相互貸借のための OCLC利用や

後で述べる極東図書館の RLIN-CJKプロジェク

ト参加など部分的な参加はしている〉
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3. 研修について

研修は 3つのプログラムに分けられており，月

曜日から金曜日まで遇37.5時間（これは専任のプ

ロフェ ッショ ナル ・ライブラリアンの勤務時聞に

相当する）の研修時間のうち 5時聞がライブラリ

ー ・スクールの授業聴講， 10時聞がレーゲンシュ

タイ ン図書館での実習にあてられ，残りの時間は

極東図書館でスタッ フとして業務に就いた。

a.極東図書館における業務

極東図書館はレーゲンシュタイン図書館の 5階

にある東アジア地域研究のためのセクションで中

国語・日本語 ・韓国語など，現地語で書かれた資

料を中心に収集している。単行書約418,000冊，

継続受入雑誌約3，（削タイトノレのコレクショ ンを

所蔵し，レーゲンシュタイ ン図書館の中にありな

がらそのシステムとは全く独立したサービス機能

を持っている。スタッフも専任15名のうち，中国

人8名，日本人4名，韓国人 1名，アメリカ人2

名というまるでアメ リカとは思えない陣容であっ

た。研修中，ここで過ごした時聞が最も長く，ま

た事実上私の受入先となったのもこの極東図書館

だった。

ここでの私の主業務は日本語図書目録の記述作

成であった。RLIN-CJKの端末機で目録情報を

検索し，ヒ ットしない時は独自で作成する。私の

作成した記述に日本担当のアメリカ人カタロガー

が分類番号を付与し，ヘッドが点検した後また別

の担当者が清書してカード目録を作成すると同時

にデータベースにレコードを入力する。極東図書

館は中国語 ・日本語 ・緯国語図書の現地語による

MARCデータベース構築の試みである RLIN-

CJKプロジェクトに参加しており， 目録業務は

機械化される方向にある。しかし，まだ目録デー

タ入力は全体の作業量の50%程度でカード体目録

も維持しているため，かなり作業が重複し機械化

の思恵を受けるまでには至っていない犠子であっ

た。

目録業務の他にも様々なスペシヤ／レ ・プロジェ

クトにかかわり， 中西部大学アジア図書館におけ

る主要高額図書受入速報やレーゲンシュタイン図

書館及び極東図書館の利用案内日本語版，極東図

書館学術雑誌目録などを作成した。

b. レーゲンシュタイン図書館における実習

レアアレンス ・セクション及び経済学 ・経営学

担当のセクションで週10時間， 3ヶ月ずつ実習し

た。購入資料の重複調査，雑誌の欠号調査，利用

統計のまとめなど，仕事自体は学生アシスタント

に毛のはえた程度のもので大してむずかしくも目

新しくもなかったが（図書館の基本的業務はどこ

でも同じようなものだ）仕事の合い聞にスタ ッフ

の人たちとする雑談はアメリカのライブラリアン

気質を学ぶ良い機会となった。

c.ライブラリー ・スクーノレの授業聴講

1学期に 1コースの割で年に 3コースの授業を

聴講した。 FinancialManagement for Libraries, 

Collection Management, Law Librariesの3コ

ースである。 1コース 12週のうち 1週は中間試

験， 1週は期末試験，正味10週間だからものすご

いペースで授業は進んでし、く。毎週配布される

Reading List，レポート，宿題，常に追いまくら

れているような気分だった。しかし，その中で印

象に残っているのは学生が非常に積極的で実務を

知っているということであった。ライプラリー ・

スクールに入学するのには学士号が必要だが，日

本の大学院とは違いプロフェ ツショ ナノレ ・スクー

ノレという位置付けで（専門職育成のためのスクー

ノレで他には法律家養成のためのロー ・スクーJレ，

医者養成のためのメデ、イカル ・スクー／レ等があ

る）卒業生はまず例外なく図書館もしくは情報サ

ービス関係の職業に就く。また逆に，既に図書館

に務めているがライブラリー ・スクーノレを出ると

待遇がよくなるからという理由で，働きながら通

っている学生も多い。従って学生にとって授業は

実務に密着したものなのである。誰かが問題提起

すると各自が職場の状況を披露し始めるという場

面にも，しばしば出くわした。

d.その 他

研修の中で特にノノレマは課せられなかったので
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以上の3プログラムの他にも自分でアレンジすれ

ば， IFLA,ALAの大会や， ASIS,SLAなど各

図書館協会が主催する研究部会など，外のプログ

ラムに参加することができた。また闘を見つけて

は，ノースウエスタン大学，イリノイ大学，シカ

ゴ公共図書館，ニューペリー図書館等，シカゴ近

辺の図書館見学にも出かけた。

4. 感 想

1つの図書館にスタ ッフとして在籍し，働きな

がら 1年間研修するというプログラムは随分久し

いと聞いている。

1年もの間，全く別の図書館で働くということ

は何らかの点で必ず勉強になることは間違いな

い。それがアメリカのしかもトップ10に数えられ

る大学の図書館であれば尚さらである。しかも研

同 － － 両 目 同 ， －KULICのノウハウ

修生というのはある意味ではお客様だから，かな

り時間の自由もあり，積極的に外部のプログラム

にも参加できる。また留学とは違って図書館の実

務の中にも入っていける。しかし一方，このプロ

グラムはあくまでも極東図書館での業務を軸にし

た研修であり，極東図書館というところは本館の

システムからはずれた非常に特殊な立場にある。

アメリカの図書館について学ぶなら，やはり本館

システムの中で研修することが望ましい。 だが，

言葉のハンディもあり，アメリカ人のプロフェツ

ショナル・ライブラリアンと対等にやっていくの

はかなりむずかしい。

今後，このプログラムを続けるにあたって研修

側は「何をしたいのか」受入れ側は「何をさせた

いのか」，相方の当事者の聞で事前に充分話し合

ってほしいと恩う。

小 展 示 ニ ュース

昭和60年

12月6日～昭和61年 1月30日（新聞閲覧＝一

ナー棚展示〉

カナダ政府刊行物とカナダ関係図書

昭和61年

3月11日～ 4月30日

江戸時代の名所遊覧絵図

5月1日～ 5月24日

小泉信三先生没後二十周年記念小展示
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5月27日～ 8月27日

George S. Bonn明治錦絵コレクション小

展示

9月3日～9月30日

浮世絵一刷次の違いによる変りょう小展示

10月4日～10月11日

アーサー王伝説小展示

10月13日～

太田道治．と江戸城一没後500年一



－、，肉、l

特別研修を終了して

酒井明夫

（医学情報センター
資料サーピス担当係主任

昭和57年4月，情報センタ一本部より委託研究

生として本塾職員を対象とした図書館・情報学研

修課程（大学院修士課程〉に参加する機会を与え

られ，本年3月をもってその課程をどうにか無事

終了した。

課程における単位取得はさておき，いちばんの

心の重荷はやはり論文の提出であった。在籍1年

めは三回情報センター資料課勤務であり，当時は

新館がオープンし，また卒論で図書館建築をとり

あげた経緯からその方面のテーマを選ぼうと考え

ていたが， 2年めの 6月に医学情報センター資料

サービス担当に異動になり，テーマもいつしか医

学関係へと変更になった。医学関連のテーマを選

ぶことによって自分が担当してまだ日の浅い業務

への理解が深まるであろうし，授業の間，多少な

りともスタッフにかかるであろう負担を考えれ

ば，その成果を少しでも現場に環元すべきではな

いかという思いがその背景にあった。

さてそのテーマであるが，「基礎医学研究者と

臨床医の医学雑誌利用の比較」に落ち着いたもの

の，気がつけば3年めも終了し，委託最終期限の

4年めに入っていた。振り返れば「論文の準備に

早すぎるということはありません。」という指導

教授の言葉はまこと真実であった。

医学において雑誌が重要な情報源であることは

言うまでもないが，医学情報センターにおいても

雑誌は受入・収集・管理ならびに予算の面で，他

の資料に比べて大きな位置を占めている。医学の

専門分化，学際的傾向が強まるなかで，そうした

雑誌が慶感の医師によってどう利用されているの

か，そしてセンターはどう位置づけされ，また何

をサービスすべきなのか。このことを論文を進め

ていくうえの大きな前提とし，そのため利用の実

態を把握する一方法としてアンケート調査を実施

し，結果を基礎・臨床に大きく分けて分析するこ

とになった。アンケートはE貨店巨大学医学部の基

礎・臨床教室に所属する専任教員485名に配布，

お8名から有効回答を得ることができた。その結

果，（1）雑誌の利用度は基礎医学研究者，臨床医と

も非常に高い。（2）雑誌を利用する目的は両者とも

「最新情報の維持」が 1位である。（3）雑誌への依

存度は総じて基礎医学研究者の方が高い。（4）基

礎・臨床とも外国雑誌をよく利用する。基礎医学

研究者の圏内雑誌の利用は最新のものが中心であ

る。（5）基礎教室の上位誌に総合科学誌があがる傾

向は過去の調査と変わらないが，癌や遺伝子研究

の雑誌もよく利用されている。一方臨床教室でも

癌の雑誌が上位にランクされ，以前に比べて神経

科学の雑誌も増えている。（6）基礎では特定の雑誌

が多くの教室で読まれているのに対し，臨床では

専門誌が個々の教室で集中的に読まれている。（7)

基礎でよく利用される外国雑誌を JournalCita-

tion Reportsのインパクト・ファクターの順位で

みるとほとんどが 500位以内であるが，臨床の場

合は基礎と共通であげられた上位誌を除き，その

順位は様々である，といったことが明らかになっ

た。

アンケートで得られたこうした結果はあくまで

も利用のー側面をとらえたにすぎない。利用動向

を総合的にとらえるには図書館や各教室における

利用記録の分析，引用分析， userstudyなどの多

面的なアプローチが必要になろう。

ところで今回の調査では副産物として情報セン

ターに対する意見・要望が多数寄せられた。調査

結果と合せて資料収集の充実と，今後の図書館サ

ーピスの展開に役立てていきたいと思っている。

最後になりましたが今回の特別研修の機会を与

えていただいた本部をはじめ，図書館・情報学科

ならびに医学部の先生方，そして研修中ご理解・

ご協力をいただいた情報センターの皆様に感謝の

意を表します。
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特別研修を柊了して

加藤好郎

（三国情報センター閲覧線係主任〉

『学問のすすめ』の中に次の様な件りがある。

“そこで今は，そんな暇つぶしの学聞は棚上げし

てまず勉強しなければならぬのは，万人に共通の

日常生活に密接な実学である。...・ H ・－－わが身近な

所に自然の法則を発見してそれを現実生活に活用

することこそ，最も肝要である”私が，図書館・

情報学科の修士課程の委託研究生になる事が決定

した時，この件りを思い出した。私は，学部時代

から図書館学は実学以外の何ものでもないと思っ

てきた。実際に図書館で仕事をする様になってそ

の気持は更に強くなり，仕事をしながらの学問と

なれば，図書館学を現実生活に活用することこそ

最も肝要なことであるとし，使命であると考え

た。

私が大学院で一番最初に驚かされたのは課目名

であった。固に私が取得した課目名の一部をあげ

ると，「情報学特殊講義」「情報メディア特殊講義」

「情報検索特殊講義J「情報システム特殊講義」等，

特殊のオンパレードである。知らない人が聞けば

特殊な情報を特殊な人が特殊な方法で分析してい

ると思うのではなかろうか。又，図書館学がどこ

にも見あたらないのも特殊だなと思えた。授業方

容は，特殊でなくごく平凡なものであった。

私が授業を受ザる様になった58年4月は，新図

書館がオープンして 1年たち閲覧課の新体制がど

うにか確立された時期であり，まだまだ多くの事

柄を決定しなければならず，又，パブリック ・サ

ーピスの仕事は利用者へ直接サーピスを行うので

自分のスケジューノレをコントロールしにくい為に

授業を休まなければならない事もあった。

1年目は課目をかなり履修したので授業の準備

が大変であった。日曜日に予習の為に近くの公共

図書館へ出掛けていった事もあった。 2年目は，

1年目よりも授業数が減り楽になった。しかし，

そろそろ修論の事を考えると頭の一部が浮くなっ

た。 2年目の後期にこれはと思えるあるモデ／レに

遭遇しそれを基本として修論を書こうと決めてみ

た。しかしながら具体的には，なんにも進まず，

3年目を迎えた時は，修論の事を考えると頭の一

部が痛くなってきた。 3年目の60年は，閲覧業務

の機械化が愈々具体的になってきており年度内に

実施する事が決定された。その準備として画面設

計の為のミーティング，端末を使つてのシュミレ

ーション，機械後のマニュアノレ作成， Book-ID貼

付の事故処理等，閲覧課は一致団結して機械化の

準備に取り組んでいた。忙しい時こそかえってで

きると訳のわからぬ事を考え3年目に修論を書こ

うと決心した。その時期，機横化の事と修論の事

を考えると頭全体が痛くなる様になった。今考え

ると 3年目の夏休みが修論を書き上げられるかど

うかの分岐点であった。 11月の三田祭後，ついに

機械化が実現しひと安心。その前後修論はピタリ

とスト ップ。修論の事を考えると頭がしびれる様

になった。 61年1月末までに提出なので，暮れか

ら正月にかけて最後の追い込みをかけるが思う様

にはすすまない。結局，休みが明け学期末試験に

突入し，閲覧課は一年で一番忙しい時期を迎え

る。 1月27日清書完成。 2月26日合格決定。

非常に忙しい仕事の中でややもすれば，仕事に

没頭してしまいルーティン・ワークをこなすこと

で精一杯になってしまうことがある。日進月歩の

学術情報である。業務の中に改善，改革をもち込

む為には自らが情報を取り入れる事が必要とな

る。大学院はその意味ではインパタトがあった。

又，研究者の立場で図書館を見る事ができるのも

メリ ットと思われる。大学院を修了してからの自

由研究こそが，実学としての図書館学そして図書

館業務の改善につながると考えている。
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専門分野のコア・ドキュメント

斎藤泰則

（三回情報センター整理課〉

研究者によってよく利用される文献を把握する

ことは，図書館サービスにと って重要な関心事で

ある。文献量の増加が著しい今日においては尚更

である。

特定の専門分野にはコア・ジャーナノレ（core

journal）やキー・ペーパー（keypaper）と呼ば

れるコア・ドキュメント（coredocument）が存

在するとされている。これらの文献は専門分野の

研究を進める上で，研究者によってよく参照さ

れ，利用されるものである。

この研究者による文献利用の 1つに，引用があ

る。これまで，この引用の分析を通してコア・ド

キュメントを把握する方法が幾っか提案されてい

る。雑誌については EGarfieldの impactfactor 

とし、う指標を用いた方法があげられる（“Citation

analysis as a tool in journal evaluation.” Sci-

ence, v.178, p. 471-479, 1972）。文献のレベルに

ついては H.Smallの共引用（“Co-citationin the 

scientific papers.” JASIS, v. 24, p. 265-269, 

1973）や M.M. Kesslerの書誌結合（“Bibliogra-

phic coupling between scientific papers.” 

American Documentation, v.14, p.10-25, 1963) 

がある。

Smallの共引用は 1つの文献の中で引用されて

いる 2文献に着目したものである。 2文献を一緒

に引用している文献数が多ければ多いほど， 2文

献の主題上の関係はより密接なものと考えられ

る。このような方法と考え方に基づいて，専門分

野の多数の文献の中からよく参照され，かっ相互

に密接な関係をもった文献を選び出すことができ

る。

ところで，最近人工知能や認知科学の分野では，

専門分野の専門知識を分析し，研究者の問題解決

に役立つようなエキスパート・システムの構築が

進められている。大学図書館のサービス対象が学

生と共に専門分野の研究者である以上，このよう

な専門知識の研究に関心を払はざるをえない。

専門知識の研究は図書館サービスの領域におい

ても可能である。専門分野で生産された多数の文

献の中から選び出されたコア・ドキュメントは，

その分野の研究者が利用している専門知識を含ん

でいると考えられる。そこで引用を通してコア・

ドキュメントから実際に利用されている内容を調

査することにより，専門知識を把握する方法が考

えられる。

コア・ドキュメントは大抵は複数の文献からな

る。そしてこの複数の文献は互いに何らかの主題

上の関係をもっているのが普通である。 Smallの

研究ではコア・ドキュメント聞の主題内容の相互

関係として次の 5つのカテゴリーが示されている

（“The synthesis of specialty narratives from 

co-citation clusters.” JASIS, v. 37, p. 97-110, 

1986）。

第1は並列的な関係である。第2は類似あるい

は相似の関係である。第3は比較対象の関係であ

る。第4は一方が他方の特徴・特性を表わす関係

である。第5は原因と結果の関係である。以上の

関係カテゴリーを用いて主題内容の聞をネ ットワ

ークの形で結びつけていくことによって，専門知

識を構造化して把えようとしている。この方法は

人工知能や認知科学で用いられている意味ネ ット

ワーク（semanticnetwork）や R.Schankの概念

依存構造のやり方と似ている。

こうしたコア・ドキュメントに関する一連の調

査を通して，人工知能や認知科学の分野とは異な

った方法で専門知識を分析することができると同

時に，専門分野の特質や方法論上の特徴の一端を

明らかにすることができるかもしれない。

コア・ドキュメントの研究は研究者に対するよ

り特定化したサービスを提供するための一助とな

ろう。
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開

~ を説いてへイの強立を唱え，へイ械に住んで独立を》

宣言，自ら国王に就いたという。 6 
~ へイ・オン・ワイの古本屋 しかし，こうh たことも普の話で，織は焼け落 2
戸 一本を量 り売りする店のことなどー ち，店も次々と入手に渡って，いまでは主な店舗は τ
0 「ザ・リミテツド」を残すだけとなった。 目。 田村俊作 その「ザ・リミテッドJは町の中心部にあって，〉
凶

〈 さすがに大きい。内部は床も本棚も皆黒ずんだ木 0

巴 古本屋の町として知られるウェ－，レズのへイ・オ で，古びた印象を与えている。蹴蹴一階，学術 g
主 ン・ワイを紡れてみた。以前から一度は行ってみた 奮は二階にあり，探していた本が見つかったのは う 3
0 いと思っていたのだが，何せ留学先のシェフィール れしかった。 開

2ドから 3()()km以上離れた土地のことでもあり，恩 さて，「ザ・リミテツド」と並ぶのは， レオン－ 完
Zい切って出かける気になかなかなれないでいた。こ モレリーの「シネマ」書店である。ブースが昔の映。

トの8月に偶々カーディフに用事ができたのを良い口 函館を改装して開いた古本屋を買い取ったもので， j己

主実に，寄り道をするこ比したのだった。 モレリーは他にも老舗の古書店「フランシス・エド 3
0 シェフィールドから高速道路に乗り，「スパデッ ワーズ」を始め数軒の古本屋を買収し，またリチヤ開

2ティ・ジヤンフション」と呼ばれる迷路のよ うなパ ード王の「退位Jを迫るなど，ブースのライパノレと見

Zーミ ンガムの高速道路網を拙して下に降りた他は， して轄を拡大しているらしい。 g 
ドウェー／レズとの国境付近までそのまま走った。高速 「シネマ」は町の中心から少しはずれたところに窓

会道路はウエールズの手前で消え，それもへイに通じ あり，正面に人の背丈の倍程はある本のピラミ ツド 3
8る道に左折して入った後は， 恵がやっとすれ違える （本を積み上げて，それに透明の硬いをかけたもの〉同

凶程度の細い道が牧場の中をうねうねと続く。小集落 を置いているので，すぐにそれとわかる。外壁の－ ~ 

2をいくつか過ぎて20～30分走った頃，やや大きな町 郷にも本が使われており，私凶悪趣味としか思え g
tに出たと思ったら，それがへイの町だった。 シェフ ないのだが，確かに人目は惹くだろう。内部は二層豆

に分かれ，人がすれ違えない程びっしりと並べられ二

た本棚には本が隙間なく並んでいる。 立
千人余りの町なのに，「ザ・リミテッド」 と「シ ::0

ネマ」以外にも，へイには小さな古本屋が10軒以上 8
ある。児童書専門店や美術書と版画の店等々，それ ζ

沼 ィ－，レドからは車で4時間足らず，プレコン・ピー

g コン国立公園の中にある小さな美しい町である。

。，
ぞれが特色を出しているのだが，中でも驚いたのは吋

肖 好天で，夏休み中のためか，限につくのは旅行客，

臼 ないしハイカーである。丁度市の日で，械の前の広

t場には市がたち，近在から来たらしい客が集まって

漂いた。町で見かけるのはほとんどがこういった人々

8で，古本を目当てに来ているのは少ないような印象

包だった。もっとも短ズボンにハイカー・シユース

ω リュ ックを背負って，どこから見てもハイカーとし

ドか思えない人が，古本屋の店先で本会リュックに詰

本を量り売りしている店だった。レジ仰を置いて E
目方で値段を決めている。私が買った本も，正確な！？

値段は覚えていないが，見返しに2ポンドいくらと 。

あった（どこかの古本屋からでも流れて来たのだろ忌．， ーー， . ，ー， ,___  - - F 戸 －〆 J ，』、』－－

きめ込んだりしているのだから，私の観察もあてには うか〉のが，結局40ペンスだった。リチヤード・プ吋

。ならない。 ースがかつて屑本を糊に売りに出したと聞いた z
当 最初に行ったのは，リチヤード・ブースの古本屋 が，これもその伝なのだろうか。 ~ 
ω「ザ・リミテッド」だった。 私が持って行った1982年のへイの古本屋地図とは O
~· リチヤード・ブースとその古本屋のことは，わが 今ではずい分様子が変ってしまっている。こんな小亡

事国でも何度か紹介されている。 1961年にへイに開い さな町でも古本屋の世界の変化は激しいのだろう吋

5た小さな店乞彼は遂には4つの店舗と臓量百万 か。本のピラミツドといい，量り売りといい，少々 p
g冊を持つ，ギネス公認の「世界一の古本屋」にまで 毒気を抜かれた思いで町を後にした。 ~ 
凶育て上げた。彼の「奇行」も有名で，中央集権の幣 （文学部助教授〉 ゐ
を喝
* TEAROOM• TEAROOM• TEAROOM• ＇日AROOM•TEAROOM•TEAROOM•TE き
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IFLA東京大会雑感

原田いづみ

（日吉情報センター
パブリック・サーピス

第52回国際図書館連盟東京大会は，‘21世紀への

図書館’をメインテーマに， 8月24日から29日ま

で開催された。

同時開催のホテルニューオータニでの展示会

は，出版社と並んで情報関連機器会社がずらりと

顔をそろえた，情報産業の見本市である。磁気方

式と電波方式のブックデ、ィテタションシステムを

実際に見比べることもできた。また，ただの新着

雑誌の書棚にみえたものが，微妙に工夫がこらさ

れていたり，逆に実際に使用して不便を感じてい

るシステムも，美々しく，スマートに紹介されて

いたり，虚実様々なのも興味深い。情報総合展示

会の名称どおり，和紙から機械検索まで一堂に会

する様は，今後図書館の対応していかねばならな

い多種多様な側面を垣間みせてくれた。この展示

会は，新聞・ TVでも紹介され，広く一般からも

注目を集めたようだ。

さて，主会場青山学院へすすもう。

各テーマ毎に教室に分かれて発表がされる。聴

衆は世界各国の図書館関係者，様々な背景を持つ

人々である。発表の内容は問題提起が多く，一般

的なレベルでデ、イスカッションしやすくまとめら

れている。私が出席した中で印象に残っているの

は《図書館学校分科会I》である。「21世紀に向け

ての図書館員養成：教育への挑戦」をテーマに 2

つの発表があった。

初めの発表はオーストラリアの方で，開発途上

国から先進国へ留学する意義と問題点を述べたも

のである。問題が比較的身近で，しかもそれぞれ

のレベルで捉えることのできるものだったため，

その後に活発に意見の交換がされた。英米の大学

の方は，留学生は自国の問題に関連する勉強をす

べきであり，受け入れ側として，そのためのカリ

キュラムを用意したい，文，教師の留学の必要性

を補足した。ドイツの方は，留学が失業や昇進の

連れにつながる恐れがある状況をのべた上で，先

進国から開発途上国に留学生を送ることの意義を

主張。うんうんとうなづきながら聞いていた，自

身も留学経験をもっベネズエラの婦人も続いて立

ちあがり，理想、論が現実のカリキュラム，職場に

おいていかに難かしいものであるかを語った。キ

ューパの女性は，ユネスコ主催の教師のためのプ

ログラムに第三世界から15ヶ国の参加があり，大

変貴重な体験だったと語った。適切な英単語がで

てこないでつっかえると，すかさず助け舟がで

る。

活発な，高揚した雰囲気の中で，次の発表者が

席についた。「21世紀に何が起こるか，誰もわか

りません」と楽し気に言うなり，「ケ・セラ・セ

ラ」の一節を歌いはじめた。聴衆も声をあわせて

合唱したのである。時間の関係で質疑は省略され

たが，聴衆の気持ちが一つにまとまったのを感じ

た。黙ってすわっているだけでない，“参加意識け

があった。

この時間，地方都市の公共図書館の方と隣あわ

せになった。あらゆる面が異なる図書館である。

わずかな時間話しただけだが，問題意識，興味の

方向が随分違うことを感じた。自分がそれしか知

らない世界を，いつのまにか当然と，思ってしまっ

ていたのだ。もっといろいろな人と話をしたかっ

たと思う。どんな人が参加しているのか，どんな

図書館に勤めてどんな問題を抱えているのか…。

また，私にとって初めての国際大会だったが，

2日間参加して帰る間際にやっと話した英語が，

六本木までの道案内だった。なんとか伝え，ほっ

として別れた後，自分も何かに加担したという単

純な喜びと，これだけでは情ないなあという気持

ちとで複雑な思いをした。会場のそこここで，生

き生きとコミュニケーションをかわす若い人達の

姿が思い出された。

東京大会のメインテーマについて， 21世紀への

一却ー
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図書館員は，抽象的にいうならば，旺盛な好奇

心，積極性， 1つの職場に慣れ切ってしまわず

に，外側から見ることを忘れないことだと，反省

をまじえて考えた。しかし，これは， 21世紀に限

らず，また図書館員に限らず，人間としての永遠

のテーマかもしれなし、。

IFLA東京大会の印象

関口素子

〈三国情報センター資料課〉

昭和61年8月24日～29日にかけて開催された第

52回 IFLA東京大会に於いて，幸運にも 二つの

分科会に参加する機会が与えられた。図書館員と

なってから三年と経たないうちに，“世界の図書

館人がやってくる”といわれる IFLA大会が東京

で開かれ，しかも自分が参加出来るとは，まさに

千載一遇。逃してなるものか。

勿論のこと，国際会議と名の付くものも始めて

の経験で，服装は何が相応しいかと，前日は鏡の

前で時間を費した。一般的に国際会議というのは

人的交流を目指したお祭り色が濃く，さほど学術

的で堅苦しいものではない，と聞いてはいたが，

頭の片隅では国連本会議場を想像していた。

翌日，青山学院大学の分科会会場に入った途

端，私の妄想は簡単に崩れ去った。ザッと眺め回

して海外からの参加者は二割程度であるが，装い

は皆思い思いで，おしゃれをしているのは若干の

日本人であった。良かった，地味にしてきて…。

さて分科会であるが，「図書館理論及び研究I」

と「逐次刊行物I」の二つに参加した。いずれも

発表者が日本人なのが残念に恩われたが，情報社

会の中での今後の図書館の行方，といった内容に

興味を感じ選択した。ここで発表の要約をするつ

もりはないが，どれも日本に於ける現状，或いは

展望であり，既に課題としてあちこちで採り上げ

られている事項が多かったせいか，特に目新しい

》.................w .........................、～－－・IFLAレポート

印象は受けなかった。更に日本民族の持つ消極性

も手伝って，質疑応答の際に海外からの参加者の

発言の方が圧倒的に多かったのには，自分も含め

て情けなかった。日本人の国際会議での態度を皮

肉って， 3Sと描写する。 silence,smile, sleepの

頭文字で 3Sだそうだが， そのうちの silenceに

関しては実証を得た思いである。

開催地は日本，しかも発表者は日本人で，穂集

も日本人の方が断然多いにも関わらず，発表が英

語でなされたのは，国際会議では通常なのかも知

れないが，私にとってはちょっとした驚きであっ

た。しかしその事実は私の認識を変えれば済む事

であるから問題はない。実際，手元のメモを見る

程度で手振りも加え自分の英語を使いこなしてい

た発表者もおり，この人に対する拍手は一段と大

きかったし，私も非常に感心した。ところが，私

の聴いた限りの他の発表者は，参加者に配布され

るペーパーの英語版を読み上げているだけなので

ある。これでは感情を移入することも，チャール

ズ皇太子以来流行のユーモアを折り込むことも望

めず，無味乾燥な発表となってしまう。棒読みを

聞いているだけなら，自分でペーパーを読む方が

まだましかも知れない。これでは，ペーパー執筆

者，即ち意見の持ち主を目の前にしているメリッ

トが半減するというものである。

それならば，と言って発表を全て日本語にして

しまっては，質の高い通訳が必要とされる等の問

題が出るのは確かであるから，英語で行うのは結

構である。但しそれならば，発表者としての資格

を与える際，充分に英語力をも加味するべきだと

提案したい。

次も又日本人への批判ともなり兼ねないが，司

会役であった二人のアメリカ人女性の臨機応変な

態度，当意即妙な発言には敬服させられた。発表

者への賛辞や質問を喚起する言葉を実にうまく折

り混ぜ，スムースに事を運ばせていくのである。

これも個人の資質に加え，国民性に依る所が大き

いと思われるだけに，是非共ネイティプスピーカ

ーによる英語の発表も聴いてみたかったと残念で

no 
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ならない。

この大会に対する私の期待が大きかった為か，

折角貴重な機会を与えられたというのに，随分と

批判めいてしまい申し訳けない。 しかし， IFLA

大会とは何か，が自分なりに理解できたのは収穫

であった。但しこれは日本でのはなし。他国での

IFLA大会は又どの様なものであろうか。

和装本その他の移動

研究者の書斎というのは，多分，書籍が乱雑

に置かれているのが通り相場である。しかし，

彼らには彼らなりの布石がなされている。従っ

て，他人がこれに加工を施すと忽ちのうちに混

乱する。このことは彼らが利用する図書館でも

同じである。特に，塾の図書館のように蔵書の

大半に自由に接架できる所では，研究者は自分

のめざす図書はその架蔵されている場所によっ

て記憶している。故に，彼らは図書の配架場所

を絶対に動かして欲しくないと，思っている。な

ぜなら，望む図書を探せずに忽ちのうちに混乱

するから。

しかし，殆どすべての学閉鎖域の図書を大学

が存続する限札収集，保存を義務ずけられて

いる大学図書館では書庫移動は肉体を酷使する

宿命的な，不可避の業務である。

合6 ＊ 本

新館B4Fの集密書架に架蔵されていた和装

本1817棚を夏期休暇中に旧館第一書庫，第二書

庫のBlFに書庫移動をおこなった。この和装

本は昭和57年の新館開館と同時に旧館屋根裏に

架蔵されていたものを新館に移動し，今回再び

準貴重書および文学部国文学科和装本（準貴重

書）と共に旧館に移動した。その経緯は以下に

述べる通りである。

まず旧館から新館B4Fへの移動であるが，

旧館屋根裏は温度，湿度，塵挨，利用の使等の

点から和装本の保存管理には適当な書庫とは言

い難かった。そこで，空調の完備した新館に移

動した方がよいという決定がなされ，開館と期

をーにしてB4Fに移架された。しかし，実際

に運用して見ると，いくつかの不都合が生じた。

一つは，和装本の保存管理に欠かせない矯蒸

が新館B4Fでは不可能であること。第二は，

新館B4F, B5Fは保存書庫ということで，

利用に一定の制限を設けているが，建物の構造

上，紛失を完全には防止できないこと。第三に，

自由に接架できる文学部国文学科の和装本に別

置が望ましい準貴があること。

これらの弱点を克服するための方途として，

必ずしも完壁ではないが，旧館第一番庫，第二

書庫のBlF移動しかないという結論になった。

しかし，旧館第二書庫には既に図書が架蔵され

ており，これの移動から行わなければならなか

った。

一方，旧館第三書庫 2Fの経済学部，商学部

の洋書，新館B3Fの教育学専攻図書の書架に

余裕がないため，空をつくらなければならない。

また，法学部法律学科の図書が新館B3Fにあ

るのは，利用の点から和装本のあった新館B4

Fが適当と判断された。

以上の理由から総計11,689棚の書架移動が盛

夏のさなかに行われた。しばらく利用者にご不

便をおかけするが，ご理解いただきたい。また

移動にあたって直接ご迷惑をおかけした開場先

生をはじめ，各学部図書委員の先生にこの場を

お借りしてお詫びとお礼を申しあげます。
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頭に叩き込んでおいてほしい。

図書館で，おしゃべりをしている時，待ち合わせ

をしている時，ノートをコピーしている時，君遣は

やくざな人間だ。注意されたら，黙って引き下がら

なくてはいけない。

「サークJレで集まる場所がない」「待ち合わせに都

合がよい」という君遠の気持ちもわかる。しかし，

それを図書館に求めるのは間違いだ。少なくとも，

図書館のみに求めるのは間違いだ。考えるとしたら，

塾全体の問題としてであろう。

そして，何らかの意見があるならば，はっきり堂

々と言ってほしい。そのためのシステムについては，

何らかの手段を構じたい。今までそのシステムがな

かったことについては謝る。

＜スタ .. ，フルーム＞

ちょっと前まで学生だった

幸田和

j

j

j

！
 

こうは思うのだが，その中にも多少ぐらつく点が

ある。図書館内でノートをコピーしたりおしゃべり

をする学生と，そうでない学生を分けて考えた。し

かし，実際にはほとんどの学生がその二面性を持っ

ていることは疑いない。そして，例えば，自分が静

かに勉強している時，他人がうるさくても， 「自分

が騒ぐこともあるから他人に偉そうなことも言えな

いし， お互い様だ。」また， それ以前に「自分は自

分，他人は他人，面倒はいやだ」という考えもあろ

う。かつての自分もそうだった。

昔，私が高校生の頃，クラブ活動の帰りの電車の

中でだった。マンガを読もうとした僕をOBが止め

たのだ。「電車の中で読むものではない。」今私はほ

とんど何の抵抗もなく電車の中で堂々とマンガを読

んでいる。誰かに注意されれば，少なくともその場

はやめるだろう。私には，どちらかと言えばやめた

方がいいだろう，程度の意織でしかないのだ。私が

学生に対して思ったことも，学生にはその程度にし

か考えられないのかもしれない。立場の違いはもち

ろん大きな要因であろうが，それ以外にも，世代の

違い，根本の考え方の違いを感じざるを得ないのだ。

自分も年をとったということだろうか。こう考えて

くると，利用者である学生をよく知らないことを痛

感する。反省。

査を近，年をとったのかな，と思うことがある。学

生を何か冷めた目で見てしまうことが多いのだ。特

に，酒を~む場でその事を強く感じる。隣りで学生

が騒いでいるのに出会うと，半ば， うらやましいな，

と感じつつ，ああ，今の自分にはできないと思い込

んでしまう。

図書館のカウンターでも，学生を，つくづく学生

なんだなあと思って，見ることが多くなり，学生と

一歩聞を置いて応対する様になった。

前期試験の最中，こんな事があった。図書館のセ

ノレフコピーでノートをコピーしている学生にやめる

織，私は注意した。「今まではノートのコピーはで

きていた」「やめさせたいのなら，人をつけて監視

しろ」「ともかく，俺はコピーできないと不便なん

だ」彼はそう反論したが，私は数分の話し合いの後，

お引き取り頂いた。

その頃，セルフコピーはほとんどいつもノートコ

ヒ．ーで満員だった。また，一郎の閲覧室はグループ

学習室同様，「友達と一緒に勉強する場」と化して

いた。入退館時の声もうるさく，図書館中が蜂の巣

をつついた様な騒ぎの毎日だった。私はこんなこと

を思った。

（日吉情報センターパブリツク・サービス繰）

ここは図書館だ。

待ち合わせをすることがあるかもしれぬ。友達と

会って「ヤアー」ということがあるかもしれない。

しかし，ここは飽くまで図書館だ。待ち合わせをす

るための場所でも，おしゃべりをするための場所で

もない。まず第ーに，図書館の資料を使って勉強す

るための場所だ．そのための利用者が第一優先され

るべきだ。図書館でのノートコピーが便利だからと

いって，図書館の資料をコピーしたい人聞が迷惑す

るというのでは話が遣う。

そして， 図書締では静かにすべきだ。「俺はうる

さくても勉強ができる」「自分は大丈夫だ」そんな

理論はやめてくれ。図書館は静かにする所だ。そう
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早慶相互協力について

ι 

加藤好郎

（三国情報センター閲覧線係主任〉

］.はじめに

学術情報は年々生産量

が増大してきており，利

用者の要求も多様化して

きている。この様な状況

の中で，ひとつの大学で

その情報のすべてを収集

する事は不可能になって

きている。早稲田大学と慶慮義塾大学は，研究 ・

教育の一層の充実・発展を図るために互恵の原則

に基づきながら，協力し合い，足りない情報を補

い合う相互利用が，昭和60年10月1日から61年3

月31日の試行期聞を経て， 61年4月1日より本実

施された。

2. 実施要綱

大学の専任教職員ならば，互いの大学の専任教

職員と同等の資格で図書館を利用することができ

る。例えば，早大の教員が慶大で登録すれば貸出

冊数30冊，期間 1ヶ月で図書を貸出することがで

きる。慶大の教員も早大で登録すれば同様の条件

で貸出を受けることができる。入賞官に関しては，

早大は特別入庫閲覧証，慶大では図書利用券を携

帯していれば自由に入館できる。

直接図書館に出向かなくても，図書館の資料を

利用する方法もある。機関貸出と称するもので図

書館同土で貸借を行うことである。ファクシミリ

で図書の問合せを行い，所蔵が確認できれば水曜

日の塾内使で図書が送り届けられる。早大の図書

は3時半頃三回に着く。届けられた図書は，水曜

日から 2週間図書館に保管される。その間，毎日

館内閲覧をする事ができる。機関貸出で借り出さ

れた図書は，館内閲覧が原則とされているが専任

の教職員の場合は，必要が認められれば館外へ帯

出することもできる。機関貸出は，大学院生，学

部生も利用する事ができ，申し込みは，メインカ

ウンターで受け付けている。

この他，複写による相互貸借も今まで通り行わ

れており非常によく利用されている。

3. 利用状況

試行期間の利用状況を表1・2に示す。

表1 早大からE巨大に依積したもの

照 £コE,. 34件 所蔵有6件所蔵無却件

複 写 137件 複写可1ぬ件複写不可7件

借 用 55件 借用可54件借用不可1件

登 録 5人 貸出冊数10冊

表2 慶大から早大に依積したもの

照 ~ 110件 所蔵有22件所蔵無88件

複 写 99件 複写可93件複写不可6件

借 用 51件 借用可48件借用不可3件

登 録 0人 貸出冊数0冊

早大から慶大への依頼は，全部で 233件，慶大

から早大へは 264件であった。照会件数は，大幅

に慶大が上回っており，複写依頼は，早大が多く

図書の借用は，ほぽ同数となっている。照会のヒ

ット率は，ほぽ20%前後とほとんど同率で，複写

可能率も94%とほぼ同率となっている。図書の借

用の可能性も早・慶とも95%とほぼ同率である。

以上の数字から互恵の原則は守られているといえ

よう。

次に利用者別にみると表3・4の様になる。

複

借

複

借

表3 早大から慶大に依車両したもの

写｜教員前件 大学院生お件学部生14件
｜校友1件職員16件

用｜教員3件大学院生39件学部生8件
｜職員4件

表4 慶大から早大に依車両したもの

写｜教問 大学院卸件 学部生0件
職員・その他16件

職員・その他11件
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利用者別に見てみると複写については，早大は

教員50%，大学院生25%，学部生10%，職員（事

務用，含） 12%となっている。慶大は，教員58%,

大学院生24%，職員（事務用，含） 17%となって

いる。借用を比較してみると，早大は教員 5%,

大学院生72%，学部生14%，職員 7%で，大学院

生の利用が際立つている。慶大は，教員16%，大

学院生52%，学部生8弘職員（事務用，含） 22 

%を占めている。慶大も大学院生の利用率が一番

高い。早慶とも複写は教員，図書の借用は大学院

生が相互協力の恩恵を受けているといえる。

慶大から早大へ貸し出した図書のうち88%が洋

書であったのに対し，早大から慶大へ貸し出した

図書のうち洋書は58%であった。この数値及び，

全蔵書に占める洋書の率（早大35%，慶大48%)

から蔵書の特徴をみると，慶大は洋書にその特徴

が見い出されると言えるかもしれない。

個人貸出の登録者数をみると，慶大で登録した

早大の教員が11人（86年7月31日現在〉であるの

に対し，早大で登録した慶大の教員はゼロであ

る。この事は，教員の図書の利用は洋書が多い

が，早大は現在洋書が使いにくい状態にある事

と，早・慶の研究者のタイフ。の相違も原因と考え

られる。

相互利用が始まる前後の紹介状の件数を比較し

てみると，早大から慶大に出された紹介状は， 59

年102件， 60年123件， 61年31件（ 7月31日現在）

である。一方，慶大から早大に出された紹介状

は， 59年45件， 60年33件， 61年初件（ 7月31日現

在）となっている。紹介状件数は，相互利用が始

まってもほとんど変化していない。これはひとつ

には，相互協力がまだ浸透していない点と，自ら

入館して関連文献をも容易に検索できる慶大の図

書館の使い易さからと考えられる。

本実施（61年4月）からの利用状況をみると，

図書の貸借は，慶大から早大に依頼したのが和書

23件，洋書24件，早大から慶大に依頼されたのが

和書7件，洋書69件となっている。複写件数は，

早大から慶大が106件，慶大から早大が114件とな

っている。

4. むすび

利用者にとって相互協力が有効であることは勿

論であるが，図書館の業務にも非常に役立つてい

る。例えば，雑誌の欠号補充や切り取り本の補充

の仕事が今までよりスムーズに行われる様になっ

た。現在のところ相E協力を実施したことでの利

用者からのクレームや借用図書の紛失，延滞，学

内の利用者と利用がダプノレケースなどはなく，順

調に行われている。

図書館サービスの形態がとかく異なる早慶が歩

み寄って始まったこの相互協力も，まだまだ細か

い点で煮詰めなければならない点が生じるかもし

れないが，大筋では互恵の原則に基づいて早慶の

図書館サービスの拡大・充実が図られていると言

える。慶大からみれば， 200万冊の蔵書が相互協

力により 470万冊になったと言えるからである。

この相互協力が定着する事によって，将来は分担

収集，分担購入，分担保存によって財政面，スペ

ース面の確保も考えられるだろう。早大以外に

も，互恵の原則をはじめ，いくつかの条件が満た

される大学図書館ならば，今後も大いに相互協力

の輸を拡げられる可能性もあると考えている。
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； 私 の図書館回想 c1) I 

はしがき

私の図書館キャリアの原稿を編集子から求めら

れたとき，所謂キャリアに値する著作一つ残して

ないこと，また何ら顕著な業績を挙げてないのに

も関らず，この依頼を私は迂闘にも受けてしまっ

た。そして定年を迎える心境を初めて実感した。

昭和27年5月に始まった塾の図書館での勤務は昭

和63年3月で閉じることになる。情報センターの

機関誌に勝手な独りよがりを書いて，後々まで内

外に迷惑を掛けるのではと内心悩んでいたら，編

集子から軽く読みもの風にという救け舟も出され

たので三期に分けて辿ることにする。

1. 藤山工業図書館，三田の慶慮義塾図書館に

勤務した昭和27年5月から昭和39年10月まで

の12年有余

2. 三田研究室主事を振り出しに新研究室建設

工事を始め，第一次棟の完成をみて，又図書

館に戻り昭和46年の情報センター組織とな

り，副所長付で過した昭和田年5月までの12

年有余

3. 矢上台に移り，理工学情報センターの副所

長を昭和61年5月まで9年間勤め，三回の情

報センタ一本部事務室長付となって定年を迎

えるまでの10年有余

何分にも30数年も以前のことから始まるので当

時の上司で，先輩に当る伊東弥之助主任司書編纂

の『慶慮義塾図書館史』昭和47年刊〈以下『館史』

として引用〉と，最近刊行された福沢研究センタ

ー編『創立百二十五年慶慮義塾年表』昭和60年刊

（以下『慶慮年表』として引用〉等によって記憶

を蘇がえらせつつ，この乏しい回想を記すことが

笠野 滋 ！ 
（研究・教育情報センター1
本部事務室室長付 J ; 

できたので一言お礼を申し上げ，予めお断りして

おきたい。

なお社中のことなので事務系列の方々には，君

付で，先輩，後輩を問わず使わせて頂いた。また

教員系列の方も事務系列の時代のものは君付とな

っていたり，教授，助教授等の昇格職名がその時

のと不一致のことも多々あると思われるが，寛恕

をお願L、いたしたい。学外の館界の方々には氏を

原則として用い，教官，教員の方々には教育職名

を一応付しであるが，本編登場時の不一致につい

ては，ご寛恕を乞いたい。

1. 藤山工業図書館に就職

藤山工業図書館とは現存しない慶慮義塾図書館

の分館で，港区芝白金台町の日吉坂上左手にあっ

て三回からは目黒，等々力ゆきのパスの清正公前

で降りて，今では都ホテノレとなってしまった藤山

邸のつづきにあった図書館である。つい先頃その

跡にはいま流行のSPA  （アスレチックス スポ

ーツ・センター〉が出来て，鉄筋コンクリート 4

階建（一部5階建〕約700坪（約2,300ID2）の旧施

設はもうパスからも眺められなくなっている。昭

和2年3月大日本製糖社長の藤山雷太氏の創設に

なったこの図書館は，太平洋戦争の末期昭和18年

12月嗣子藤山愛一郎氏から塾に寄贈された。

しかし，戦後の工学部が，その戦禍から小金井

キャンパスで着々と復興すると，藤山はその維持

すらが困難となり，昭和32年7月には千代田生命

保険相互会社に，その敷地，建物が売却譲渡され

た。そして蔵書は極く一部が小金井の工学部図書
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館に移され，残余の大半は日吉旧寄宿舎の南寮と

日吉記念館地下倉庫へと分散保管された。売却代

金を主とし昭和33年8月には日吉に図書館が落

成， 10月には慶慮義塾藤山記念日吉図書館として

再生したが，今や歴史的な存在となってしまった。

昭和27年は，何んでも物がある現在とちがっ

て，太平洋戦争後の喰うや喰はずの時代から，講

和条約（昭和26年9月〉が発効し，国民総生産

(GNP）は戦前に復帰したものの，図書館では

飯が喰えないと転職を申し出た職員があったた

め，欠員が生じあというので急拠詮衝が行われ，

幸いにも私は応募者5名のうちの一人となる機会

に恵まれた。

面接は三回の本館の八角塔の館長室で，野村兼

太郎館長によって行われた。野村館長は藤山の館

長も兼ねていた。後手に伊東，石川博道の両本館

主任司書（以下主任と略す〉と藤山の安食高武主

任の三人が控えていた。提出されていた書類を眺

め，成績表を片手に野村館長は度のきつい眼鏡の

奥からギョロとした鋭い眼差しを私にくれて，一

寸微笑んだ。質問は「書誌学をと ったことがある

か」という簡単なものであった。「ありません」

「これからやってみます」と答えるのが精一杯だ

った。経済学部の専門課程の必修科目 4ケのうち

原論，学説史，政策は良かったが，野村教授の西

洋経済史だけがBであった。しまったと思 った

が，おそかった。二三日して体格検査があり，採

用通知に接した。そして前任者が証券会社へ転職

した翌日の5月16日から勤めることになった。

藤山は安食主任ほか12名で司書には大鐘誠一

（後に工学部図書室司書，工学部会計課長〉，司

書補に若松徳三郎，島原落穂（後に北里記念医学

図書館〉，吉岡進の 3名，書記には小林広（工学

部図書室を経て，現理工学部基礎教室〉，三村京

子，藤井澄子の 3名，出納手に小沢圭介，大橋敏

男の 2名，ほかに用務員が 2名という構成だっ

た。毎月19日になると安食主任が三回に出かけ給

料を運んできた。まだ戦後の住宅事情が悪かった

ので，館員のうち4名が図書館の施設内に住居を

構えていた。その他藤山には，三国の文学部の考

古学標本室や戦争中に海軍省法務局に使われたと

いう拘置所の残骸のような施設もあった。

2. 第3回図書館専門職情習へ

藤山での仕事は和書受入兼分類係ということで

見習を始めた。安食主任が選書し，購入を決めた

ものを，受入伝票と称するワーキングシートに書

誌事項，購入先，価格等を記入し，受入台帳〈図

書原簿〉に記入するまでが私の仕事であった。基

本記入のカードは手馴れた島原落穂君が作成して

いて藤井君が助手で，私は分類に気を配ばればよ

かった。

翌昭和28年7月，幸いにも東京大学での教育学

部主催の 2ヶ月間の第3回「図書館専門職講習J

（以下司書講習〉に館から派遣されるというチャ

ンスに恵まれ， 17科目の単位を修得することがで

きた。塾は文学部の中に日本図書館学校CJLS) 

を設けていて，昭和27年3月には第一回卒業生を

送り出していた。慶慮義塾図書館にも新進気鋭と

して既に井出翁 （いで・さかり）君を迎えてはい

たが，その当時は知る由もなかった。藤山は離れ

小島だった。日本の図書館界を一新するため，折

から来塾していた米国図書館界の教授団はまず本

邦の館界の指導者達を集め指導者講習会を聞き，

そこで米国流の新しい図書館学，図書館運営を最

初に伝授し，つぎに新しく教育された人々が中心

となって第 1回，第2回と司書養成の講習が聞か

れるようになった。この機会に乗り遅れまいと，

館界の既成人にも，この講習は仲々の人気があっ

た。

第3回の講習は全国から国，公，私立，公共・

大学 ・学校など各種の図書館員200名を集めて行

われた。塾からは阿部隆一，青木安勝（現体育会

主事）の両君と私が派遣された。私は56番に受付

されていた。講師陣には東大の土井重義〈図書館

通論，和漢書目録〉，青野伊激児（図書館実務，

図書選択法〉，裏田武夫（成人教育， レフアレン

ス・ワーク〉，国会の岡田温（図書館史〉，中村初

雄（洋書目録法〉，もり・きよし（図書分類法），

公共図書館からは，廿日出逸暁（対外活動〉等の

諸先輩が顔を列ねていた。講習中阿部隆一君は馳

せ参じた講習生の中では，誠に生々と古書や書誌

学，図書館運営等について論談の花を咲かせ既に
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一家をなしていて，頼もしかった。

素人から館界に入った私は，この講習では，講

師だけではなく，国立，私立を問わず，良き先輩

と友を得ょうと努め，館界への手掛りがつかめて

嬉しかった。

図書館では利用者を優先する考え方，合理的な

整理技術，レフアレンス・サーピスの積極的な採

用，国の図書館行政の在り方等，どれをとっ7ても

私には新鮮で，生々しく頭に焼きついた。しかし

講師の中には「図書館ではー業十年」つまり一つ

の仕事も十年しないと，ベテランにはなれないと

繰返し強調された講師もいて感銘深かった。暑い

夏とはいえ，最高学府の赤門を潜り，法文系教室

で汗を流しながら聞いた講義，三四郎池での新し

い友との語らいは，どれをとっても満足感があっ

た。

3 ..山時代に経駁したこと

鵬げなものを拾ってみるとつぎのようなものを

挙げることができる。

1）藤山の施設が工学部のキャンパス（昭和24

年小金井移転〉から離れていて，図書館活動には

年と共に不利となっていった。学部の研究者や学

生の利用に貢献することが少かった。

2) そのため工学部側からは新着図書や雑誌の

受入後の一部小金井借り上げの噂さが伝えられた

程であった。昭和29年5月刊の『鹿慮義塾図書館

月報』に特集された各館の備付の雑誌の種類数で

は藤山が邦文雑誌149種，欧文雑誌164種であるの

に対し，工学部図書室は邦文141種，欧文109種で

藤山に比し劣勢であった。

3) 財団法人時代からの伝統を受けついで日曜

開館をしていた。館の性質上利用の主体は工科系

の学部のある早大，東大，東工大の学生が多かっ

た。企業の研究所に所属する研究者や，偶には街

の発明家も来館していた。大学受験浪人では工科

系の受験生が目立っていた。閲覧者は平日より日

曜が多く，在館中の最高は百数十名を超えていた

ように思う。入館料は10円だった。

4) 工業図書館では図書より雑誌の利用の方が

多く，安食主任が主な圏内雑誌の論文の中から適

当なものを拾い上げ，件名を付け，小林広君が克

明にカード化して閲覧に提供していた。この館内

の雑誌記事件名目録は仲々閲覧者には好評だっ

た。

5) 当時特許公報の寄贈をうけていたが， 135

の主題から 207主題に拡充改訂された頃で，特許

庁の担当官が視察にきて，我々が細かく主題に

『特許明細書第10類水力原動機』等と明記して分

類目録に繰込み，閲覧に提供していたのに感心

し，実用新案，意匠登録等関連種目の刊行物の寄

贈を始めてくれた。

6) 或る日私は館内の未整理資料の中から『最

新工学文献摘録通信』の未受入の 2冊を発見し

た。これは昭和の初期から財団法人の藤山の外郭

団体，最新工学普及会が，工業図書館のシンボノレ

として外国理工学雑誌記事の抄録を発行して配布

していたことを物語る証しであった。その冊子に

はカードスタイノレの抄録10枚分が， B4版で片面

刷されていて，切り離しカードに貼りつけても使

用できるようになっていた。

7) 藤山の図書分類には極めてユニークな図書

の十進分類法が採用されていた。その分類法は図

書の内容の使用国語によって100番台は邦文， 200

番台は英語の図書， 300番台は独語，以下400番台

仏語， 500番台にはロシヤ語， 600番台オランダ語

にそれぞれ割当られていて，それ以下のニ桁が各

主題に充当されていた。即ち∞工学一般， 01が

土木・建築， 02電気， 03機械， 07運輸という具

合である。従って 203は英語の機械工学を意味し

た。なお雑誌は受入順番号に 0（ゼロ〉がつけら

れ203・05機械工学の雑誌を意味した。詳しくは

『財団法人藤山工業図書館年報』昭和4年刊に記

されているので省略する。

8) 企業の研究所等の図書室に当時ぽつぽつ採

用されつつあった国際十進分類法（UDC）によ

る図書資料の分類の可否について，第二校舎にあ

った図書館学科の事務室にギトラー主任を訪れ，

訊ねたことがあった。すると教授は一週間程した

ら来るように指示された。約束の日に出頭すると

一枚の謄写刷のシートが手渡された。それには十

進分類法を図書・資料の分類に使用する場合の利

害得失が，列挙してあって， UDCは資料や雑誌
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記事等の分類には適するが，数字の外に各種の符

号を使用するので，図書の請求記号として，ラベ

Jレに貼布して使用するのに不適であること。桁数

も長くなり易いこと，高度の工学，技術，自然科

学の専門知織が必要とされるということが，英文

と和文で記されていたのを幽かに覚えている。暑

い夏の日のことで西日を受けた木造建の事務室で

教授は顔を汗で一杯にしながら「判りますかJと

問うたので，私は「イエスJと答え，家路につい

た。

9) 見学に来訪した川崎工業地帯の確か東京芝

浦電気（株〉であったか，総務部長ご一行を安食主

任と共に案内して，雑誌の質のよいを褒められて

気をよくしていると，図書予算はいくらですかと

質問があり，安食主任の云十万円の答えに，総務

部長は部下を緩りかえり，「うちと 2桁ちがうな

ー」と一言つぶやくと，そそくさと立去ってしま

った。天下に通用しない予算規模だったのだ。

II 

1. .慮議盤図書館への転出 教聡員貸出係

昭和24年の工学部の小金井移転以来藤山は早晩

閉館の運命にあったが，私は昭和31年7月第一番

に，三回の本館に転出することになった。新入り

の私の仕事は教職員貸出係ということで，前任者

は堀田信夫君（現新道文庫事務主任〉で懇切町時事

に申継をしてくれ，彼自身は和漢書の受入，整理

の仕事に移ることになっていて私の着任を歓迎し

てくれた。係の位置は現在の旧図書館入口を入っ

て左側の福沢研究センターの部屋で書庫からの出

口の所に席があった。席の右手からの第三事務室

の北半分は図書館学科のリファレンス・ 1レームと

なっていた。学科の教員の方や図書室の職員の人

々にも，自然と顔を覚えて頂けた。

戦前は本館では学生，一般外来の閲覧者は地下

一階の受付から入錯する方式が行われていたが，

教職員の方は正面から入館する仕組である。入館

すると左右の目録を検索して必要な図書の請求記

号をメモし，入庫して本を探し当て，貸し出し係

の私の所で手続を済まし，図書を借り出して行っ

た。そこで無言の場合もあれば，短い対話を交し

て，求める図書が請求記号の位置に所在しなかっ

たりすると，誰が借り出しているのか，欠本であ

るのか調べて欲しいと依頼されることもあった。

借用期限が切れている場合には借り出している人

に返却の督促をした。

ここで気が付いたことは，若い研究者が或る臼

勢い込んで，真剣な眼差しで，顔をこわばらせ書

庫に飛び込んで行き，やがて書庫から出てきてそ

の図書が貸出されていたのか，不在だった場合や

行方不明の場合，がっかりし大きな嘆息をついて

いる姿をみることが，しばしばあり同情した。つ

まり彼自身の研究のため，読みたいと思った図書

や，研究のため不可欠な原典，解説書の類いが，

もう先人により借り出されていたか，既に行方不

明のため欠本扱いとなってしまった場合である。

行方不明，欠本の場合も結構多かったが，借り

出し先が，大先輩の場合や他学部の場合は，必ず

しも返却，取戻し方を依頼するとは限らなかっ

た。或は直接話し合うか，教員同士のお互の慣行

のようなものがあって，それによって決めていた

のかもしれなかった。この仕事の間色々なタイプ

の借り出し方があることも判り，借出し図書が

100冊を超えた人もいて，利用者と貸出係との相

互の便宜のため年度末に一括リストを提出して頂

き，継続借出しの手続に代えることを提案して試

みてみた。中には聖域が若干あって督促を絶対し

てはいけない方があったのには驚かされた。貸出

係は日々の貸出記録を残し，週計，月計，年度等

の統計作成が，仲々面倒であった。貸出係は， 9

ヶ月ばかりの短期間であったが，教員のお顔と名

前を覚え，対話を交したお蔭でつぎの業務に移っ

ても色々とど教示を得ることが多く有難かった。

2. 洋書受入兼分頚係見習

昭和32年3月末になると前任者が図書館を辞め

て他の大学の教員になるため退職するということ

で洋書の受入兼分類係に廻された。仕事の場所は

図書館の入口を入った右手の現在福沢研究センタ

ーの展示室になっている場所が，第一事務室で和

漢書，洋書の整理室になっていた。その奥が第二

事務室（現展示室控室〉で仕切のドアは無く，そ

こには大きい黒いガラス戸欄を背にして伊東主任
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が両者に暁みをきかせていた。その右手が洋書受

入係の席で，前には落合喜久子君が和洋請求書の

処理を担当していた。佐藤次郎君（現総合企画室

部長心得〉も確か4月からこの第二事務室に加わ

り，庶務会計の仕事を伊東主任の下でとってい

た。その外，太田臨一郎常勤嘱託の席もあった。

第一事務室は石川主任の指揮下にあって，和漢書

と洋書の整理の機能の他，函架廻りの仕事もあり

又閲覧出納係への指示等を含め，石川主任は司書

補，書記，出納手達をてきぱきとさばかれてい

た。藤山からは私の後で就任した問中正之君が二

番手として，和漢書係の方に席を得たが，残りの

人の消息については，本務が忙しくそれどころで

はなかった。

前任者の伊東農君は担当していた仕事を手短か

に要領よく説明してくれた。それによると，購入，

寄贈，見計らい等搬入されてくるすべての洋書を

館長に月に一回かニ回，見せて取捨選定をして頂

くこと。それに引続く，受入と分類の記入をワー

キング・シート（伝票〉に記録し，図書に付け

て，第二事務室の目録係，小林完太郎君（現商学

部教授〉に廻す。その後はタイピストの金森恭子

君（旧姓小田）を経て，図書とカードは石川主任

の点検を受け，書庫や目録ケースに収まってゆき

月報にも掲載されるという整理の流れであった。

伊東君の申継は当然知っている，判ると思われ

ることには一切触れなかった。 私は彼の説明を聞

き洩らすまいと懸命だった。 トタン製の継続図書

控（双書，シリーズ物等〉の卓上ケースにはAB 

C順にタイフ・打ちされたシートが， 100枚程入っ

ていて，目下整備中ですから後を宜敷くというこ

とであった。

洋書の分類は当館独自（十二門分類）のもので

16記号の英字であり，分類の項目名辞はこの通り

ですと一枚のシートを受取った。私は目録の採り

方について聞くと，それは次の係ですということ

で打切られてしまった。私は昭和28年の司書講習

で受けた洋書目録法の講義のノートを取り出し，

目録法の解説書をー，二冊通読しなければならな

かった。

4.4cm角（一寸五分〉の蔵書印にどっぷり朱肉

を含ませ，一寸息を呑んでから下腹にカを入れて

位置をタイトル・ページの対角線の交叉するとこ

ろから幾らか下った所に蔵書印を構え，無念無想、

の境地で押し付けて息きを吐き，押し終えると，

つぎに座布団と称するザラ紙を挿んで，反対側の

頁に朱肉の型が写らないようにする受入係の日課

が始まった。

3. 遺書

館長室での選書は直径約1加cmの円いテープノレ

の上に，文学，歴史，政治，経済，哲学といった

粗い区別をした洋書の山を一杯に築き，それぞれ

の図書には重複調査をした結果をメモ用紙に記入

して挟んで用意し，野村館長の裁断を仰ぐという

次第であった。館長の登館は週一回位で，和漢書

の選書の方の回数が多く伊東主任が取り仕切り，

館長と選書をされていた。洋書は月一回位で，野

村館長は図書の山に町略に目を通されるらしく，

終るのが待ち遣しかった。何分にもドアの向うの

出来事なので，私には何も判らなかった。終了す

ると呼ばれていくつかの駄目を出される。これは

ないと思った本が「この初版はある」，「調べまし

たが」と答えると，冊子体の洋番目録 1929年刊

“Catalog of The KEIO GIJUKU LIBRARY, 

Classified.”はみたかの第2の注意がくる。これ

を見落していたわけである。この目録に収録され

た図書は順次，閲覧用の著者名目録からカードが

抜き去られたので冊子体目録とカードの両者を検

索しなくてはならないので不便なこと極まりなか

った。この方法の欠点が途中で判ったため中止に

なったという経緯があり，経済学のパートは既に

抜き去られた後の祭りであった。

野村館長始め歴代の館長の収書方針等について

は『館史』に詳しいのでそれに譲りたい。本稿作

成中には図書館商議会記録や必要な参考資料に当

って記憶を呼び起すまでには至らなかったので，

ここではエピソードを記すに止める。

野村館長に洋書を選んで頂いたのは昭和32年4

月から高村館長就任の昭和33年3月までの一年間

の極く短い期間で，僅かに丸善から見計らいでき

た『ギリシャ史断簡』“FragmentaHistoricorum. 

C. Millier. 1848-1938.”を選書テープルの目の
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付く所に展示したら，終ってから君もこんな本が

選べるのかと御機嫌だった。

管理貿易下で昭和25年頃から再開された洋書の

輸入は当時の書店側の資カも限られ，外貨枠の確

保もままならなかった時代である。昭和32年頃は

その名残がいくらかあってまだ書店側が強く，洋

書は売手市場がつづいていた。野村館長時代特に

紀伊国屋書店からの見計い図書にはフランス語の

図書が多く，文学，思想，社会等あらゆる分野の

ものに富んでいて粒揃いだったのは，仏文の佐藤

朔教授が若手の教員方の協力を得て新宿の書店の

店頭や仕入部で，海外から入荷したばかりの図書

を選定し，三田の研究室，日吉の研究室，本塾図

書館へと送られていた結果粒揃いであったことが

判った。これを知ったのは後に三回の研究室に私

が廻ってからのことである。このことは野村館長

が諒承されていたといわれ，こと洋書のフラ ンス

文学等の見計らい図書に関しては心強い選書の蔭

の援軍をもっていて，若手の教員の推薦されたも

のを吟味されていたのかもしれなかった。

昭和33年4月に就任された高村象平館長はドイ

ツ経済史，特に中世から近世へかけてのハンザ同

盟の研究者として著名だったので経済関係は総て

をお任せし教へて頂く気持でいた。高村館長は助

手時代図書館員がもて余した史料の整理をやられ

たということで英国史関係にも詳しかった。館長

の注文の時代がやってきた。館長は E Semmelと

L. Ri:ihrscheidの自宅に海外から送ってきたカタ

ログを丹念にチェックして，まだ受入られてない

ものを注文するように指示された。多い時には一

冊に 100点近いチェックがあって著者名目録や書

冊体の目録と首引きで発注した。そして発注ファ

イJレはみるみるうちにふくれ上った。ドイツ書の

発注は極東書店が多かった，これは注文の混交を

避けるためであった。入手率は良くて 3割乃至4

割位であったように思う。馴れるに従って，教員

の方々の推薦も大物は，伊東主任に話を通した

り，館内の各係からの注文も予算の許す限り受付

ける方針にしていった。特に参考図書の不足を脚

っていたレフアレンス係の丸山信君からは各主題

の分野をカパーする専門事典や一部しか図書館に

なくてレフアレンスに備付られなかった図書を推

薦してもらった。またヨーロッパの嘗つての一流

国であったとされる諸大国の大百科位は備付ける

べきであるという教員の方々の意見にも支えられ

て，つぎつぎと発注の裁可を仰いだ。それらの発

注は丸善，紀伊国屋といった大手業者の他に，そ

の主題や国語に強い書店を積極的に活用してみ

た。

或る日東独の二，三枚ものの古書カタログが到

着した。ふとみると M.G.h.“MonumentaGer-

mania historica.＇’とあるので継続図書控をのぞ

くとその一部の受入しか記入がなく，この売り物

を拾うと双書の大半が揃うことが判った。館長に

相談すると「直ちに押えるように」ということで

極東書店の担当者に電報で押えるよう発注した。

旨く入手できればと祈ったが，二三日して無事押

えたという連絡があって入手できた。まだこの時

代には海外古書購入の競争相手が少し東独の古

書は比較的廉く約二ヶ月位で到着し受入られた。

ただ大型本の史家部（Seri ptores.）は半分位欠巻

があって後に覆刻ものや，何かで補完するのに三

年以上を要した。“M.G. h.＇’は現在も継続発展

中である。この双書は配架するのにも手古摺っ

た。何分，大型本と小型本の混在するシリーズな

ので当時屋根裏に大型本が配架されていて，一括

した方が何かと便利なためこのシリーズに限り，

特例として屋根裏に配架することになったが，階

段の昇り降りに苦労をさせられた。

野村館長時代の終り頃から始められた収書に法

学部の図書委員長から推薦された英国，米国判例

集，法令集の収書がある。野村館長は顔をしかめ

られ当初一時には無理だ，順番を考えて受入れた

らどうだとの意見で英法の部分と米法の既収部分

との洗い直しから始めた。法学部の平良教授の指

導を受け，連絡をとりながら，そして研究室とは

重複しないようにという高村館長の指示に従い，

毎年一定の予算の枠内で，必要なものから何年も

かけて補充に努めた。

昭和35年6月に高村館長は塾長に推薦された。

法学部の前原光雄教授がつづいて館長に就任され

た。館長は私には，教員の推薦してくる図書は良
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いものであれば，学部の枠などに拘らず購入して

欲しいということであった。洋書受入係を始めた

私は野村館長時代が，行儀見習，高村館長の時が

修業の最中で，こんどは逆に責任が，重くなって

きていた。前原館長に特にご希望の図書はありま

せんかと伺いを立てたら，学生諸君にも利用でき

るように“PrizeCases.＇’（Lloyd’s Reports of ... ) 

の 2nd.Series. 1939～57.を購入してやってくれ

といわれたのを覚えている。これは館長が国際法

の専攻で，戦時や国際的な紛争時に第三国の船舶

等を当事国の一国が捕獲，傘捕した場合に各国の

司法裁判所で起された訴訟の判例解説（Lloyd’s社

出版）であると教示を受けその戦後の部分をとい

う注文であった。古書なので，入手は遅れて昭和

40年となってしまった。

く学徒出陣の巡回文庫＞

古い歴史を持つ図書館で働くことの楽しみの

一つは，仕事を通じてその古さを実感すること

であるかもしれない。その実感のしかたは部署

によって様々であろうが，図書の貸出し，返却

を主な任務とする閲覧課でのそれは生身の人聞

が聞に介在するだけになかなか味わいがある。

先日も昭和19年に貸し出された本20冊近くが

42年ぶりに返還されてきた。大きな宅急便の包

みが突然何の前ぶれもなくいくつも届けられた

のである。後続のご家族からの手紙によって委

細は判明したが，借受人は表向きは慶慮義塾と

は無縁の人である。だからその限りでは借り出

す資格のない人であった。図書はどれも大型の

美術本で当時であっても禁帯出であった筈。一

体どんなルートでこんなに大量の禁制本を借り

出すことができたのだろう。 42年間のこの図書

の辿った流転の運命は知何だったのか。

そんな歴史の重みの感傷が支配している頃，

柄沢日出雄さんの言卜報が届いた。柄沢さんは戦

前・戦後の激動の時代に慶慮義塾図書館の主

事，副館長を務められた人である。数週間後，

ご遺族から数冊の図書が返還されてきた。その

どれもが戦前の図書で，古色蒼然たるものであ

ったが，その中に「巡」の文字を打った見馴れ

ぬラベノレっきの本が 1冊あった。図書は昭和18

年刊行の西洋経済史（高村象平著〉という教科

書である。「巡」という文字の意味やこの本の

役割は一体何だったのか。

その時代は戦前・戦後の混乱期には違いない

と推定できても，今のスタッフには往時を知る

人はいない。そこで退職した先輩にアプローチ

して調べた結果，終戦直前に巡回文庫というコ

レクションが作られたこと，「巡」の文字はこ

の文庫を意味していることなどがわかった。

戦争末期の日本では学生は学問どころではな

く，戦地への動員は免れても，軍需物資の生産

のため各地に勤労動員された。巡回文庫は，動

員された慶慮義塾の学生が勤労の相聞に少しで

も読書をして学聞から遠ざからないようにとの

願いから， 柄沢主事が発案し，自ら選定，運搬

した図書だったのである。しかし残念ながらそ

の願いは叶わなかった。慶慮義塾図書館史には

巡回文庫に触れて次の記述がある（178ページ）。

「・・・柄沢主事は高等部学生八十名が愛知県豊

川海軍工廠に勤労動員されていたのを，監督す

るため出張していた。図書館の重複図書をリュ

ックにつめて「巡回文庫」と名付け運搬し，休

憩中の学生に読ませようとしたが，仕事は閑暇

であっても工廠長清水中将は本を読ませる許可

をしなかった…。」

戦時一色の中にあってもなお，学生と学問の

つながりを求め，おのが使命を全うしようとし

た柄沢さんの人柄がそこには偲ばれる。柄沢さ

んは硬骨の教育者であり，図書館人であった。

けだし，巡回文庫は今の移動図書館のはしり

といえなくはない。リュックと汽車が自動車に

は代っても，その意図するところは閉じなのだ

から。
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資料 I

研究・教育情報センターに関する書誌 1985.8～1986.7

〔三回〕

“江戸末期・切絵図31枚，本に”毎日新聞 1985. 

9.20朝

“慶大図書館，置き引き出没一席取りパッグから

現金”毎日新聞 1985.9.26タ

“三回新図書館で盗難急増， 4月以降53件67万円

の被害”慶慮塾生新聞 No. 183, p. 9 (1985. 

9.10) 

“図書館AV施設が充実”慶鹿益生新聞 No.180,

p.2 (1986.4.10) 

〔医学〕

“Medical Library and Information Center 

(Kitasato Memorial Medical Library) Keio 

University" 医学図書館 Vol.31, Supple-

ment, p. 104 (1985〕

資料 E

〔日吉〕

Kitadai, N四 omu “Theftat Hiyoshi Library" 

The Mita Campus Vol. 40, No. 5 (205), 

p.2 (1985) 

Mangeot-Kunzer, Anette“Visit to Keio Hiyo-

shi Library" Association of Professional 

Librarian Newsletter Vol. 4, No.1, p. 2-3 

(1986) 

杉本貴志“再び図書館について” 創世〈慶慮義

塾大学経済学部白井厚研究会） No.17, p.12-

22 (19邸〉

“日吉新図書館A Vホールで映画会” 慶臆穆塾塾

生新聞 No.187,p. 3 (1986.1.10) 

“日吉新図書館AVホーノレ夏休み上映会を予定”

慶慮塾生新聞 No. 192, p. 2 (19部.7.10) 

“日吉新図書館で上映会『アマデウス』が好評”

慶慮整生新聞 No. 191. p. 8 (19邸.6.10)

スタッフによる論文発表・研究発表 1985.8～1986.7

〔論文発表〕

〔三回〕

東回全義 “地方在住者の図書館利用” 卒業蹟文

の手引通信教育部編慶感通信 p.66-74 

(19邸〉

東回全義 “『国富論』（パリ一七八一年〉” 塾

No.2，表紙 p.〔3〕（1986)

東回全義“書誌の社会的体系” 第5回西洋社会

学古典資料講習会際演レジメ p.20ー22(1985)

広岡とし子“国際図書館協会連盟（IFLA）シ

カゴ大会に参加して” ミヴド・アメリカ

Vol. 3, No. 28, p.10 (1985) 
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市古健次“授業と図書館の有機的結合の一手段

としてのライ ブラリ ー・ インストラクショ

ンー卒業論文を 中心に” 大学図書館研究

No. 28, p. 71-78 (1986) 

斎藤泰員lj “専門領域における知識の伝播遅程”

Library and Information Science No. 23, 

p.1-6 (1985) 

斎藤泰則“我が国の大規模大学図書館の蔵書数

と各図書館指標との関係” 大学図書館研究

No. 28, p. 46-53 (19邸〉

渋川雅俊 “Future and Problems of Japan-

U. S. University Library Cooperation” 

（日米大学図書館協力の将来と問題〉 日米大

学図書館セミナー予稿集 大学図書館国際連

絡委員会 p.47-61, p.119-126 (19部.8.24)

渋川雅俊 「目録の歴史」 動草書房 212p.(1985)

白石克 “江戸時代の“江の島絵図”（絵図屋善兵

衛版）” 古地図研究 No.189, p. 2-3附付図

1枚（1985)

白石克 “『御成敗式目（貞永式目）』 享禄 2(1529) 

版” 塾 No. 3 （貴重書紹介） (19部〉

渡部満彦 “大学図書館業務とコンヒ。ュータ利用”

日本私立大学連盟業務別研修（図書館関係〉

テキス卜 p.37-43 (1985) 

渡部満彦 「ヘルスサイエンス図書館員の基礎知

識」（共訳〉日外アソシェーツ p.23-91 (19部〉

渡部満彦 “《資料紹介》目録の歴史” 医学図書

館 Vol.33, No.1, p. 90-91 (1986) 

〔医学〕

天野善雄“文献データベース” からだの科学

臨時増刊一医療とコンピューター p.98-102 

(1985) 

後藤敬治“オンライン文献情報検索についての

一実験ージステンパー・口蹄疫ウィルス・犬

系状虫症をテーマに” 獣医奇麗新報 772,

p. 715-718 (1985〕

後藤敬治 "19邸年度 MEDLINEファイノレ” 医

学図書館 VoL33, No.1, p. 48-57 (19部〉

後藤敬治‘＇ 19部年度 MEDLINEフ ァイノレと

Me SH” JOISニュース No. 35, p. 1-3 

(19邸〉

加藤孝明“複写による図書の劣化”簡集・図書館

学研究の歩み 第5集図書館資料の保存とそ

の対策 日外アソシエーツ p.96-116(1985)

酒井明夫“雑誌の利用に関するアンケートーそ

の集計報告（ 1）” きたさとニュース No. 

97, p. 2-6 (19部〉

酒井明夫 “雑誌の利用に関するアンケートーそ

の集計報告（ 2）” きたさとニュース No. 

98, p.3-10 (1986) 

〔日吉〕

樋口恵子“日吉新図書館とレフアレンス・サービ

ス” 三色旗 No.458, p. 27-30 (1986) 

樋口恵子 “書誌評価に関する文献解題”（共著）

書誌索引展望 Vol.9, No. 3, p. 20-25 (1985) 

樋口恵子“書誌の評価基準一評価項目調査結果

報告”（共著〉 書誌索引展望 Vol. IO, No. 

1, p. 24 (19部〉

小川治之・ 斎藤憲一郎・吉川智江（他〉 “引用文

献から見た理工学分野における文献利用の特

徴” Library and Information Science 

No. 23, p. 125-135 (1985) 

小川治之“慶慮義塾大学日吉情報センター慶態

義塾日吉図書館 く新刊紹介〉” 大学図書館研

究 No.27,p.111-122 (1985) 

〔研究発表〕

〔三回〕

川上清子 “ECに関する文献紹介及び書誌リス

ト作成” 第7回ED Cセミナー 1986.6.26 

～27 於東京大学附属図書館

中島紘一“閲覧利用サービスの理念” 私立大学

図書館協会東地区部会ノξプリックサービス分

科会 19部.1.8 於慶慮義塾大学

渋川雅俊“大学図書館と大学出版部” 大学出版

部協会研修会 1985.9.5 於高萩市

渋川雅俊“大学図書館の利用教育ーオリエンテ

ーションからどプリオグラフイツクインスト

ラクションまで” 東京大学附属図書館専門

研修会 19邸.1.29 於東京大学附属図書館
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渋川雅俊 “Future and Problems of Japan-

U. S. University Library Cooperation” 

〈日米大学図書館協力の将来と問題〉 U.S. 

Japan Seminar on Library Technology in 

Higher Education （日米大学図書館セミナ

ー） 19邸 .8.24 於学士会館

〔医学〕

Amano, Y oshio “International cooperation in 

biomedical information service in Japan" 

5th International Congress on Medical Li-

brarianship 1985.10. 3. 於日大会館

Goto, Keiji 

minology in Japan" 5th International Con-

gress on Medical Librarianship 1985.10. 3 

於日大会館

加藤孝明 “複写による図書の劣化” 第33回日本

図書館学会研究大会 1985.11.10 於椙山

女学園大学

Matsui, Akira. Kato, Komei. Miyazaki, Sada-

haru “Document deliverly capability for 
medical grey literature in Japan: a case 

studies”5th lntema tional Congress on 

Medical Librarianship 1985. 10. 3 於日

大会館

Sakai, Akio “The international exchange of 
publications in Japan" 52nd IFLA Tokyo 

Conference 19部 .8.26 於青山学院大学

〔日吉〕

樋口恵子“レフアレンス・サービスを変えるもの

一最近のニューメディア” 私立大学図書館

協会東地区部会レフアレンス分科会 1986. 

6.6 

小川治之・吉川智江・斎藤憲一郎〈他〉 “理工学

分野における会議資料の二次資料への収録

率”三回図書館・情報学会1985年度目白．

11.16 於慶慮義塾大学

三回図書館・情報学会関係出版物（勤草書房刊〉

図書館・情報学概論津田良成編 1983239p. 1985 193 p. ¥2, 300 

¥2, 600 第9巻目録の歴史 渋川雅俊 1985

図書館・情報学シリーズ 212 p. ¥2, 500 

第5巻図書館・情報学のための調査研究 会共図書館のサーピス計画ノfーマー他著閏

法緑川信之他 1986 202p. 村俊作・糸賀雅児訳 1985308p. ¥3, 600 

¥3, 000 図書館業務の基本原則 D. アーカート著高

第7巻大学図書館の運営高鳥正夫 山正也訳 1985 ¥2, 100 

-45ー



資料 E

年 次 統 計 要 覧＜昭和60年度＞

慶臆義塾大学研究・教育情報センター

I. 図書費 く印年度実績及び61年度予算〉

ぷ訟~
59年度実績く単位：円＞ 印年度予算く単位：千円〉

図書支 出 ｜図書資料費｜ 計 図書支出｜図書資料費｜ 計

三国情報センター 603,787,498 2, 123,563 605, 911, 061 615,591 2, 130 617,721 

図 書 館 322,868，民泊 2,123,563 324,992,063 326,052 2,130 328,182 

学 都市 280,918,998 一 280,918,998 289,539 一 289,539 

〈私大研究設備相当額〉 (20，日8，側〉 * * (21, 257) ’区 唱豚

日吉情報センター 135,323,566 2,016,805 137,340,371 143,464 2,078 145,542 

図 書 館 49,990,395 2,016,805 52,007,200 54,990 2,078 57,068 

学 部本 85,333,171 85,333,171 88,474 88,474 

〈私大研究設備相当額〉 (7, 001. 240) 温区 事 (7,214) 一 ー“

医学情報センター 132,473,750 2,462,420 134,936, 170 132, 174 2,584 134,758 

" 132,173,7回 2,462,420 134,636,170 132,174 2,584 134,758 

指定寄付金 300，α）（｝ 300，α）（｝ 一

理工学情報センター 117, 376, 542 1,408,970 118, 785, 512 120,894 1,449 122,343 

” 
117,376,542 1.408, 970 118, 785, 512 120,894 1,449 122,343 

（私大研究設備相当額） (1,300，側〉 判ド 調官 (1，制〉 京本

ぷ日λ 計 8,011,758 996,973, 114 

注〉 本特別図書費は含まず。

”（ 〉内は合計欄に加算せず。

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金に相当するよう義塾が臨時的に手当したもの。
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Il-1 蔵書統計 く年間受入及び所蔵冊数〉

ιトと竺
単 行 本 製 本 緩 総

iロ:... 針
和 洋 針 和 宇宇 計

三回情報センター 17,722 44,554 62,276 7,071 15,434 22，印5 84,781 

主手 図 ’F 
館 (10,963) (32,988) (43,951) (3,187) (9,0.回〉 (12,245) （日，196)

学
間

部 (6,759) (11，日6) (18, 325) (3，脳〉 (6,376) (10,2印〉 (28，日5)

受 日吉情報センター 14,419 4,551 18,970 1,829 3,407 5,236 24，忽)6

入 図 ’F 
館 (11，制〉 (629) (12,533) (l, 192) (81) (1，幻3) (13,806) 

冊
学 部 (2,51め (3,922) (6,437) (637) (3,326) (3,963) (10，制〉

数 医学情報センター 1,556 1,525 3,081 980 2，鴎6 3,866 6,947 

理工学情報センター 1,935 1,243 3,178 1,838 3,399 5,237 8,415 

1日... 計 35,632 51,873 87，印5 11, 718 25, 126 36,844 124,349 

三回情報センター 日4,275 563，印51,127,880 140,359 134,746 275,105 1,402,985 

所 図 魯 館 (411, 798) (330,820) (742,618) （邸，510) (57,764) (143,274) （槌5,892)

学
B覧

郁 (1回，47の(232,785) (385,262) (54，脳9) (76,982) (131，回1) (517,093) 

冊 日吉情報センター 211, 714 103,048 314,762 22,303 31,4日 53,756 368,518 

数 図 書 館 (152,483) (16,675〕(169,l日〉 (14, 433) (393) (14,826) (183,984) 

学 郎 (59,231) (86,373) (145，印4) (7,870) (31，凶0) (38,930) (184,534) 

累

、計J 
医学情報センター 27,281 29,425 56, 71凶 40,993 加，713 121, 706 178,412 

理工学情報センター 32,876 21,981 54,857 30,322 85，邸5 115,987 170,844 

l日>.. 計 836,146 718,059 1,554,205 233,977 332,577 566,554 2,120,759 

注1）所蔵冊数（累計〉は年間受入冊数から除籍冊数を引いた数値を前年度の累計所蔵冊数に加えたもの。

2）三国情報センター・学部には図書館・情報学科の製本雑誌を含む。
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II-2 蔵書統計 く逐次刊行物：タイトIレ数〉

鵡コャ竺1カ レ ン ト ノンカレント カレント・
ノンカレント

和 洋 計 和 洋 針 lιh ョ 計

三回情報センター 5,058 3,385 8,443 4,961 2,347 7,308 15,751 

図 書 館 (1, 967) (901) (2,868) (3，ぴ79) (1, 287) (4,366) (7,234) 

学 部 (3,091) (2,484) (5,575) (1, 882) (1，侃0) (2,942) (8,517) 

日吉情報センター 839 619 1,458 362 913 1,275 2,733 

図 • 館 (534) (41) (575) (133) (4) (137) (712) 

学 部 (305) (578) 〈蹴〉 (229) (909) (1, 138) (2,021) 

医学情報センター 2,801 1,874 4,675 

理工学情報センター 2,285 7,392 9,677 

合 計 8,086 9,182 17,849 32,836 

m-1 利用統計 く貸出及び閲覧冊数＞

ι~ 
館 外 貸 出 館内閲覧 前年度比

教職 員 ｜ 学 生 ｜ 計 一般図書 ｜貴重書 館外貸出（計〉

三国情報センター 139,951 ＊ I. 215 1.02 

日吉情報センター 86,402 ＊ 1.30 

医学情報センター 60,392 当与 一 1.05 

理工学情報センター 一 49,385 司区 1.17 

.g. 計 336,130 ＊ 1.215 1.11 

・開架のため実数不明。

m-2 利 用 統計 ＜相互貸借（複写依頼を含む）＞

－－－－－－－－－－－－－、＼＼  

内訳 依頼をうけた 〈貸〉 依頼した （借〉
、＼

外 ｜ 外 ｜

.g. 計
支部センター ＼ ＼＼  国 針 国 計

三回情報センター I.940 I.449 3,389 

日吉情報セン ター 359 424 783 

医学情報センター 10,399 2,857 13,256 

理工学情報センター 37,725 1,048 38,773 

.g. 計 川田辺3I 5,778 56,201 
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m-s利用統計く複写サーピス〉

ιょ1 学 内 学 外 合 計
種 jjlj 

数 ｜枚 数 ｜枚 数 ｜枚件 書k 件 数 件 軍k

M F 16 4,301 24 2,431 40 6,732 

ゼロックス 9,176 213,330 1,855 53,787 11,031 267,117 

オフセット 110 217,833 一 110 217,833 
三岡情報センター p p c 一 一 1. 298,586 。H p 36 230 一 36 230 

ファクシミリ 12 123 一 12 123 

日吉情報センター p p c 266 243,773 

医学情報センター
M F 

ゼロックス 56,4日 380,932 183, 873 L 077, 291 

M F 24 6剖 1 39 25 719 

理工学情報センター ゼロックス 14,899 179,295 37,721 380,645 52,620 559,940 。H p 175 1,038 一 一 175 1,038 

注〉 pp Cはコイン方式のため内訳は不明。

m-4 利 用 統計 くレフアレンス・サーピス〉

利用者別

ιょ土
学 内 者

学 外 者 l口>. 計
教職員 学 生

三国情報センター 1,944 6,910 3,688 12,542 

日吉情報センター 2, 109 4,160 194 6,463 

医学情報センター 2,887 197 4,091 7,175 

理工学情報センター 1,329 3,451 1, 764 6,544 

iロλ 針 8,269 14, 718 9,737 32,724 

業務内容別

珊コバ土 文献所在調査 事項側道E 利用指導 そ の 他 ~ 計

三回情報センター 6,421 487 5,558 76 12,542 

日吉情報センター 2，侃1 720 3,628 54 6,463 

医学情報センター 2,387 1. 411 799 2,578 7,175 

理工学情報センター 4,357 448 1.575 164 6,544 

合 計
｜｜ 

32,724 
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呈H””111111111111111111111”“””””””・1111’11111’11111111’””””””””””””。11111”H””””””””””””“”11111111111111111111111111111111111111111111111111”“”””II’Ill”””””””“”””“111111”””””””””Ill’111111111111“”””””””””位
三I 八角塔・ KULIC記事索引 I 

~ 言
ヨ111111111111111111川川l川1剛川川”川II川川111111川川川削剛川l”””H”11111111111111111剛山『”1111111111”“”111111111川111111111111川川川川川川川”H”川川川川川”1111川111:111111111川川II””””””川川”Ill’Ill川11111’11111111111111111;

凡例

1. 本索引は八角塔No.I～6とKULICNo.I～ 

20に掲載された記事に対する主題索引と著者名

索引である。

2. 主題索引は日本十進分類法（ 8版〉をもとに

作成し，“新所長の抱負”“ティーJレーム”“スタ

ッフルーム”“刊行物案内”は別項目として，索

引末尾にまとめた。同一分類番号内は著者名，

記事名のアルフアベット順になっている。〈ロ

ーマ字はヘボン式〉

3. 著者名索引は著者名のアルフ ァベット順とし

た。

4. KULIC巻末資料（年次統計資料等〉は省略

した。

5. 記入事項は，著者：タイトノレ 号，ページの

順になっている。但し，八角塔については号の

前に“八”と記した。

区ULIC特集テーマ一覧

1. 情報センターのビジョ ン No.I 

2. 情報センタ一発足二年目を迎えて

No.2 

3. 政府刊行物の収集・整備 No.3 

4. 公害一環境・社会・人間 No.5 

5. 大学教育と大学図書館 No.5

6. 研究活動と事務サービス No.6 

7. 私の研究とライブラリー No.9 

8. 続 ・私の研究とライブラリー No.IO 

9. 三国の新図書館建設計画 No.12

10. 情報センター10年の歩み No.13 

11. 三国の新図書館建設計画 No.14

12. 慶慮義塾図書館（新館〉の開館 No.16 

13. 日吉新図書館建設計画 No.17 

14- 情報センター機械化計画 No.17

15. 慶慮義塾日吉図書館の開館 No.19

r圃圃圃・岨四国国国ーー・圃圃ーー・四・ー－－ーーー”ーーー”ー・・欄ーーー・圃『

! 主題索引 I ， 
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007 情報科学

安西修一郎：アイデアとインフォーメーション

No. IO, p. 7-10 

藤川正信 ：研究・教育と情報管理八No.I, p. 

2-7 

福川忠昭 ：研究室における文献収集と管理 No. 

12, p.22-24 

福島義久：共同研究プロジェクトにおける文献収

集について No. 3, p.18-19 

始まった医学文献オンライン検索サービス（トピ

ックス〉 No.11, p.16-17 

浜田裕一郎：統計資料の新しいメデ、イアについて

一一利用者の立場から No. 19, p. 52-53 

JAPAN MARC利用システム No.15, p.20 

丸山信：文献情報サービス 八No.I,p.9『 10

三国に実現した MARCデータのオンライン検索

No. 12, p. 20-21 

中野博司： J.ハイドン研究所の情報処理 No. 

11, p.6-8 

奥泉栄三郎：逐次刊行物の利回パターンに関する

調査研究一引用文献にみる法学研究者の情

報・資料要求調査 No. 5, p. 22-24 

斎藤泰則：専門分野のコア・ドキュメント No. 

20, p. 28 

010 図書館

原因いづみ： IFLA東京大会雑感 No.20, p.30 

一31

関口素子： IFLA東京大会の印象 No.20, p.31 

-32 

010.7 研究・指導法，図書館学教育，減員の養成

広田とし子：シカゴ大学図書館における研修報告

No. 20, p. 23-25 

細野公男：新図書館と図書館・情報学教育 No. 

印



15, p. 26-28 

情報センター職員の教育・研修（ニュース） No. 

4, p.31 

加藤好郎 ：特別研修を終了して No.20, p.27 

慶慮義塾大学文学部図書館・情報学科創立30年

No.16, p.42 

研究・教育情報センターの職員研修計画 No.10,

p.22 

KULAS研究会 No.18,p.3 

三回図書館 ・情報学会月例研究会 No.14, p.35 

No. 16, p. 34 No. 18, p. 52 No. 19, p. 33 

中島紘一：情報センター職員の養成と図書館 ・情

報学科 No.7, p.16-19 

岡田隆：慶慮義塾大学図書館・情報学への圏内留

学 No.18, p. 29-31 

酒井明夫 ：特別研修を終了して No.20, p.26 

図書館・情報学科に博士課程開設（トピックス）

No. 8, p. 23-24 

012 図書館建築・股備

栂文彦：慶慮義塾大学日吉新図書館 ・事務棟設計

メモ No.17. p. 9-16／設計者のねらい

No.12, p. 4-10 

013. 1 図書館職員・人事管理

天野善雄：図書館員の専門性とは何か No.7, 

p.20-23 

福留孝夫：大学職員と専門職性ーライブラリアン

の例を中心として No. 3, p. 28-32 

五藤良子 ・宮木さえみ・ 永井季子 ・中村久子 ・並

木和子 ・武井恵子・司会中島紘一 ・記録 酒

井明夫：女性職員の就業意識（座談会） No. 

14, p.20-25 

池田久子・石黒敦子・並木和子・宮入暁子：女性

図書館員就業意識調査 No. 12, p. 26-28 

笠野滋： 私の図書館回想（ 1 ) No. 20, p. 36-42 

小林貯： 大学図書舘の「機能」としてのライブラ

リアン No. 4, p. 28-31 

《抄訳》 Wilder,D. “Management attitudes; 
team relationships" Lib. J.: 498-502, Feb. 

’69 八 No.5,p.14 

問中栄一 ：大学事務職員の未来像とライブラリ ア

ン No.2, p.17-20 

図書館の女性職員 No.9, p.27 

013.4 図書館の予算，経理

渋川雅俊：図書の値上りと義塾の図書費一統計資

料 No.6, p. 26-30 

013-8 図書館事務の機械化

安西郁夫：情報センターの機械化一過去から現在

まで No.13, p.10-13／機械化計画の展望

No.17, p. 24-25／図書館とコンピュータ

No.10, p.32 

藤井裕子・西山和子 ：CirculationSystemの機械

化 No.16, p. 39-42 

細野公男：図書館とコンビュータ No.8, p.13-15 

情報センターの機械化システム No.9, p.21 

貸出しの機械化〈三回情報センター〉 No.19, 

p.42 

長島敏樹：研究・教育情報センターの業務機械化

No.17, p. 26-31 

中島紘一：慶慮義塾図書館の新しい閲覧システム

一計画の全容 No.20, p. 6-8 

渡部満彦：わが国大学図書館における機械化の現

状 No.17,p. 32-37 

安田博 ：慶慮義塾図書館の新しい閲覧システムー

システムの設計 No. 20, p. 9-11 

014. 1 図書館資料，図書の選択，蔵書構成

天野善雄：新しい選書体制一蔵書再編成の問題を

中心にして No. 19, p. 2-6 

東回全義：選書課の誕生と今後の展望 No.16, 

p.25-26 

遺書・収書・サービス，三国情報センターの遺書

方式 No.3,p.22 

渋川雅俊 ：全国の大学図書館における資料収集

No. 14, p. 32-35 

高烏正夫：大学図書館の収書計画と慶慮義塾図書

館 No.1. p. 23-24 

鳥居泰彦：三回情報センターの情報収集について

No.1, p.4-5 

上回修一 ・会田真由美：三国情報センターにおけ

る教員の遺書行動 No. 19, p. 39-42 

柳屋良博：収書方針に影響を及ぼす諸要因 No. 

1, p.24-33 

014-2 受入と払出
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石黒敦子 ：指定出版社による一括購入方式のその

後 No.17,p. 41-43 

森園繁：図書の収集と目録サービス

27-30 

OP Booksの入手（メモランダム）

4 

No.16, p. 

八No.3,p. 

問中芙美子 ：指定出版社制度による一括購入方式

一昭和59年納品率調査結果 No.19, p. 55-62 

014-3 目録法令014.2

高谷康子：学術情報センター「オンライン目録シ

ステム」について No.20, p. 12-14／目録利

用案内 No. 17, p. 43-45 

三国情報セ ンタ一目録体系 No. 10, p. 30-31 

中村初雄： 塾内洋書目録法の統一 ・標準化につい

て八No.3, p. 9-11 

斎藤泰則：図書館・研究室合同目録の冊子体目録

作成について No. 15, p. 26-35 

佐藤朔：総合目録編纂をめざして八No.3,p.1 

渋川雅俊：目録の将来 No. 13, p. 26-35 

武正恒 ：日吉情報センターにおける目録サービス

について No. 19, p. 23-27 

柳屋良博：学術情報流通体制jの整備と三国情報セ

ンターにおける資料組織上の問題 No.10, 

p.27-29 

014.4 分類法，件名標目法，主題分析

渋川雅俊 ：図書分類の原理とその基本技法一研究

室図書の NDC分類に関連して No.15, p. 

4-16 

高鳥正夫 ：三田情報センターにおける分類表の現

状と将来 No.7, p.10-14 

014-6 蔵書管理と図書の保隆

加藤孝明： DepositLibrary－共同保存書庫のア

イデア No. 8, p. 19-21 

上回修一・奥沢美佐：慶慮義塾図書館蔵書劣化調

査計画 No.18, p. 23-24 

014.7 特殊資料

阿部隆一：フィルム・ライプラリー充実の急務一

特に古典学に於ける 八No.3,p.5-8 

中鉢正美：研究者の立場からの提言 No.3, p.1 

-2 
，イプ，リー

浜田敏郎：ミニミニ図書館一文献のマイクロ化

八 No.2, p. 8-10 

石川博道 ：政府刊行物収集・整備の現状と今後の

構想・計画 No.3,p.4-7 

百演浩：研究者側からみた政府刊行物の利用価値

No.3, p.2-3 

長沢雅男：政府刊行物の意義と問題点 No.3, 

p.8-12 

015 図書館奉仕・図書館活動

東回全義：情報サービスの課題 No.16, p. 23-25 

市古健次：レファレンス ・サー ビスとライブラリ

一・インストラクションースライドの試作

No. 18, p. 16-22 

加藤和子・五十嵐優子 ：医学情報センターにおけ

る文献分析サービスー「失語症」関係の例に

ついて No. 3, p. 20-22 

風間茂彦：新しいサービス， AVサービス No. 

19, p.14-16／日吉図書館の AVサービスの

現況 No.20, p. 16-18 

慶謄義塾図書館の一般公開サービス

28 

No.14, p. 

木村敏康：館内ツアーに参加して No.19, p. 29 

松浦恵子：教養課程日吉における利用者教育の模

索 No.19, p. 16-20 

三回・日吉聞にファクシミリを設置（トピックス）

No.14, p.14 

中島紘一：現代アメリカの図書館情報サービスの

動向 No. 1, p. 34-38／雑誌 ・資料の利用サ

ービス No. 16, p. 20-22 

小川治之 ：日吉新図書館におけるサービスの概要

No. 17, p.17-22／利用サービスの概要と展

望 No.19,p. 6-8 

大沢充 ：医学情報センターの学外のサービスにつ

いて No. 12, p. 30-33 

関口操：新図書館利用サービスにのぞむ No.14,

p.9-10 

渋川雅俊 ：ライプラリー ・イ ンストラ クションー

知識への一つの接近法 No.11,p.10-15 

スライドによるオリエンテーションの実施とアン

ケート集計結果 No.19,p.45 

寺尾誠：図書館におけるソフト・サービスー東西

ドイツにおける私の体験 No. 14, p. 6-7 
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015-1 閲覧方式，館内奉仕 -;-+013.8

医学，日吉の両センターに無断帯出防止装置を設

置 No.14,p.29 

加藤好郎： BDS(Book Detection System）とイ

ンベントリー No.17, p. 39-40 

宮崎貞治：医学情報センターにおける無断帯出防

止装置の導入成績 No.16, p. 37-39 

中島紘一：閲覧・利用サービスとその展望 No. 

16, p.17-20 

025.2 レフ 7 レンスサービス

東回全義：『寓国政表』の原書の行方 No.18, 

p.27-28／レフアレンス・サーピスから情報

サービスへ No. 8, p.16-18 

中島昭 ：文献時代と複写八No.3,p.2-4 

佐藤朔 ：文献複写のこと 八No.2,p.1 

図書館の複写センタ一 八No.2,p. 7 

土屋健三郎：医学図書館文献複写サーヴィス 八

No.2, p.4-7 

渡辺国広：文献複写と私八No.2,p.2-4 

015.38 図書館相互貸借

樋口恵子：三国情報センターのILL－海外との相

互貸借を中心として No.18, p. 31-33 

加藤好郎：早慶相互協力について No.20, p.34 

ー35

松井朗：医学情報センターにおける Interlibrary

Loan一現状と課題 No.18, p. 33-34 

大江晃：相互協力時代の塾図書館 No.18,p. 4-8 

早稲田大学図書館との相互利用の開始 No.19, 

p.62 

吉川智江：理工学情報センターにおける Inter-

library Loan一文献取寄せ（依頼）の現状と

展望 No.18,p. 35-36 

017 学校図書館

斎藤憲一郎： ：新しい高等学校図書室（日吉）のサ

ーピス No. 19, p. 43-45 

幼稚舎の“図書室を中心とする新しい学校施設

（トピックス〉 No. 12, p. 34-35 

017-7 大学図書館

赤星隆子：大学図書館と子供の本 No.15, p.30 

-32 

井関利明：諸科学関連アプローチと情報センター

No. I, p.5-7 

伊東弥之助： i憂慮義塾図書館史その 1ーゾーフ部

屋の流れ No. 2, p.12-15／慶慮義塾図書館

史その 2一新銭座から三回へ No.3, p.23-

27 

経営管理研究科図書館の現状と将来像 No.13, 

p.25 

Moore, Everret T.・佐藤朔：これからの大学園

書館一対談八No.4, p. 1-16 

森園繁：アメリカの大学図書館での経験 No.2, 

p.22-26 

中島紘一：コインの裏表 No. 5, p.14-15 

日米大学図書館比較表 No. 18, p. 53-ti2 

高橋吉之助：工学図書館の将来像 No. I, p.18-

21 

高山正也：米国の大学図書館ーカリフオノレニア大

学パークレー枝の図書館活動を中心にして

No.18, p. 41-52／企業体研究者の情報利用

の実態と大学図書館への期待 No. 9, p.23-

27 

図書館略史八No.I, p. 18-19 

渡部満彦：むかしの慶慮義塾図書館 No.18, p. 

9-]4 

研究教育情報センター

藤川正信：研究・教育情報センターの機能と業務

八 No.5,p.5-9 

本部（ニュース〉 No. I, p. 33 

本部事務室（ニュース） No.4, p.24 

〈本部事務室〉メモ No.7, p.2, 5 No.8, p.2 

印東太郎：情報科学研究所の活動と研究教育情報

センタ一八No.6,p.3-5 

情報センターニュース 八No.3,p.11 

情報センター設立準備業務の現況八No.5,p. 

16 

情セ本部メモ No. 9, p. 2, 3 No. 15, p. 28 

慶慮義塾研究・教育情報センタ ー委員会報八

No. I, p. 7 

慶慮義塾研究・教育情報センター計画（抄） 八

No. 5, p. 9-13 

研究・教育情報センター協議会委員 No. IO, p. 

36 
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大江所長国公私立大学図書館協力委員会委員長に

就任 No.16,p. 7 

Q & A No.2, p.16 

佐藤朔：生きている図書館八No.1,p.1／図書

館の新幹線八No.5,p.1 

昭和53年6月現在研究・教育情報センター協議会

委員 No.11, p. 32 

高烏正夫：新しい門出に八No.6,p.1-2／情報

センタ一発足からの10年間 No.13,p.1-9/ 

情報センタ一二年目を迎えて No.2, p.1-3 

図書館ニュース 八No.2,p.10八No.4,p.16 

八No.5, p.15-16 

三国情報センター ÷→012, 013. 8, 014. 1, 014. 3, 

014. 4, 015, 015. 1, 519 

安西郁夫：学生の図書館利用のー断面ー図書館

（三田）における学部学生利用の調査を中心に

No. 2, p. 4-{; 

石川博道：三回文学ライブラリーーその生いたち

から今日まで No.12, p. 36-38／三回情報セ

ンターの小展示 No.12, p. 46-48／三国情報

センターの展覧会 No.11, p. 30-32／三国情

報センターの特殊コレクションについて

No.9, p.28 

加藤好郎 ：学生アシスタント導入の成果と問題点

No. 15, p. 33-35 

風間茂彦： l憂慮義塾図書館（新館〉利用者アンケ

ート調査 No.16, p.31-34 

松原秀一：歩を休めて眺める時 No.13,p.13-15 

三国情報センター（ニュー ス〉 No.1, p.13 

No. 2, p. 6 No. 4, p. 27 

三国情報センタ一課係案内 八No.6,p. 7 

三田情報センター協議会 No.1,p. 7 

〈三国情報センター〉メモ No. 7, p. 23 No. 8, 

p.5 

中島紘一：三田の新館，この 3年間の変化 No. 

19, p. 48-50／新図書館のプランニングー準

備段階から実施まで No.12, p.11-18 

中村洗：新図書館にのぞむ法学部図書委員長の見

解 No.14, p. 7-9 

大島通義：三国情報センターへの提言 No.9, 

p.5-7 

ノレーマニア図書の寄贈八No.4,p.3 

新図書館・研究棟（三国〉建設調査委員会の答申

について（トピックス） No.10, p.13 

新図書館の利用について No.15, p.1-3 

新図書館と見学 No.16, p.10 No.17, p. 31 

No.18, p.8 

小展示ニュース No.16, p. 22, p. 26 No.17, 

p. 53 No. 18, p. 24 No. 19, p. 50 

高官利行：文学部の考え方 No.14,p.5 

高烏正夫：三国情報センタ一発足後の問題と将来

への展望 No. 1, p. 1-4／新図書館への期待

No.12, p.1-3 

武井恵子：新図書館準備と PR No.16, p.12-17 

田村茂 ：新図書館総合資料室について一経商資料

室の立場から No.14, p.11-12 

田中正之：福津展と義塾図書館の資料 No.19, 

p.46-47 

図書・資料の再配置について No. 14, p. 2-4 

医学情報センタ－ -:--015, 015. 1, 015. 2, 519 

浅井目弘：医学情報センターと文献探索について

No. 11. p. 19-21 

芦沢哲夫：医学情報センターに望む No.5,p.15 

-16 

医学情報センター（ニュース〉 No.2, p.3 

〈医学情報センター〉メモ No. 7, p. 30 No. 8, 

p. 2 No. 11, p. 21 

医学図書館（ニュース〉 No.1, p.17 

入久巳：医学情報センターに望む No.1, p.16-

17 

佐藤和貴：医学情報センター最初の10年 No.13,

p.18-20 

嶋井所長日本医学図書館協会会長に就任 No.16,

p.7 

高野利也：医学情報センターに託す夢と現実一基

礎医学研究における立場から No.14, p.27 

-28 

外山敏夫・天野善雄：医学情報センタ一計画とそ

の実現八No.6,p.13-17／医学情報センタ

ーの立場 No.1, p.14-16 

牛場大蔵：医学教育と医学情報センターーその現

状と問題点 No.5, p.16-18 
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日吉情報センター ÷→012, 013.8, 014.3, 015, 

015.1 

天野善雄：日吉情報センター（藤山記念日吉図書

館）の改装計画 No.11, p. 23-28 

荒木良治 ：日吉情報センターの設立を二年後にひ

かえて No. 1, p. 10-12 

衛藤駿：日吉新図書館への期待一図書館＝新書

斎・文房論 No.17,p.1-2 

玉藤良子：研究者用フロア No. 19, p. 2o-23 

長谷川茂樹：日吉キャンパスにおける大学図書館

の利用 No.5, p.12 

〈日吉情報センター〉メモ No. 7, p. 23 No. 8, 

p.32 

日吉情報センターの発足〈トピックス〉 No.4, 

p.18 

日吉新図書館に関する書誌 No.19, p. 32-33 

除幕式を終えた藤山雷太胸像の由来（トピックス〉

No.9, p.17 

加藤弘和 ：新日吉図書館の印象 No.19,p. 28-29 

風間茂彦：慶慮義塾日吉図書館のイメージ一利用

者アンケートから No.19, p. 9-13 

三沢進 ：日吉情報センターの構成と運営 No.3, 

p.13-14 

宮入暁子：内部からみた日吉情報センターの変遷

No.13, p.15-17 

村瀬是：日吉図書館への期待 No. 19, p. 27-28 

村田碩男：日吉図書館と情報サービス No.1,p. 

8-10 

関洋：日吉情報センター藤山記念図書館利用のー

断面一学部学生館外貸出記録の調査から

No. 10, p. 20-22／蔵書の年代別配架の背景

一日吉情報センター（藤山記念日吉図書館〉

の方向 No. 12, p. 43-45 

高烏正夫：慶慮義塾日吉図書館の印象と期待

No.19, p.30ー32

回辺真一郎 ：日吉新図書館を利用して No.19, 

p.29ー却

上回保 ：感想 No.1,p.12-13 

柳屋良博：日吉キャンパスにおける図書館のあり

方について No.15, p. 22-24／日吉の騒音

問題を考えるー施設の抜本的改善に向けて

No.14, p. 30-31 ／日吉新図書館建設計画の

経緯 No.17,p.3-8／慶慮義塾日吉図書館特

集の序に代えて No.19, p.1-2 

理工学情報センター争015,027 

橋本芳一：理工学情報センターに期待する No. 

1, p. 22 

岩丸良明：理工学情報センターの一利用者として

No. 5, p. 13-14 

工学図書館（ニュース） No.1, p.33 No.2, p. 

26 

松下記念図書館の完成（トピックス〉 No.3, p. 

16-17 

水島三知：理工学情報センターに望む No.1,p. 

21 

中島紘一・村越瑞枝：理工学情報センターにおけ

る現状 No.4, p.16-17 

小川治之：理工学情報センターの一つの役割

No.10, p.14-18 

理工学情報センタ一計画の概要〈案〉八No.6,

p.6-12 

〈理工学情報センター〉メモ No. 7, p. 33 No. 

8, p.18 No.11, p. 4 

理工学情報センターの発足（トピックス） No.4, 

p.19 

下郷太郎：理工学情報センタ一寸感 No.13, p. 

21-22 

018 専門図書館

大沢充：第5回国際医学図書館会議の開催 No. 

19, p.51 

舘田鶴子：英国の医学図書館を訪門して No.20,

p.19-23 

高田宜美 ：IMIC10周年雑感 No.16,p. 45-48 

財団法人「国際医学情報センター」の発足にあた

って No.4, p. 7 

022 写本・刊本・造本

太田臨一郎 ：インクナプラ 八No.1,p.8 

023 出庖

出版資料情報センターと出版資料情報システム構

想 No.15,p.32 

024 図書の販売

岡本正二 ：洋書取次業に従事して No.9, p.19-
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21 

渋川雅俊：信頼性の高い書籍販売サービスの確立

No.9, p.13-17 ／洋書は安くなる！？一円切

り上げと洋書価格問題の推移 No.4, p.21-

24 

027 特殊目録

斎藤憲一郎：理工学情報センター雑誌目録 No. 

18, p.37-39 

029 蔵書目録・総合目録

伊東弥之助：図書館の特殊資料紹介（ 1 ）書簡

No. 6, p. 19-21 

三回文学ライプラリー目録八No.1,p.12-18 

050 逐次刊行物

安西郁夫．「三回学会雑誌」の刊行状況調査（資

料） No. 8, p. 25-27 

鷲見成正：専門雑誌との出合い No.10, p. 3-5 

200 歴史

重要文化財に指定された相良家文書（トピックス〉

No.10, p.12-13 

清水潤三 ：国宝“秋草文壷”の思い出 No.8, p. 

3-5 

白石克：明石屋六兵衛版『鎌倉絵図』（江戸中期刊

本館幸田文庫所蔵〉 No.10, p. 23-25 

山岸健：レオナノレ ド・ダ・ヴインチの地図 No. 

8, p. 7-11 

330 経済

小池基之 ：AdamSmith書簡雑感 No.11, p.9 

黒田昌裕：政策シミュレーションのための多部門

成長モデ、ル No.4, p. 25-27 

377 大学・高等・専門教育・学術行政

古川智昭・小樽辰夫 ・石谷一郎・ 渥美恒二 ・中島

紘一 ・小沢恒二・宮本昭司・坂本昭雄・福留

孝夫・佐藤和貴・森国繁・渋川雅俊・奥泉栄

三郎・宮森清行：大学における研究活動と事

務サービス（座談会〉 No.6, p.1-12 

石川忠雄・高山隆三・松本三郎・鈴木一江・奥泉

栄三郎：情報化社会と研究・教育機関八

No.5, p.2-4 

石川武：私学における教員と職員 No.6, p.13-

15 

神谷不二・三宅まり子・小川恒夫・伊藤靖宏・吉

悶和宏・後藤順一・板垣美笛・高鳥正夫・安

西郁夫・ 渋川雅俊・福留孝夫・森圏繁：大学

教育と図書館の利用一或るゼミ・グループの

例（座談会〉 No.5, p.1-11 

笠谷博之 ：語学視聴覚教育研究室の事務組織にお

ける現状と展望 No.7, p. 29-30 

孫福弘 ：研究環境改善のためのー提案 No.6,p. 

16-18 

松原秀一：迷路訪僅 No.9, p.9-11 

文部省科学研究費補助金 No.2, p. 7-10 

最近の大学問題にかんする雑誌記事の紹介八

No.5, p.17 

私大研究設備補助金の復活要求について No.9, 

p.31 

田中正之：図書館側からみた日古学生気質 No. 

2, p.11 

山田邦博 ：研究活動雑感 No.3,p.15 

山崎照雄 ：大学ーその顔と表情 No.11,p.1 

400 自然科学

木下光博：“Beilstein”について No. 12, p. 40-

42 

久保亮五 ：物理学研究者と文献 No.15, p. 18-20 

斎藤利弥 ：数学者と文献 No.11, p. 2-4 

吉田哲郎： GmelinsHandbuchの利用を 望む

No.14, p.15-19 

490 医学

上釜喬：大学病院における病歴管理業務について

No.7, p.26-28 

外山敏夫：医学研究と関連諸科学 No.4, p. 9-10 

519 公害・環境学

金子芳雄：法律と公害問題 No.4,p.2-4 

笠野滋：三田情報センターの公害関係文献 No. 

4, p.11-13 

公害関係文献情報サービスと資料展（トピックス〉

No.5, p.21 

小松隆二：足尾鉱毒事件覚書 No. 5, p.19-21 

庭田範秋：公害の経済的保障 No.4, p.4-5 

佐藤和貴：医学情報センターにおける公害情報サ

ーピス No. 4, p.13-15 

沢田允茂 ：哲学的問題としての環境問題 No.4, 

p.1-2 

白
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高橋潤二郎：公害と学際的研究 No.4, p.8-9 

柳沢三郎：公害研究と分析化学 No.4, p.5-7 

760 音祭

中野博司： l憂慮義塾図書館遠山音楽文庫 No.19,

p.36-37 

何O 文学

文学におけるコンコーダンス八No.6, p. 18-21 

“キャクストンとアーサー王伝説”展 No.19,p. 

65 

本井英：虚子文庫について No.12, p.29 

リノレケ・コレクション No.14, p.10 

鷲見洋一：ランポー詩の『コンコルダンス』をめ

ぐって No. 7, p.6-8 

新所長の抱負

阿部芳郎：理工学情報センタ一所長に就任（重任〉

して No. 7, p.2-3 

天野弘：理工学情報センタ一所長に就任して

No.18, p. 1-3 

有賀一郎：利用者の立場で No.10, p. l 

術藤駿：日吉新図書館への期待 No. 16, p. 4-5 

速水融：この一年を振り返って No. 20, p.1-2 

堀内敏夫・三つの課題 No.9,p.2-3 

保崎秀夫：少しでもパイプの役割を No.9, p. l 

-2 

北川節：理工学情報センタ一所長就任に当たって

No. 20, p. 3-4 

三沢進：日吉情報センター所長就任（重任〉に際

して No. 7, p.4-5 

大江晃：サーピスの向上を目指して No.16, p. 

1-3 

嶋井和世：医学情報センタ一所長に就任して

No. 8, p. 1-2 No.16, p. 6-7 

高鳥正夫 ：情報センタ一所長就任（重任）に際し

て No. 7, p.1-2／所長・館長13年を顧みて

No.16, p. 8-10 

鷲尾泰俊：着実な問題解決を目指して No.14, 

p.l 

横山哲朗：医学情報センタ一所長就任にあたって

No.19, p.35 

ティールーム

永戸多喜雄：パリに行く詩人の手紙一横部記念

「山中散生コレクシオン」 No.20,p.5 

江野沢一嘉：大学図書館・研究室・教室の一体化

No.12, p.19 

藤沼貞弘：スイス・ホリディズ No.11, p.22 

石田哲治：：本との出会い No.17, p.23 

伊藤行雄：原風景としての図書館 No.17, p.46 

岩野節夫 ：図書館，そして本の選択 No.10, p. 

26 

金田進：スタンフォード寸描 No.7,p.9 

金文京：書痴・書債・売書 No.18,p.25 

小林節：ロー・ライブラリアンの必要 No.9,p. 

12 

松本隆信：奈良絵本について No.11, p.18 

松村高夫： Dr.フレッド・リードのこと No.16, 

p.35 

松下智之：某日寸信 No.15,p.29 

松浦保： SCIENTIFICELITE No.10, p. 2, 

18 

中村治雄・文献収集によせて No.8, p.6 

大橋優美子：看護学生と読書 No.19, p.34 

坂本勉 ：アジアの言語とライブラリア ン No.9, 

p.8 

佐野陽子：：NLS磁気テープについて No.13,p. 

23 

佐野孝：ニューヨーク大学図書館 No.9, p.18 

関場武：書き入れのある本についての落書 No. 

4, p.20 

仙名保：語り合う人々 No.8, p.12 

鷲見誠一：入るは易く出るは難し No. 7, p.15 

立花香代子 ：生みの苦しみ No.16, p.36 

高宮利行．ケンブリ ッジ大学図書館 No.15, p. 

21 

岡村俊作．へイ・オン・ワイの古本屋一本を量り

売りする店のことなど No.20, p.29 

富沢英治：ある出会い No.14, p.26 

有働動吉 ：Padova雑感 No.10,p.11, 18 

渡辺彰：情報の量と質 No.18,p.15 

矢島和男：図書館とともに10年 No.16, p.44 

スタ."Iフルーム

安西郁夫：日本娘オケイと紅毛侍シュネノレ No. 

7, p.24-25 
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原因いづみ新図書館閲覧課にて No.16, p.43 

平尾行蔵：ミュージック・ライブラリアン No. 

19, p.38 

市古健次：レファレンス 500日 No.13, p.24 

池田久子：対話ということ No.11, p.5 

井上加代子：雑誌業務を担当して No.8, p.24 

石黒敦子：日々憂うること No.9, p.4 

加藤孝明：インフオマット No. 7, p.8 

川上清子：ビジネス・スクールと経商資料室 No.

18, p.40 

木村八重子：雑談 No.5,p.18 

高谷康子：ハワイ大学マノアキャンパスから

No.14, p.13 

宮木さえみ：新図書館総合資料室への期待 No. 

15, p.17 

南野典子：医学情報センターを御存知ですか？

No.20, p.15 

落合啓一：頭痛の種“テクニカ／レ・レポート”

No.19, p.54 

奥泉栄三郎：田口卯吉と『東京経済雑誌JlNo.6, 

p.22 

酒井明夫：よく働きよく学び No.18, p.26 

佐藤和貴：合同研究会 No.8,p.22 

渋川雅俊：；福沢諭吉の読書論 No.18, p. 63/ 

!FLA余滴 No.17, p.38／専門職の問題と

図書館員の心情 No.5,p.25 

清水和夫：おいしいケーキのはなし No.9,p.22 

須田昭五郎：；米国西海岸の大学図書館を視察して

No.12, p.25 

鈴木富弥夫：外国人利用者と図書館 No.11, p. 

29 

武田るい．私の見たアメリカ No.3, p.27 

玉井裕子：インベントリー雑感 No.17, p.47 

回中芙美子：図書館・情報学科図書室に移って

No.10, p.6 

和田幸一：ちょっと前まで学生だった No.20, 

p.33 

渡部満彦： OCLCの半年間 No.12,p. 39／視聴

覚メディアと図書館の接点 No.10, p.19 

安田博 ：スタンフォードにて No.16, p.11 

吉川智江：；カウンターの片隅から No.15, p.25 

刊行物寮内

情報センター出版物 八No.6,p.5 No.1, p. 

38 

刊行物の御案内 No.5, p.11 

「慶慮義塾図書館史」の刊行 No.4,p.17 

研究・教育情報センター刊行物の御案内 No.3, 

p. 7 No. 6, p. 12, 18 No. 10, p.10 No. 

12, p. 24 No. 14, p. 12 

図書館・情報学科出版物（動草書房刊） No.18, 

p. 39 No.19, p. 33 

[ 著者名索引 」
-Aー

阿部隆一・フィノレム・ライプラリー充実の急務

八 No.3,p.5-8 

阿部芳郎：理工学情報センタ一所長に就任（重任〉

して No. 7, p.2-3 

会田真由美：三回情報センターにおける教員の選

書行動（共著） No.19, p. 39-42 

赤星隆子：大学図書館と子供の本 No.15, p.30 

-32 

天野弘：理工学情報センタ一所長に就任して

No.18, p.1-3 

天野善雄：新しい遺書体制 No.19,p. 2-6／日吉

情報センター〈藤山記念日吉図書館〉の改装

計画 No.11, p. 23-28／医学情報センタ一計

画とその実現〈共著〉 八No.6, p.13-17/ 

図書館員の専門性とは何か No. 7, p. 20-23 

安西郁夫 ：大学教育と図書館の利用（座談会）No.

5, p.1-11／学生の図書館利用のー断面 No.

2, p.4-6／情報センターの機械化 No.13, 

p.10-13／機械化計画の展望 No.17,p.24-

25／「三回学会雑誌」の刊行状況調査 No.8,

p.25-27 ／日本娘オケイと紅毛侍シュネノレ

No. 7, p. 24-25／図書館とコンピュータ

No.10, p.32 

安西修一郎：アイデアとインフォーメーション

No.10, p. 7-10 

荒木良治： iヨ吉情報センターの設立を二年後にひ

一日ー



かえて No. I, p.10-12 

有賀一郎：利用者の立場で No.10, p.1 

浅井昌弘：医学情報センターと文献探索について

No.11, p.19-21 

芦沢哲夫：医学情報センターに望む No.5,p.15 

-16 

渥美恒二：大学における研究活動と事務サービス

〈座談会〉 No.6, p.1-12 

-c一
中鉢正美：研究者の立場からの提言 No.3, p.1 

-2 

-E-

永戸多喜雄：パリに行く詩人の手紙 No.20,p.5 

江野沢一嘉：大学図書館・研究室・教室の一体化

No.12, p.19 

衛藤駿：日吉新図書館への期待 No.16,p. 4-5, 

No.17, p.1-2 

-Fー

藤井裕子： CirculationSystemの機械化（共著）

No.16, p. 39-42 

藤川正信：研究・教育情報センターの機能と業務

八No.5,p.号-9／研究・教育と情報管理八
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No. 14, p. 27-28 

高烏正夫：新しい門出に八No.6,p.1-2／大学

教育と図書館の利用（座談会〉 No.5, p.1-

11／大学図書館の収書計画と慶慮義塾図書館

No. 1, p. 23-24／情報センタ一発足からの10

年間 No.13, p.1-9／情報センタ一二年目を

迎えて No. 2, p.1-3／情報センタ一所長就

任〈重任〉に際して No.7, p.1-2／慶慮義塾

日吉図書館の印象と期待 No.19,p. 30-32/ 

三国情報センタ一発足後の問題と将来への展

望 No.1, p.1-4／三回情報センターにおけ

る分類表の現状と将来 No. 7, p.10-14／新

図書館への期待 No.12,p.1-3／所長・館長

13年を顧みて No.16, p.8-10 

高山正也： ；米国の大学図書館 No.18,p. 41-52/ 

企業体研究者の情報利用の実態と大学図書館

への期待 No.9, p. 23-27 

高山隆三：情報化社会と研究・教育機関（共著〉

八No.5,p.2-4 

武正恒 ：日吉情報センターにおける目録サービス

について No. 19, p. 23-27 

武田るい：私の見たアメリカ No.3, p.27 

武井恵子（台樋口恵子〉：女性職員の就業意識（座

談会〉 No.14, p. 20-25／新館開館準備と P

R No.16, p.12-17 

玉井裕子：インベントリー雑感 No.17, p.47 

岡村茂：新図書館総合資料室について No.14, 

p.11-12 

田村俊作：へイ・オン・ワイの古本屋 No.20, 

p.29 

田辺真一郎：日吉新図書館を利用して No.19, 

p.29ー30
問中栄一：大学事務職員の未来像とライプラリア

ン No.2, p.17-20 

田中芙美子 ：指定出版社制度による一指購入方式

No.19, p. 55-62／図書館・情報学科図書室

に移って No.10, p.6 

田中正之：福沢展と義塾図書館の資料 No.19, 

p.46-47 ／図書館側からみた日吉学生気質

No.2, p.11 

寺尾誠：図書館におけるソフト・サービス No. 

14, p.6-7 

富沢英治：ある出会い No.14, p.26 

鳥居泰彦：三回情報センターの情報収集について

No.1, p.4-5 
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外山敏夫：医学情報センタ一計画とその実現（共

著〉八No.6,p.13-17／医学情報センターの

立場 No. I, p.14-16／医学研究と関連諸科

学 No.4, p. 9-10 

土屋健三郎：医学図書館文献複写サービス 八

No.2, p.4-7 

-U-

有働動吉： Padova雑感 No.10,p.11, 18 

上回修一：慶慮義塾図書館蔵書劣化調査計画（共

著〉 No. 18, p. 23-24／三回情報センターに

おける教員の選書行動〈共著） No.19, p. 39 

-42 

上回保：感想 No.I, p.12-13 

牛場大蔵：医学教育と医学情報センタ－ No.5, 

p.16-18 

-W-

和田幸一：ちょっと前まで学生だった No.20, 

p.33 

鷲尾泰俊：着実な問題解決を目指して No.14, 

p.1 

渡辺彰：情報の量と質 No.18,p.15 

渡辺国広：文献複写と私八No.2,p.2-4 

渡部満彦：むかしの慶慮義塾図書館 No.18, p. 

9-14/0CLCの半年間 No.12,p. 39／視聴

覚メデアと図書館の接点 No.10, p.19／わ

が国大学図書館における機械化の現状 No. 

17, p.32-37 

KULICは本号で20号になります。少し前から

索引の作成を求められてたのですが，区切りのよ

い本号でそれを実現しました。

図書館は絶えまなくサービスを続けているわけ

ですが，あるときふと振り返ると変化がいろいろ

な場面で浮ひ・上ってきます。本誌の前身であった

「八角塔」からの索引内容を一瞥してそれを感じ

ます。しかし，来年度定年を迎える笠野君の思い

程強いものではないでしょう。

図書館機械化は，このところ数年本誌諸論文の

-Y一
矢島和男：図書館とともに10年 No.16, p.44 

山田邦博：研究活動雑感 No.3,p.15 

山岸健：レオナ／レド・ダ・ヴインチの地図 No. 

8, p. 7-11 

山崎照雄：大学ーその顔と表情 No.11,p.1 

柳沢三郎：公害研究と分析化学 No.4,p.5-7 

柳屋良博：学術情報流通体制の整備と三回情報セ

ンターにおける資料組織上の問題 No.IO, 

p. 27-29／日吉キャンパスにおける図書館の

あり方について No.15, p. 22-24／日吉の騒

音問題を考える No.14,p. 30-31／日吉新図

書館建築計画の経緯 No.17,p.3-8／慶慮義

塾日吉図書館特集の序に代えて No.19, p. 

1-2／収書方針に影響を及ぼす諸要因 No.I,

p.24-33 

安田博： i憂慮義塾図書館の新しい閲覧システム

No. 20, p. 9-11／スタンフォードにて No. 

16, p.11 

横山哲朗：医学情報センタ一所長就任にあたって

No.19, p.35 

吉田哲郎： GmelinsHandbuchの利用を望む

No.14, p.15-19 

吉川智江： ：カウンターの片隅から No.15, p. 25/ 

理工学情報センターにおける Interlibrary

Loan No.18, p. 35-36 

編集後記

テーマとなってきましたが，いよいよ進み日吉と

ともに三国でも，直接利用者サービスにその成果

が現われるようになりました。また，国際化とい

うことも本号の隠れたテーマになっています。職

員による海外研修，国際大会への参加などがそれ

を示しています。図書館協力も，学術情報センタ

ーとのかかわり，早稲田大学図書館との相互協力

のスタートなど新しい局面に向っています。

(10月24日渋川〉

編集委員・情報センタ一本部渋川雅俊・三国情報センタ一 国井佐代子$日吉情報センター

樋口恵子事医学情報センター 玉井裕子・理工学情報センター笹島早月
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